
ソ
連
の
脅
威
の
新
た
な
段
階
と
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
政
権
の
封
じ
込
め
政
策

1

（
下

一
九
五
〇
年
代
後
半

佐

々

木

卓

也

一

は

じ

め

に

二

ソ
連
の
脅
威
の
新
た
な
段
階
、
一
九
五
五
〜
五
七
年

三

ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
政
権
の
封
じ
込
め
政
策
、
一
九
五
五
〜
五
七
年

四

封
じ
込
め
の
軍
事
的
強
化
を
求
め
る
主
張
の
増
大
、
一
九
五
五
〜
五
七
年

五

全
面
的
冷
戦
」
と
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
政
権
の
対
応
、
一
九
五
八
年
（
以
上
五
二
号
）

六

安
全
保
障
政
策
を
め
ぐ
る
議
論

七

モ
ス
ク
ワ
の
ア
メ
リ
カ
博
覧
会
と
封
じ
込
め
、
一
九
五
九
年
夏

八

人
的
・
文
化
的
交
流
の
深
化
、
拡
大
と
封
じ
込
め

九

ミ
サ
イ
ル
・
ギ
ャ
ッ
プ
論
争
の
進
展

十

Ｕ
二
機
事
件
と
封
じ
込
め
の
行
方

十
一

お

わ

り

に

以
上
本
号
）
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六

安
全
保
障
政
策
を
め
ぐ
る
議
論

一
九
五
九
年
一
月
二
七
日
、
フ
ル
シ
チ
ョ
フ
（N

ik
ita
S
.K
h
ru
sh
ch
ev

）
ソ
連
首
相
は
第
二
一
回
共
産
党
大
会
で
、
挑
発
的
な
声

明
を
発
表
し
た
。
彼
は
「
Ｉ
Ｃ
Ｂ
Ｍ
（
大
陸
間
弾
道
弾
）
の
連
続
的
生
産
を
組
織
化
し
た
」
と
発
表
し
た
か
ら
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対

し
て
、
ダ
レ
ス
（A

llen
W
.
D
u
lles

）
中
央
情
報
局
（
Ｃ
Ｉ
Ａ
）
長
官
は
国
家
安
全
保
障
会
議
（
Ｎ
Ｓ
Ｃ
）
で
、
フ
ル
シ
チ
ョ
フ
声
明
が

ソ
連
の
Ｉ
Ｃ
Ｂ
Ｍ
戦
力
に
関
す
る
ア
メ
リ
カ
側
の
情
報
評
価
に
「
ぴ
っ
た
り
合
っ
て
い
る
」
と
言
明
し
た
。
彼
が
依
拠
す
る
前
年
一
二

月
の
国
家
情
報
評
価
（
Ｎ
Ｉ
Ｅ
）
に
よ
る
と
、
ソ
連
は
「
お
そ
ら
く
一
九
五
九
年
度
の
あ
る
時
点
に
お
い
て

、
一
〇
基
の
Ｉ
Ｃ
Ｂ
Ｍ

の
原
型
を
初
め
て
実
戦
配
備
す
る
能
力
を
獲
得
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
頃
上
院
外
交
委
員
会
に
出
席
し
た
ト
ワ
イ
ニ
ン
グ

（N
a
th
a
n
F
.
T
w
in
in
g

）
統
合
参
謀
本
部
議
長
も
同
じ
見
解
を
表
明
す
る
と
と
も
に
、
ソ
連
が
一
九
六
〇
年
度
、
あ
る
い
は
六
一
年
度

前
半
に
一
〇
〇
基
の
、
六
二
年
度
中
に
は
五
〇
〇
基
の
Ｉ
Ｃ
Ｂ
Ｍ
実
戦
配
備
能
力
の
「
可
能
性
」
を
指
摘
し
た
。
大
統
領
の
科
学
・
技

術
問
題
の
顧
問
の
キ
ス
チ
ア
コ
フ
ス
キ
ー
（G

eo
rg
e
B
.
K
istia

k
o
w
sk
y

）
に
至
っ
て
は
、

個
人
的
意
見
」
な
が
ら
、
ソ
連
が
「
現

在

、
実
戦
配
備
可
能
な
長
距
離
ミ
サ
イ
ル
戦
力
を
有
し
て
い
る
と
い
う
評
価
で
あ

2
っ
た
。

こ
れ
に
対
し
て
、
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
（D

w
ig
h
t
D
.
E
isen
h
o
w
er

）
大
統
領
は
依
然
と
し
て
、
ソ
連
の
ミ
サ
イ
ル
戦
力
の
水
準
に
懐

疑
的
で
あ
っ
た
。
彼
は
キ
ス
チ
ア
コ
ウ
ス
キ
ー
の
評
価
に
、

そ
の
可
能
性
」
を
認
め
な
が
ら
も
、
そ
の
よ
う
な
兵
器
の
「
数
と
正
確

さ
」
に
疑
問
が
あ
る
と
言
い
、
さ
ら
に
ソ
連
は
ミ
サ
イ
ル
兵
器
を
行
使
す
る
場
合
、
ア
メ
リ
カ
の
報
復
に
あ
う
こ
と
を
予
測
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
述
べ
た
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、

ソ
連
が
報
復
を
恐
れ
る
理
由
を
持
つ
こ
と
な
く
充
分
な
ミ
サ
イ
ル
を
有
す
る
ま
で
に
は
、

少
な
く
と
も
数
年
は
か
か
る
」
と
い
う
の
が
大
統
領
の
意
見
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
は
、

自
称
軍
事
専
門
家
」
の
言

動
を
と
り
あ
げ
、
彼
ら
を
ソ
連
の
奇
襲
攻
撃
を
恐
れ
る
余
り
、
戦
略
空
軍
を
常
に
空
中
で
待
機
さ
せ
る
こ
と
を
主
張
す
る
「
神
経
症
患

者
」
だ
と
形
容
し
、
ア
メ
リ
カ
が
「
合
理
的
に
充
分
な
国
防
計
画
」
に
立
脚
す
る
必
要
を
改
め
て
力
説
し
た
の
で

3
あ
る
。
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ア
メ
リ
カ
の
軍
事
力
に
対
す
る
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
政
権
の
自
信
は
、
不
変
で
あ
っ
た
。
ダ
レ
ス
（Jo

h
n
F
o
ster

D
u
lles

）
国
務
長
官

は
三
月
六
日
、
ハ
ー
タ
ー
（C

h
ristia

n
A
.
H
erter

）
国
務
次
官
に
対
し
、
ベ
ル
リ
ン
問
題
を
め
ぐ
り
、

も
し
わ
れ
わ
れ
が
そ
の
立
場

で
堅
固
で
あ
れ
ば
、
個
人
的
に
は
、
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
が
戦
争
の
水
準
ま
で
事
態
を
も
っ
て
い
く
可
能
性
は
千
に
一
も
な
い
と
確
信
し
て
い

る
」
と
述
べ
、
二
週
間
後
に
は
、
入
院
中
の
病
院
で
会
っ
た
マ
ク
ミ
ラ
ン
（H

a
ro
ld
M
a
cm
illa
n

）
英
首
相
に
、

わ
が
国
の
現
在
の

相
当
な
力
は
共
産
主
義
者
の
帝
国
主
義
的
侵
略
の
抑
止
と
み
な
さ
れ
て
い
る
」
と
言
明
し
た
。
マ
ッ
ケ
ル
ロ
イ
（N

eil
H
.
M
cE
lro
y

）

国
防
長
官
、
ト
ワ
イ
ニ
ン
グ
統
合
参
謀
本
部
議
長
も
ダ
レ
ス
に
続
い
た
。
マ
ッ
ケ
ル
ロ
イ
は
上
院
外
交
委
員
会
で
、
ア
メ
リ
カ
の
軍
事

力
が
モ
ス
ク
ワ
を
し
て
、

わ
が
国
に
対
す
る
攻
撃
が
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
の
国
土
に
受
容
し
が
た
い
損
害
を
与
え
る
結
果
に
な
る
こ
と
を
認

識
さ
せ
る
に
充
分
で
あ
る
」
と
証
言
し
、
核
戦
力
の
充
分
性
の
概
念
を
確
認
し
た
。
彼
は
さ
ら
に
、
ソ
連
の
ミ
サ
イ
ル
の
実
戦
配
備
に

は
当
初
見
通
し
よ
り
時
間
が
か
か
り
そ
う
な
こ
と
、
ア
メ
リ
カ
が
ミ
サ
イ
ル
開
発
に
「
急
速
な
進
展
」
を
示
し
て
い
る
こ
と
を
理
由

に
、

ミ
サ
イ
ル
・
ギ
ャ
ッ
プ
は
最
近
狭
ま
っ
た
」
と
主
張
し
た
の
で
あ
る
。
ト
ワ
イ
ニ
ン
グ
は
ソ
連
の
ミ
サ
イ
ル
攻
撃
を
恐
れ
る
人
々

の
主
張
を
す
べ
て
受
容
す
る
な
ら
、
国
防
費
だ
け
で
七
〇
〇
億
ド
ル
に
及
ぶ
と
警
告
し
、
ア
メ
リ
カ
の
空
軍
の
規
模
は
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
の

四
倍
で
あ
り
、
質
は
一
〇
倍
良
好
で
あ
る
と
保
障

4
し
た
。

し
か
も
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
政
権
は
ソ
連
の
核
戦
力
評
価
に
対
応
し
た
ミ
サ
イ
ル
戦
力
の
拡
充
を
着
実
に
進
め
て
い
た
。
翌
年
一
月
ま

で
に
、
Ｉ
Ｃ
Ｂ
Ｍ
の
二
七
〇
基
（
ア
ト
ラ
ス
型
一
三
〇
基
、
タ
イ
タ
ン
型
一
四
〇
基
）
へ
の
、
ポ
ラ
リ
ス
型
潜
水
艦
の
一
五
隻
（
Ｓ
Ｌ
Ｂ
Ｍ

一
八
〇
基
搭
載
可
能
）
へ
の
増
加
を
承
認
す
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
ソ
連
が
六
二
年
度
末
ま
で
に
お
そ
ら
く
獲
得
す
る
五
〇

〇
基
の
Ｉ
Ｃ
Ｂ
Ｍ
戦
力

そ
れ
は
ア
メ
リ
カ
側
が
最
悪
の
ケ
ー
ス
と
し
て
恐
れ
た
水
準
で
あ
っ
た

に
、
ほ
ぼ
匹
敵
す
る
は
ず
で

あ
っ
た
。
核
爆
弾
の
増
え
方
も
飛
躍
的
で
あ
っ
た
。
一
九
五
七
年
に
五
五
四
三
発
、
五
八
年
に
七
三
四
五
発
で
あ
っ
た
が
、
五
九
年
に

つ
い
に
一
万
発
を
突
破
し
て
一
万
二
二
九
八
発
に
、
六
〇
年
に
は
一
万
八
六
三
八
発
に
達
す
る
と
こ
ろ
で
あ

5
っ
た
。

だ
が
ミ
サ
イ
ル
・
ギ
ャ
ッ
プ
論
の
唱
道
者
の
ソ
連
の
核
戦
力
評
価
は
よ
り
劇
的
で
あ
っ
た
。
一
九
五
九
年
二
月
初
旬
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ソ連の脅威の新たな段階とアイゼンハワー政権の封じ込め政策（下）(佐々木卓也）
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ク
・
タ
イ
ム
ズ
は
、

国
防
問
題
に
精
通
し
た
多
数
の
専
門
家
」
の
話
と
し
て
、
ソ
連
の
Ｉ
Ｃ
Ｂ
Ｍ
が
一
九
六
〇
年
に
一
〇
〇
基
、
六
一

年
に
五
〇
〇
基
、
六
二
年
に
一
〇
〇
〇
基
、
六
三
年
に
一
五
〇
〇
基
、
六
四
年
に
は
二
〇
〇
〇
基
に
達
す
る
と
報
道
し
た
。
翌
年
に
迫

っ
た
民
主
党
大
統
領
候
補
争
い
を
射
程
に
置
く
サ
イ
ミ
ン
ト
ン
（W

.
S
tu
a
rt
S
y
m
in
g
to
n

）
上
院
議
員
は
三
月
、
政
府
が
「
事
実
に
よ

っ
て
正
当
化
で
き
な
い
自
己
満
足
」
に
国
民
を
陥
ら
せ
て
い
る
と
攻
撃
し
、

三
年
の
内
に

、
ソ
連
が
三
〇
〇
〇
基
の
Ｉ
Ｃ
Ｂ
Ｍ
を
獲

得
す
る
と
予
告
し
た
の
で
あ
る
。
サ
イ
ミ
ン
ト
ン
と
同
じ
上
院
軍
事
委
員
会
に
所
属
す
る
ジ
ャ
ク
ソ
ン
（H

en
ry
M
.
Ja
ck
so
n

）
民
主

党
上
院
議
員
も
、
四
月
半
ば
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ウ
ォ
ー
・
カ
レ
ッ
ジ
の
講
演
で
、
ア
メ
リ
カ
の
力
の
低
下
に
警
鐘
を
鳴
ら
し
、

現
在
わ

れ
わ
れ
は
冷
戦
を
失
い
つ
つ
あ
る
。
…
…
共
産
圏
の
力
に
対
す
る
わ
が
国
の
そ
れ
は
衰
退
し
て
い
る
。
わ
が
国
は
軍
事
力
、
経
済
力
、

科
学
力
、
政
治
的
影
響
、
心
理
的
影
響
の
分
野
で
次
か
ら
次
へ
と
後
退
し
て
い
る
」
と
分
析
し
た
。
そ
の
上
で
ジ
ャ
ク
ソ
ン
は
、

非

脆
弱
な
軍
事
的
抑
止
の
早
期
開
発

、

年
率
五
％
か
ら
六
％
の
経
済
力
の
拡
大

、

と
く
に
科
学
と
外
国
語
」
の
教
育
の
強
化
、
開
発

援
助
の
増
額
等
を
提
案
し
、
さ
ら
に
「
わ
れ
わ
れ
は
軍
備
計
画
を
拡
大
し
、
わ
れ
わ
れ
に
強
い
ら
れ
る
ど
ん
な
戦
争
に
も
勝
利
を
収
め

る
に
必
要
な
力
を
開
発
す
る
べ
き
で
あ
る
。
…
…
わ
れ
わ
れ
は
新
た
な
兵
器
体
系
の
競
争
の
上
で
、
決
定
的
な
リ
ー
ド
を
勝
ち
取
り
、

保
持
す
る
に
必
要
な
こ
と
を
何
で
も
や
る
べ
き
で
あ
る
。
そ
し
て
同
盟
国
と
協
同
し
て
、
限
定
的
侵
略
に
対
し
て
は
限
定
的
手
段
に
よ

っ
て
、
自
由
世
界
を
守
る
に
充
分
な
力
を
開
発
す
る
べ
き
で
あ
る
」
と
主
張
し
た
の
で

6
あ
る
。

や
は
り
ミ
サ
イ
ル
・
ギ
ャ
ッ
プ
論
の
急
先
鋒
の
ケ
ネ
デ
ィ
（Jo

h
n
F
.
K
en
n
ed
y

）
上
院
議
員
も
同
様
で
あ
っ
た
。
彼
は
一
月
の
上
院

外
交
委
員
会
に
お
い
て
、
ト
ワ
イ
ニ
ン
グ
統
合
参
謀
本
部
議
長
に
ミ
サ
イ
ル
・
ギ
ャ
ッ
プ
の
存
在
を
認
め
る
か
否
か
を
執
拗
に
迫
り
、

ア
メ
リ
カ
が
ソ
連
に
軍
事
的
劣
勢
に
た
っ
て
い
る
こ
と
を
強
調
し
た
。
彼
は
さ
ら
に
三
月
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
、
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
政

権
の
安
全
保
障
政
策
を
一
九
三
〇
年
代
の
イ
ギ
リ
ス
の
対
ド
イ
ツ
政
策
と
同
列
に
論
じ
、
政
府
が
財
政
赤
字
の
発
生
に
拘
泥
す
る
あ
ま

り
、
ア
メ
リ
カ
の
安
全
を
犠
牲
に
し
て
い
る
と
批
判
し
た
の
で
あ
る
。

私
は
軍
事
力
に
関
す
る
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
政
権
の
論
理
は
三

〇
年
代
の
イ
ギ
リ
ス
の
ス
タ
ン
リ
ー
・
ボ
ー
ル
ド
ウ
ィ
ン
（S

ta
n
ley
B
a
ld
w
in

）
﹇
首
相
﹈
の
予
測
、
す
な
わ
ち
敵
国
の
能
力
を
大
幅
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か
つ
恒
常
的
に
過
小
評
価
し
て
い
る
と
い
う
点
で
、
よ
く
似
て
い
る
と
思
う
。
ソ
連
が
正
確
な
大
陸
弾
道
弾
を
建
設
し
て
い
る
こ
と
に

疑
い
は
な
い
。
私
の

え
で
は
、
現
政
権
が
究
極
の
兵
器
の
分
野
で
わ
れ
わ
れ
を
ソ
連
の
劣
勢
に
立
た
せ
る
こ
と
で
わ
れ
わ
れ
に
直
面

さ
せ
る
危
険
よ
り
も
、
不

衡
予
算
の
危
険
の
方
が
は
る
か
に
小

7
さ
い
。」

民
主
党
諮
問
会
議
は
七
月
の
ペ
ー
パ
ー
で
、
政
府
の
「
ニ
ュ
ー
ル
ッ
ク
」
が
「
大
失
敗
」
で
あ
り
、

今
や
ほ
と
ん
ど
過
ぎ
去
っ
た

戦
略
核
の
優
位
に
対
す
る
依
存
の
増
大
」
で
あ
る
と
決
め
つ
け
た
。
そ
し
て
こ
の
ペ
ー
パ
ー
は
、

核
兵
器
が
す
べ
て
を
達
成
で
き
る

と
の
信
念
を
も
っ
て
、
倹
約
を
国
家
安
全
保
障
の
上
位
に
お
く
こ
と
は
、
も
は
や
可
能
で
は
な
い
」
と
宣
言
し
、

わ
が
国
が
失
い
つ

つ
あ
る
戦
略
的
核
戦
力
の
対
等
の
立
場
を
可
能
限
り
早
急
に
回
復
す
る
こ
と
」
を
う
た
っ
た
。
つ
ま
り
こ
の
ミ
サ
イ
ル
・
ギ
ャ
ッ
プ
を

「
埋
め
る
緊
急
の
努
力
」
が
最
優
先
課
題
で
あ
り
、
あ
わ
せ
て
政
府
の
「
無
視
と
無
知
に
よ
り
最
も
過
酷
な
取
り
扱
い
」
を
受
け
て
き

た
陸
上
兵
力
の
二
二
万
五
〇
〇
〇
名
増
が
必
須
で
あ
っ
た
。
こ
の
た
め
に
今
後
四
、
五
年
間
に
年
額
約
七
五
億
ド
ル
の
国
防
費
増
を
要

す
る
が
、
こ
の
ペ
ー
パ
ー
に
よ
る
と
、
ア
メ
リ
カ
の
経
済
は
年
率
五
％
の
成
長
が
可
能
で
あ
り
、
こ
の
成
長
分
だ
け
で
七
五
億
ド
ル
程

度
の
支
出
は
充
分
容
易
で
あ

8
っ
た
。

世
論
は
民
主
党
の
政
府
批
判
を
共
有
し
て
い
る
よ
う
で
あ
っ
た
。
一
九
五
九
年
二
月
の
ギ
ャ
ッ
プ
調
査
に
よ
る
と
、
軍
事
力
で
ソ
連

が
ア
メ
リ
カ
に
先
行
し
て
い
る
と
答
え
た
者
が
三
四
％
、
ア
メ
リ
カ
と
答
え
た
者
が
二
四
％
、
同
等
と
答
え
た
者
が
二
五
％
で
あ
っ

た
。
一
二
月
の
調
査
に
よ
る
と
、
長
距
離
ミ
サ
イ
ル
の
開
発
で
ど
ち
ら
が
先
行
し
て
い
る
か
と
の
問
い
に
、
ソ
連
と
答
え
た
者
が
四
七

％
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
ア
メ
リ
カ
と
答
え
た
者
は
三
三
％
に
過
ぎ
な
か
っ
た
の
で

9
あ
る
。

し
か
も
問
題
は
核
ミ
サ
イ
ル
だ
け
で
な
か
っ
た
。
民
主
党
の
批
判
の
対
象
は
、
ジ
ャ
ク
ソ
ン
演
説
が
と
く
に
示
す
よ
う
に
、
大
量
報

復
戦
略
そ
の
も
の
に
及
ん
で
い
た
か
ら
で
あ
っ
た
。
す
で
に
こ
の
問
題
は
キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー
（H

en
ry
A
.
K
issin

g
er

、
オ
ズ
グ
ッ
ド

（R
o
b
ert
O
sg
o
o
d

）
ら
国
際
政
治
学
者
、
あ
る
い
は
ゲ
イ
サ
ー
報
告
書
（
一
九
五
七
年
一
一
月
）
が
提
起
し
、
政
権
内
で
も
前
年
に
激
し

い
議
論
を
呼
ん
で
い
た
。
ダ
レ
ス
国
務
長
官
が
こ
の
年
一
月
二
二
日
の
Ｎ
Ｓ
Ｃ
の
会
合
で
、
再
び
口
火
を
切
っ
た
。
彼
は
Ｎ
Ｓ
Ｃ
五
四
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一
〇
／
一
「
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
圏
と
の
全
面
戦
争
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
の
目
標
」
の
「
暗
黙
の
前
提
」
は
ア
メ
リ
カ
が
限
定
戦
争
を

慮
に

入
れ
る
必
要
は
な
い
と
い
う
も
の
だ
と
不
満
を
述
べ
、
こ
の
前
提
は
「
再
検
討
を
要
す
る
」
と
言
明
し
た
の
で
あ
る
。
ハ
ー
タ
ー
国
務

次
官
も
同
感
で
あ
っ
た
。
彼
は
米
ソ
が
関
わ
る
軍
事
紛
争
が
「
自
動
的
に
全
面
戦
争
」
に
陥
る
こ
と
を
懸
念
し
、
核
兵
器
の
先
制
使
用

を
恐
れ
る
同
盟
国
に
「
心
理
的
問
題
」
を
つ
く
っ
て
い
る
と
憂
慮
し
た
。
ハ
ー
タ
ー
の
「
恐
れ
」
は
「
小
規
模
な
作
戦
を
実
施
す
る
に

あ
た
っ
て
も
、
わ
が
国
が
そ
の
よ
う
な
戦
争
で
使
用
可
能
な
他
の
兵
器
が
な
い
が
故
に
、
核
兵
器
を
使
用
す
る
以
外
に
選
択
が
な
い
と

い
う
こ
と
」
で
あ
り
、
彼
は
「
あ
る
状
況
の
も
と
で
、
核
兵
器
の
使
用
に
代
わ
る
手
段
が
あ
る
べ
き
だ
」
と
提
案
し
た
の
で
あ
る
。

グ
レ
イ
（G

o
rd
o
n
G
ra
y

）
国
家
安
全
保
障
問
題
担
当
大
統
領
特
別
補
佐
官
に
よ
る
と
、
国
務
省
が
言
わ
ん
と
す
る
こ
と
は
、

核
兵

器
を
使
用
す
る
こ
と
な
し
に
限
定
的
作
戦
に
従
事
す
る
た
め
に
、
現
在
有
し
て
い
な
い
能
力
を
開
発
す
る
べ
き
で
あ
る
」
と
い
う
こ
と

で
あ
り
、

現
在
よ
り
大
き
な
通
常
兵
力
を
持
つ
か
否
か
」
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
主
張
の
背
後
に
は
、
大
量
報
復
戦
略

の
見
直
し
を
求
め
て
き
た
ス
ミ
ス
（G
era
rd
C
.
S
m
ith

）
国
務
省
政
策
企
画
担
当
次
官
補
の
働
き
か
け
が
あ

10
っ
た
。

ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
大
統
領
は
す
ぐ
に
反
論
に
で
た
。
彼
は
、

わ
が
国
が
相
当
数
の
米
軍
を
動
員
す
る
所
で
あ
る
な
ら
ば
ど
こ
で
も
、

利
用
可
能
な
核
兵
器
を
用
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
大
量
報
復
戦
略
の
基
本
を
繰
り
返
し
、
し
た
が
っ
て
、
問
題
は
「
ど
の
よ
う

な
状
況
で
核
兵
器
を
行
使
す
る
の
か
」
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
大
統
領
は
「
あ
ま
り
に
多
く
の
可
能
性
に
該
当
す
る
概
念
を

見
つ
け
よ
う
と
す
る
」
試
み
を
危
惧
し
、
職
業
軍
人
出
身
ら
し
く
、
事
前
に
起
こ
り
得
る
あ
ら
ゆ
る
ケ
ー
ス
を
想
定
す
る
愚
を
説
い

た
。
し
か
も
彼
は
、
ア
メ
リ
カ
の
現
在
の
一
個
師
団
は
第
二
次
大
戦
中
の
一
個
師
団
よ
り
も
大
き
な
軍
事
力
を
も
っ
て
い
る
と
指
摘

し
、
現
行
の
通
常
兵
力
で
充
分
で
あ
る
と
説
明
し
た
。
バ
ー
ク
（A

rleig
h
A
.
B
u
rk
e

）
海
軍
作
戦
部
長
が
「
世
界
中
で
多
く
の
小
規

模
戦
争
に
将
来
直
面
す
る
か
も
し
れ
な
い
」
と
警
告
し
た
時
、
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
は
そ
う
は
思
わ
な
い
と
否
定
し
、

真
の
危
険
」
は

自
由
世
界
に
対
す
る
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
の
「
政
治
的
・
経
済
的
侵
略
に
由
来
す
る
」
と
反
駁
し
た
の
で
あ
る
。

マ
ッ
ケ
ル
ロ
イ
国
防
長
官
も
大
統
領
に
歩
調
を
揃
え
た
。
マ
ッ
ケ
ル
ロ
イ
は
財
政
的
な
意
味
合
い
を
指
摘
し
、

わ
が
国
の
通
常
兵
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力
の
建
設
の
財
源
を
追
加
支
出
す
る
た
め
に
戦
略
的
攻
撃
力
を
削
減
す
る
よ
う
な
政
策
の
賢
明
さ
」
に
疑
義
を
呈
し
た
。
そ
し
て
彼
は

統
合
参
謀
本
部
で
の
「
完
全
な
一
致
」
と
し
て
「
全
面
戦
争
に
対
す
る
わ
が
国
の
核
の
抑
止
を
維
持
す
る
死
活
的
な
必
要
性
」
を
強
調

し
た
の
で

11
あ
る
。

結
局
、
大
統
領
は
七
月
九
日
の
Ｎ
Ｓ
Ｃ
の
会
合
で
、

過
去
六
年
間
わ
れ
わ
れ
が
追
求
し
て
き
た
基
本
的
な
軍
事
政
策
・
計
画
を
変
え

る
つ
も
り
は
な
い
」
と
語
り
、
安
全
保
障
政
策
の
見
直
し
を
拒
否
し
た
。
彼
は
確
か
に
国
務
省
に
歩
み
寄
り
、
八
月
五
日
の
Ｎ
Ｓ
Ｃ
五

九
〇
六
／
一
「
基
本
的
な
国
家
安
全
保
障
政
策
」
に
お
い
て
、
Ｎ
Ｓ
Ｃ
五
七
〇
七
／
八
と
五
八
一
〇
／
一
の
「
核
兵
器
に
唯
一
で
は
な

い
せ
よ
、
主
た
る
依
存
を
す
る
こ
と
、
核
兵
器
を
兵
器
廠
の
他
の
兵
器
に
統
合
す
る
こ
と
、
核
兵
器
を
軍
事
的
観
点
か
ら
は
通
常
兵
器

と
み
な
す
こ
と
、
国
家
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
必
要
な
時
に
は
核
兵
器
を
使
用
す
る
こ
と
が
ア
メ
リ
カ
の
政
策
で
あ
る
」
に
次
の
一

文

「
軍
事
計
画
は
、
核
兵
器
の
使
用
が
明
ら
か
に
、
国
家
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
軍
事
的
に
必
要
で
も
適
切
で
も
な
い
地
域
、

と
く
に
主
要
な
共
産
主
義
国
家
が
関
係
し
な
い
地
域
で
の
全
面
戦
争
に
至
ら
な
い
状
況
を

慮
す
る
べ
き
で
あ
る
」

を
加
え
る
こ

と
に
は
同
意
し
た
。
し
か
し
同
時
に
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
は
注
で
、
こ
の
文
章
が
「
政
策
の
変
更
と
解
釈
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
く
、
む
し

ろ
既
存
の
政
策
の
明
確
化
」
で
あ
る
と
大
統
領
は
「
理
解
し
て
い
る
」
と
明
記
さ
せ
る
こ
と
で
、
従
来
の
戦
略
と
の
継
続
性
を
強
調
し

た
の
で

12
あ
る
。

大
統
領
の
言
葉
が
示
す
よ
う
に
、
兵
力
数
の
減
少
は
続
い
て
い
た
。
マ
ッ
ケ
ル
ロ
イ
国
防
長
官
の
五
九
年
一
一
月
の
報
告
に
よ
る

と
、
前
年
比
で
陸
軍
兵
力
八
七
万
名
と
海
兵
隊
一
七
万
五
〇
〇
〇
名
は
そ
の
ま
ま
で
あ
る
が
、
海
軍
兵
力
は
六
三
万
名
よ
り
六
一
万
九

〇
〇
〇
名
へ
、
空
軍
兵
力
は
八
四
万
五
〇
〇
〇
名
か
ら
八
二
万
五
〇
〇
〇
名
へ
減
少
し
、
総
計
で
三
万
一
〇
〇
〇
名
減
っ
て

13
い
た
。

ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
大
統
領
も
ダ
レ
ス
国
務
長
官
も
冷
戦
は
長
期
的
な
闘
争
で
あ
る
が
故
に
、
ア
メ
リ
カ
が
そ
の
リ
ベ
ラ
ル
な
政
治
・

経
済
体
制
を
堅
持
し
な
が
ら
、
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
体
制
の
変
質
を
促
す
適
切
な
対
抗
措
置
を
と
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
信
じ
て
い
た
。
そ

の
際
に
何
よ
り
も
警
戒
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、
長
期
に
わ
た
る
過
大
な
軍
事
費
の
負
担
で
あ
っ
た
。
大
統
領
は
三
月
一
〇
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日
、
議
会
指
導
者
に
対
し
、
フ
ル
シ
チ
ョ
フ
が
前
年
一
一
月
に
提
案
し
た
半
年
以
内
の
ベ
ル
リ
ン
問
題
解
決

西
ベ
ル
リ
ン
か
ら
の

西
側
軍
の
撤
退
の
要
求
と
ソ
連
が
東
ド
イ
ツ
政
府
と
平
和
条
約
を
結
ぶ
用
意
の
表
明

に
関
連
す
る
形
で
、

も
し
ソ
連
が
強
引
に

要
求
す
る
た
び
に
、
わ
れ
わ
れ
が
三
〇
億
ド
ル
を
予
算
に
加
え
て
い
け
ば
、
や
が
て
軍
事
国
家
へ
と
つ
な
が
る
で
あ
ろ
う
」
と
警
告
し

た
。
二
ヶ
月
後
に
は
キ
ス
チ
ア
コ
ウ
ス
キ
ー
ら
科
学
・
技
術
顧
問
に
、
彼
が
奉
じ
る
「
基
本
的
真
実
」
を
紹
介
し
、
過
大
な
国
防
予
算

が
ア
メ
リ
カ
の
体
制
に
与
え
る
否
定
的
影
響
に
懸
念
を
表
明
し
た
。

私
は
、
現
在
わ
が
国
が
拠
出
し
て
い
る
重
い
軍
備
負
担
を
維
持

し
続
け
こ
と
が
で
き
る
と
は

え
て
い
な
い
。
不
可
避
的
に
、
わ
が
国
は
社
会
の
統
制
に
向
か
う
か
、
あ
る
い
は
少
な
く
と
も
官
僚
の

支
配
に
向
か
わ
ざ
る
を
得

14
な
い
。」

し
た
が
っ
て
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
は
ソ
連
の
挑
戦
や
挑
発
に
も
冷
静
で
あ
っ
た
。
彼
は
三
月
の
会
合
で
、

わ
れ
わ
れ
は
今
後
四
〇
年

間
ベ
ル
リ
ン
の
よ
う
な
問
題
に
耐
え
る
用
意
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
説
き
、
ソ
連
の
行
動
に
対
す
る
「
過
剰
な
反
応
を
避
け
る
必

要
を
強
調
」
し
た
。

過
剰
に
反
応
す
る
こ
と
で
、
わ
れ
わ
れ
は
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
に
攻
撃
材
料
を
与
え
て
い
る
。
…
…
フ
ル
シ
チ
ョ
フ
は

ア
メ
リ
カ
を
狼
狽
さ
せ
た
い
だ
け
な
の
だ
…
…
。
こ
の
﹇
ベ
ル
リ
ン
﹈
問
題
を
六
ヶ
月
で
は
な
く
、
四
〇
年
の
単
位
で
対
処
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
…
…
。
こ
の
間
に
、
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
は
し
き
り
に
、
わ
れ
わ
れ
の
平
静
を
失
わ
せ
よ
う
と
す
る
で
あ
ろ
う
。」
上
院
の
実
力

者
ラ
ッ
セ
ル
（R

ich
a
rd
B
.
R
u
ssell

）
上
院
軍
事
委
員
長
（
民
主
党
）
が
ア
メ
リ
カ
に
さ
ら
な
る
軍
事
力
は
必
要
な
の
か
質
問
し
た
時

に
も
、
大
統
領
は

何
も
必
要
で
は
な
い
」
と
回
答
し
、

実
際
に
全
面
戦
争
に
行
く
決
定
は
な
い
で
あ
ろ
う
と
の
確
信
」
を
表
明
し

た
の
で

15
あ
る
。

ダ
レ
ス
国
務
長
官
も
同
様
で
あ
っ
た
。
彼
は
一
月
五
日
の
議
会
指
導
者
と
の
会
合
で
次
の
よ
う
な
展
望
を
明
ら
か
に
し
た
。

も
し

わ
れ
わ
れ
が
時
間
を
正
し
く
使
う
の
で
あ
れ
ば
、
時
間
は
わ
れ
わ
れ
に
有
利
に
働
く
で
あ
ろ
う
。
共
産
圏
の
自
信
の
主
な
理
由
で
あ
る

経
済
的
な
要
因
は
永
続
的
で
あ
り
得
な
い
（
傍
点
部
分
は
オ
リ
ジ
ナ
ル
下
線

。
…
…
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
は
こ
れ
ま
で
、
従
順
な
人
民
を
利
用

す
る
こ
と
が
で
き
た
が
、
そ
の
経
済
体
制
は
、
あ
る
程
度
の
教
育
が
人
民
に
と
っ
て
そ
れ
を
支
え
る
た
め
に
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
を
意
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味
し
て
い
る
。
こ
の
教
育
が
従
順
な
態
度
を
減
少
さ
せ
る
で
あ
ろ
う
。
…
…
わ
が
国
の
模
範
が
全
世
界
に
影
響
を
与
え
る
間
、
私
は
わ

が
国
の
政
策
は
事
態
を
掌
握
す
る
で
あ
ろ
う
と
信
じ
て
い
る
。
最
終
的
に
、
現
在
の
異
常
な
状
況
は
変
わ
る
と
思
う
。」
さ
ら
に
ダ
レ

ス
は
一
月
二
七
日
の
記
者
会
見
で
、
ソ
連
内
で
は
「
独
裁
制
、
専
制
か
ら
離
れ
る
進
化
」
が
あ
り
、

政
治
的
決
定
の
た
め
の
よ
り
広

い
基
盤
、
個
々
人
の
行
動
、
思
想
と
い
う
点
で
個
人
の
よ
り
大
き
な
安
全
、
選
択
の
よ
り
大
き
な
自
由
の
広
範
な
基
盤
が
発
展
し
て
い

る
。
共
産
主
義
は
異
な
る
種
類
の
社
会
へ
進
化
す
る
で
あ
ろ
う
」
と
観
察
し
、
封
じ
込
め
の
成
果
を
強
調
し
た
の
で
あ
る
。
大
統
領

も
、
三
月
八
日
の
会
合
で
、
ダ
レ
ス
の
展
望
を
復
唱
し
、
封
じ
込
め
の
前
提
を
確
認
し
た
。

わ
が
国
の
長
期
的
な
政
策
と
は
、
ソ
ヴ

ィ
エ
ト
が
国
民
を
教
育
す
る
ま
で
、
現
在
の
立
場
を
維
持
す
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
う
す
る
こ
と
で
、
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
は
敵
意
に
満
ち
た
勢

力
と
し
て
の
共
産
主
義
の
破
壊
の
種
子
を
蒔
く
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
長
い
時
間
の
か
か
る
こ
と
で

16
あ
る
。」

ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
政
権
は
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
体
制
の
変
容
を
促
す
た
め
に
、
封
じ
込
め
の
新
た
な
手
段
を
行
使
す
る
準
備
が
あ
っ
た
。
Ｎ

Ｓ
Ｃ
五
六
〇
七
（
一
九
五
六
年
六
月
）
に
も
と
づ
く
人
的
・
文
化
的
交
流
の
推
進
で
あ
っ
た
。
そ
の
有
力
な
手
段
と
し
て
、
モ
ス
ク
ワ
に

お
け
る
ア
メ
リ
カ
博
覧
会
の
実
施
が
あ
っ
た
。

七

モ
ス
ク
ワ
の
ア
メ
リ
カ
博
覧
会
と
封
じ
込
め
、
一
九
五
九
年
夏

ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
政
権
は
早
く
か
ら
モ
ス
ク
ワ
に
お
け
る
博
覧
会
の
開
催
に
意
欲
的
で
あ
っ
た
。
一
九
五
五
年
夏
以
降
、
ソ
連
当
局

と
の
間
で
話
し
合
い
を
始
め
、
五
六
年
秋
に
は
、
翌
年
夏
の
博
覧
会
実
施
に
つ
い
て
話
し
合
い
が
ほ
ぼ
ま
と
ま
り
、
ダ
レ
ス
国
務
長
官

は
会
場
の
視
察
の
た
め
に
、
一
〇
月
に
代
表
団
を
送
っ
た
ほ
ど
で
あ
っ
た
。
国
務
省
切
っ
て
の
ソ
連
専
門
家
で
あ
る
ボ
ー
レ
ン

（C
h
a
rles
E
.
B
o
h
len

）
駐
ソ
大
使
も
乗
り
気
で
あ
っ
た
。
し
か
し
こ
の
直
後
の
ソ
連
軍
の
ハ
ン
ガ
リ
ー
介
入
に
よ
り
、
ア
メ
リ
カ
政
府

は
暫
時
対
ソ
交
流
を
中
止
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
政
権
は
五
七
年
春
に
交
流
を
再
開
し
た
が
、
博
覧
会
の
協

議
は
不
調
に
終
わ
っ
て

17
い
た
。
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ア
メ
リ
カ
政
府
に
と
っ
て
、
博
覧
会
の
開
催
は
冷
戦
の
闘
い
の
一
環
で
あ
っ
た
。
一
九
五
七
年
五
月
、
国
家
安
全
保
障
会
議
で
関
係

機
関
の
調
整
に
あ
た
る
活
動
調
整
部
（O

p
era
tio
n
s
C
o
o
rd
in
a
tin
g
B
o
a
rd

｜
Ｏ
Ｃ
Ｂ
）
は
、
ア
メ
リ
カ
博
が
「
Ｎ
Ｓ
Ｃ
五
六
〇
七
が
策

定
し
た
国
家
政
策
に
か
な
う
有
益
な
、
そ
し
て
こ
れ
ま
で
の
と
こ
ろ
ユ
ニ
ー
ク
な
機
会
」
を
提
供
す
る
で
あ
ろ
う
と
述
べ
、
次
の
よ
う

な
影
響
を
期
待
し
た
。

博
覧
会
は
ア
メ
リ
カ
の
生
活
の
現
実
に
関
す
る
目
に
見
え
る
証
拠
に
よ
り
、
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
の
多
数
の
人
々
に

直
接
達
す
る
媒
体
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
よ
く

え
ら
れ
た
品
物
と
広
報
資
料
の
展
示
は
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
国
民
に
対
し
、
新
し
い
、
そ
し
て

望
む
べ
く
は
、
示
唆
に
富
む
事
実
を
提
供
し
、
対
外
世
界
全
般
の
、
と
く
に
ア
メ
リ
カ
の
情
報
に
関
す
る
共
産
主
義
国
の
誤
伝
、
歪

曲
、
そ
し
て
組
織
的
隠
蔽
と
闘
う
機
会
を
与
え
て
く
れ
よ
う
。」
翌
月
に
は
、
東
西
交
流
担
当
の
レ
イ
シ
ー
（W

illia
m
S
.B
.
L
a
cy

）

大
使
が
議
会
で
、
モ
ス
ク
ワ
で
の
ア
メ
リ
カ
博
は
「
黄
金
の
機
会
」
で
あ
り
、
ソ
連
の
労
働
者
と
エ
リ
ー
ト
に
対
す
る
「
大
い
な
る
魅

力
」
と
な
る
と
証
言
し
、
こ
の
Ｏ
Ｃ
Ｂ
文
書
と
同
趣
旨
を
語
っ
た
の
で

18
あ
る
。

す
で
に
ア
メ
リ
カ
政
府
は
、
一
九
五
八
年
春
か
ら
秋
に
開
催
さ
れ
た
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
万
国
博
覧
会
に
は
、
内
外
の
憂
慮

ソ
連
に

よ
る
人
工
衛
星
の
打
ち
上
げ
成
功
、
ア
メ
リ
カ
国
内
で
の
人
種
差
別
的
事
件

を
背
景
に
、
ア
メ
リ
カ
の
威
信
を
賭
け
、
ソ
連
に
対

抗
す
る
と
い
う
冷
戦
的
発
想
に
基
づ
い
て
参
加
を
果
た
し
た
。
こ
の
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
万
博
は
単
な
る
博
覧
会
で
は
な
か
っ
た
。
ブ
リ
ュ

ッ
セ
ル
万
博
は
一
九
二
八
年
の
パ
リ
国
際
博
覧
会
協
約
に
よ
る
催
し
で
あ
り
、
そ
の
始
ま
り
は
水
晶
宮
で
有
名
な
ロ
ン
ド
ン
万
博
（
一

八
五
一
年
）
に
た
ど
る
こ
と
が
で
き
た
。
パ
リ
協
約
に
基
づ
く
博
覧
会
は
一
九
三
八
年
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
開
催
さ
れ
て
以
来
、
二
〇

年
ぶ
り
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
ア
メ
リ
カ
の
事
務
局
長
カ
ル
マ
ン
（H

o
w
a
rd
C
u
llm
a
n

）
は
「
適
度
な
予
算
に
よ
り
、
わ
れ
わ
れ
は
ア

メ
リ
カ
の
た
め
に
、
文
化
的
、
知
的
、
精
神
的
に
ス
プ
ー
ト
ニ
ク
を
お
こ
な
う
こ
と
が
で
き
る
」
と
説
き
、

リ
ト
ル
・
ロ
ッ
ク
〔
黒
人

学
生
の
公
立
高
校
へ
の
入
学
を
白
人
住
民
が
実
力
で
阻
止
し
た
こ
と
に
端
を
発
し
た
事
件
〕、
ス
プ
ー
ト
ニ
ク
と
い
っ
た
国
際
状
況
の

も
と
、
ア
メ
リ
カ
政
府
が
約
四
〇
〇
〇
万
人
の
参
加
者
を
引
き
寄
せ
る
重
要
な
博
覧
会
に
、
最
高
水
準
で
そ
の
約
束
を
果
た
さ
な
い
こ

と
は
、
悲
劇
的
で
あ
る
」
と
語
っ
た
の
で

19
あ
る
。
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ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
も
そ
の
意
義
を
良
く
認
識
し
て
い
た
。
彼
は
一
九
五
七
年
一
一
月
、
ダ
レ
ス
国
務
長
官
に
、

も
し
再
び
ソ
連
が

わ
が
国
よ
り
も
、
今
度
は
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
で
光
彩
を
放
つ
こ
と
が
あ
れ
ば
、
非
難
を
さ
れ
る
べ
き
は
我
々
で
あ
る
」
と
書
き
、
国
家
的

威
信
を
も
と
に
出
展
す
る
こ
と
を
約
束
し
た
。
大
統
領
は
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
博
の
た
め
の
諮
問
委
員
会
を
設
置
し
、
委
員
に
は
芸
術
、
建

築
、
工
業
デ
ザ
イ
ン
、
工
芸
、
科
学
、
音
楽
、
舞
台
、
映
画
な
ど
の
分
野
か
ら
専
門
家
を
起
用
し
た
。
さ
ら
に
デ
ィ
ズ
ニ
ー
（W

a
lt

D
isn
ey

、
ジ
ャ
ク
ソ
ン
（C

.D
.
Ja
ck
so
n

、
ク
ッ
ク
（A

lista
ir
C
o
o
k
e

、
リ
ッ
プ
マ
ン
（W

a
lter
L
ip
p
m
a
n
n

、
ニ
ー
バ
ー
（R

ein
-

h
o
ld
N
ieb
u
h
r

、
ロ
ス
ト
ウ
（W

a
lt
W
.
R
o
sto
w

、
シ
ュ
レ
ジ
ン
ジ
ャ
ー
（A

rth
u
r
S
ch
lesin

g
er

、
リ
ー
ス
マ
ン
（D

a
v
id
R
ies-

m
a
n

）
な
ど
有
識
者
が
顧
問
と
し
て
協
力
し
た
。
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
大
統
領
は
フ
ー
ヴ
ァ
ー
（H

erb
ert
C
.
H
o
o
v
er

）
元
大
統
領

第
一
次
大
戦
中
の
ド
イ
ツ
占
領
下
の
ベ
ル
ギ
ー
に
対
す
る
食
料
援
助
で
知
ら
れ
て
い
た

を
代
表
と
し
て
、
七
月
初
旬
の
ア
メ
リ
カ

の
「
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
デ
ィ
ズ
」
の
た
め
に
派
遣
し
た
。
ア
メ
リ
カ
の
パ
ビ
リ
オ
ン
で
人
気
を
得
た
展
示
は
Ｉ
Ｃ
Ｂ
Ｍ
の
Ｒ
Ａ
Ｍ
Ａ
Ｃ
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
、
カ
ラ
ー
テ
レ
ビ
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
、

家
族
」
写
真
展
、
サ
ー
カ
ラ
マ
（
デ
ィ
ズ
ニ
ー
製
作
の
三
六
〇
度
の
カ

ラ
ー
映
像

、
投
票
機
械
等
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
サ
ラ
・
ボ
ー
ン
（S

a
ra
h
V
a
u
g
h
a
n

、
ハ
リ
ー
・
ベ
ラ
フ
ォ
ン
テ
（H

a
rry
B
ela
fo
n
te

）

ら
歌
手
の
出
演
、
メ
ニ
ュ
ー
イ
ン
（Y

eh
u
d
i
M
en
u
h
in

、
フ
ラ
イ
シ
ャ
ー
（L

eo
n
F
leish

er

）
ら
の
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
家
の
公
演
、

ク
ラ
イ
バ
ー
ン
（V

a
n
C
lib
u
rn

、
ス
タ
ー
ン
（Isa

a
c
S
tern

）
と
オ
ル
マ
ン
デ
ィ
（E

u
g
en
e
O
rm
a
n
d
y

）
指
揮
の
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ

ア
・
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
と
の
共
演
、
ア
メ
リ
カ
ン
・
バ
レ
ー
・
シ
ア
タ
ー
の
公
演
が
あ
っ
た
。
カ
ル
マ
ン
事
務
局
長
の
見
積
も
り
で
は
、

こ
れ
ら
一
連
の
公
演
は
約
二
二
万
名
の
観
客
を
動
員
し
た
。
ま
た
重
要
な
こ
と
に
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
言
語
に
通
じ
た
一
九
一
名
の
ア
メ

リ
カ
の
若
者
が
パ
ビ
リ
オ
ン
・
ガ
イ
ド
と
し
て
参
加
し
、
現
地
で
人
気
を
博

20
し
た
。

こ
れ
に
対
し
て
ソ
連
政
府
も
、
ア
メ
リ
カ
政
府
に
よ
る
と
、

財
源
と
人
材
を
惜
し
む
こ
と
な
く

、
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
博
に
参
加
し
、

ア
メ
リ
カ
の
パ
ビ
リ
オ
ン
と
人
気
を
分
か
ち
合
っ
た
。
冷
戦
の
変
容
に
と
も
な
い
、
博
覧
会
が
米
ソ
の
闘
争
の
新
た
な
場
と
化
し
た
感

が
あ

21
っ
た
。
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し
た
が
っ
て
、
一
九
五
八
年
九
月
に
米
ソ
両
国
が
翌
年
夏
に
モ
ス
ク
ワ
と
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
そ
れ
ぞ
れ
の
博
覧
会
を
開
催
す
る
こ
と

で
合
意
に
達
し
た
と
の
ニ
ュ
ー
ス
は
、
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
政
権
の
最
も
歓
迎
す
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。
ア
メ
リ
カ
が
こ
の
種
の
催
し
を

ソ
連
国
内
で
お
こ
な
う
の
は
一
九
一
七
年
の
ボ
リ
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
革
命
以
来
初
め
て
の
こ
と
で
、
ま
さ
に
画
期
的
な
こ
と
で
あ
っ
た
。
モ

ス
ク
ワ
で
の
ア
メ
リ
カ
国
家
博
覧
会
は
一
九
五
九
年
七
月
二
四
日
よ
り
九
月
四
日
ま
で
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
の
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
国
家
博
覧

会
は
六
月
二
九
日
よ
り
八
月
一
〇
日
ま
で
開
催
さ
れ
る
こ
と
に
な

22
っ
た
。

合
衆
国
広
報
庁
の
ス
タ
ッ
フ
で
あ
る
リ
ー
ド
（B

a
rrett

R
eed

）
は
、
ア
メ
リ
カ
博
覧
会
を
「
そ
の
対
象
と
す
る
人
々
は
ソ
連
の
最

も
政
治
的
に
敏
感
で
、
潜
在
的
に
は
最
も
影
響
力
あ
る
市
民
で
あ
り
、
彼
ら
に
到
達
す
る
た
め
に
今
だ
か
つ
て
獲
得
し
た
最
も
素
晴
ら

し
い
機
会
」
で
あ
る
と
位
置
づ
け
、

ソ
ヴ
ィ
エ
ト
の
侵
略
的
性
格
を
減
少
さ
せ
る
進
化
的
展
開
を
刺
激
す
る
」
と
い
う
ア
メ
リ
カ
の

対
ソ
政
策
目
標
に
向
け
て
、
こ
の
博
覧
会
の
機
会
を
「
充
分
に
利
用
す
る
」
よ
う
に
提
案
し
た
。
彼
の
理
解
で
は
、
ア
メ
リ
カ
が
こ
の

目
標
を
達
成
す
る
に
あ
た
り
、

ソ
ヴ
ィ
エ
ト
社
会
の
な
か
で
、
と
く
に
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
的
な
生
活
に
不
満
を
も
ち
、
よ
り
大
き
な
行
動

の
自
由
、
福
利
と
安
全
を
求
め
る
欲
求
に
根
ざ
す
知
識
人
の
動
揺
を
促
進
す
る
こ
と
が
最
も
効
果
的
」
な
の
で
あ

23
っ
た
。

し
た
が
っ
て
、
や
は
り
合
衆
国
広
報
庁
の
シ
ヴ
ァ
ー
ド
（R

o
b
ert
S
iv
a
rd

）
に
よ
る
と
、
ア
メ
リ
カ
の
技
術
と
科
学
が
消
費
者
に
ど

の
よ
う
に
貢
献
し
て
い
る
の
か
を
展
示
す
る
こ
と
が
大
事
で
あ
っ
た
。
な
ぜ
な
ら
、
ソ
連
国
民
に
よ
り
良
い
消
費
物
資
と
生
活
水
準
へ

の
欲
求
を
刺
激
し
、
政
府
に
「
さ
ら
な
る
圧
力
」
を
か
け
る
こ
と
が
、

侵
略
的
な
能
力
を
犠
牲
に
、
経
済
計
画
の
修
正
を
も
た
ら
す

最
も
効
果
的
な
方
法
」
と

え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
っ
た
。
合
衆
国
広
報
庁
が
ア
メ
リ
カ
博
の
た
め
に
作
成
し
た
「
基
本
政
策
方
針
」
も

二
人
の
意
見
に
立
脚
す
る
内
容
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
こ
の
報
告
は
、
博
覧
会
の
目
的
が
ア
メ
リ
カ
に
対
す
る
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
国
民
の
理
解

を
増
進
す
る
こ
と
で
あ
り
、
ア
メ
リ
カ
人
の
生
活
様
式
、
消
費
物
資
、
も
の
の

え
方
に
力
点
を
置
く
こ
と
で
、

長
期
的
に
は
、
よ

り
大
き
な
自
由
に
進
む
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
体
制
の
新
た
な
方
向
性
へ
の
圧
力
」
を
形
成
す
る
展
開
を
期
待
し
た
か
ら
で
あ

24
っ
た
。

ボ
ー
レ
ン
の
後
任
の
ト
ン
プ
ソ
ン
（L

lew
elly
n
E
.
T
h
o
m
p
so
n

）
駐
ソ
大
使
も
同
じ

え
で
あ
っ
た
。
ト
ン
プ
ソ
ン
は
、

も
し
わ
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れ
わ
れ
が
適
当
な
博
覧
会
を
提
示
す
る
こ
と
に
成
功
す
る
な
ら
ば
、
モ
ス
ク
ワ
で
ア
メ
リ
カ
博
を
催
す
こ
の
機
会
の
重
要
性
を
言
い
過

ぎ
る
こ
と
は
な
い
」
と
述
べ
た
上
で
、
博
覧
会
の
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
市
民
に
対
す
る
「
爆
発
的
な
効
果
」
さ
え
も
予
想
し
、
ア
メ
リ
カ
に
と

っ
て
重
要
な
政
治
的
結
果
を
伴
う
「
計
り
知
れ
な
い
利
益
」
を
も
た
ら
す
と
予
期
し
た
。
そ
し
て
大
使
は
、
合
衆
国
広
報
庁
と
同
様
、

消
費
物
資
の
展
示
に
焦
点
を
置
く
よ
う
に
勧
告
し
、
ソ
連
国
民
に
「
わ
が
国
の
技
術
と
生
活
水
準
の
優
位
」
を
示
し
、

彼
ら
の
現
在

の
状
況
と
最
近
達
成
さ
れ
た
生
活
水
準
の
僅
か
な
改
善
に
対
す
る
不
満
を
刺
激
す
る
」
よ
う
に
努
め
る
べ
き
だ
と
提
言
し
た
の
で

25
あ
る
。

一
九
五
九
年
一
月
に
、
ア
メ
リ
カ
博
の
出
展
を
話
し
合
う
会
議
が
ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
で
開
か
れ
た
。
冒
頭
、
ア
レ
ン
（G

eo
rg
e

A
llen

）
合
衆
国
広
報
庁
長
官
は
、
こ
の
種
の
企
画
が
「
時
間
、
努
力
、
そ
し
て
お
金
の
無
駄
で
あ
り
、
拙
劣
な
ア
プ
ロ
ー
チ
で
あ
る
」

と
説
く
人
々
の
議
論
を
退
け
、

よ
り
多
く
の
軍
備
を
建
設
し
、
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
が
破
産
す
る
ま
で
待
つ
」
以
外
の
方
法
が
あ
る
は
ず
だ

と
反
駁
し
た
。
ア
レ
ン
の

え
で
は
、
そ
の
方
法
の
一
つ
は
、

こ
の
よ
う
な
形
で
開
か
れ
た
手
段
を
つ
う
じ
、
ア
メ
リ
カ
に
つ
い
て

ロ
シ
ア
人
の
誤
解
を
直
そ
う
と
す
る
」
こ
と
で
あ
っ
た
。
あ
ら
ゆ
る
状
況
は
ロ
シ
ア
人
が
「
外
国
の
も
の
、
と
り
わ
け
ア
メ
リ
カ
的
な

も
の
」
に
興
味
を
も
っ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
た
。
そ
の
例
と
し
て
ア
レ
ン
は
、
雑
誌
「
ア
メ
リ
カ
・
イ
ラ
ス
ト
レ
ィ
テ
ィ
ド
」

ア

メ
リ
カ
ー
ナ
）
が
モ
ス
ク
ワ
の
ニ
ュ
ー
ス
ス
タ
ン
ド
で
「
ホ
ッ
ト
ケ
ー
キ
」
の
よ
う
に
売
れ
て
い
る
と
説
明
し
た
の
で
あ
る
。

続
い
て
国
務
省
広
報
担
当
次
官
補
の
バ
ー
デ
ィ
ン
グ
（A

n
d
rew

B
erd
in
g

）
が
、
今
や
省
内
で
一
般
的
と
な
っ
た
見
解
、
す
な
わ

ち
、
東
西
交
流
が
や
が
て
は
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
国
内
で
好
ま
し
い
結
果
を
生
む
と
の
想
定
を
改
め
て
表
明
し
た
。

現
在
、
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
国
内
で
は
あ
る
進
化
、
た
と
え
ば
僅
か
五
年
前
に
は
な
か
っ
た
進
化
が
起
き
て
い
る
と
思
う
。
非
常
に
限

ら
れ
た
も
の
と
は
い
え
、
よ
り
自
由
な
言
論
に
向
か
う
進
化
で
あ
る
。
生
活
の
物
質
的
な
も
の
に
対
す
る
よ
り
大
き
な
要
求
に
対

す
る
進
化
、
そ
れ
は
や
は
り
非
常
に
限
ら
れ
て
い
る
が
、
進
化
が
起
き
て
い
る
。
わ
れ
わ
れ
は
、
ソ
連
と
の
様
々
な
交
流
、
今
回
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の
よ
う
な
博
覧
会
の
よ
う
な
行
事
を
通
し
て
、
そ
の
進
化
を
促
進
す
る
こ
と
が
で
き
る
と

え
て
い
る
。
わ
れ
わ
れ
は
、
そ
の
進

化
が
ソ
連
と
平
和
を
達
成
す
る
唯
一
の
機
会
で
あ
る
と

え
て
い
る
。
…
…
国
務
省
の
わ
れ
わ
れ
は
、
こ
の
博
覧
会
が
わ
が
国
の

外
交
政
策
に
と
っ
て
非
常
に
重
要
で
あ
る
と
信
じ
て
い
る
。
博
覧
会
は
展
示
品
を
つ
う
じ
、
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
市
民
に
展
示
品
の
よ
う

な
品
物
に
対
す
る
よ
り
大
き
な
要
求
を
引
き
起
こ
す
こ
と
が
で
き
る
。
も
し
わ
れ
わ
れ
が
消
費
物
資
に
対
す
る
要
求
を
増
や
す
こ

と
が
で
き
れ
ば
、
究
極
的
に
そ
の
要
求
は
重
工
業
、
あ
る
い
は
と
く
に
軍
需
目
的
の
生
産
の
可
能
性
を
減
少
さ
せ
る
で
あ
ろ
う
。

ソ
ヴ
ィ
エ
ト
の
資
源
は
常
に
増
大
し
て
い
る
と
は
い
え
、
限
ら
れ
て
お
り
、
わ
が
国
よ
り
も
国
民
総
生
産
の
大
き
な
割
合
を
軍
需

生
産
に
割
り
当
て
て
い
る
。
も
し
わ
れ
わ
れ
が
、
…
…
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
人
民
の
よ
り
良
い
生
活
に
対
す
る
要
求
の
拡
大
に
成
功
す
る

な
ら
ば
、
私
は
そ
の
よ
う
な
漸
進
的
動
き
を
も
た
ら
す
こ
と
が
で
き
る
と
思
う
し
、
ソ
連
が
現
在
よ
り
軍
事
力
に
は
少
な
い
力
点

を
、
人
民
の
福
祉
に
は
よ
り
大
き
な
力
点
を
置
き
、
ア
メ
リ
カ
に
つ
い
て
…
…
よ
り
啓
蒙
さ
れ
た
見
方
を
も
つ
水
準
に
ま
で
、
そ

の
動
き
を
も
っ
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
と

26
思
う
。

ア
メ
リ
カ
政
府
は
前
年
の
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
万
国
博
覧
会
を
参

に
出
展
を
準
備
し
た
。
ま
ず
マ
ッ
カ
ラ
ン
（H

a
ro
ld
C
.
M
cC
lel-

la
n

）
前
商
務
次
官
補
を
ア
メ
リ
カ
博
覧
会
の
事
務
局
長
に
任
命
し
、
産
業
、
科
学
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
、
芸
術
、
教
育
の
各
分
野
出

身
の
五
一
名
か
ら
な
る
諮
問
委
員
会
を
設
置
し
た
。
こ
の
委
員
会
に
は
マ
ッ
ク
グ
ロ
ー
・
ヒ
ル
、
フ
ォ
ー
ド
、
ゼ
ネ
ラ
ル
・
モ
ー
タ
ー

ズ
、
ク
ラ
イ
ス
ラ
ー
、
ゼ
ネ
ラ
ル
・
フ
ー
ズ
、
マ
ー
シ
ー
ズ
、
Ｉ
Ｂ
Ｍ
世
界
貿
易
、
リ
パ
ブ
リ
ッ
ク
鉄
鋼
、
ニ
ュ
ー
ズ
ウ
ィ
ー
ク
、
ワ

シ
ン
ト
ン
・
ポ
ス
ト
な
ど
全
米
有
数
の
企
業
、
会
社
の
代
表
に
加
え
、
全
米
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
の
会
長
、
国
際
教
育
機
関
（
Ｉ
Ｉ
Ｅ
）

の
会
長
、
プ
リ
ン
ス
ト
ン
高
等
学
術
研
究
所
の
ケ
ナ
ン
（G

eo
rg
e
F
.
K
en
n
a
n

）
ら
が
参
加
し
た
。
ア
メ
リ
カ
博
の
展
示
物
の
多
く
は

ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
で
称
賛
を
得
た
も
の
で
あ

27
っ
た
。

ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
大
統
領
は
ア
メ
リ
カ
博
覧
会
に
並
々
な
ら
ぬ
関
心
を
寄
せ
、
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
博
に
フ
ー
ヴ
ァ
ー
を
送
っ
た
よ
う
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に
、
モ
ス
ク
ワ
で
の
開
会
式
に
副
大
統
領
ニ
ク
ソ
ン
（R

ich
a
rd
M
.
N
ix
o
n

）
の
派
遣
を
決
定
し
た
。
大
統
領
は
二
月
一
〇
日
の
実
業

人
と
の
懇
談
で
は
、
い
か
に
も
彼
ら
し
い
言
辞
で
そ
の
意
義
を
訴
え
た
。

今
夏
の
モ
ス
ク
ワ
博
覧
会
は
鉄
の
カ
ー
テ
ン
の
亀
裂
で
あ

る
。
博
覧
会
は
、
ア
メ
リ
カ
の
真
実
に
つ
い
て
、
六
週
間
以
上
に
わ
た
り
、
約
三
五
〇
万
の
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
市
民
に
直
接
到
達
す
る
こ
と

を
可
能
に
す
る
。
わ
れ
わ
れ
は
直
接
、
ア
メ
リ
カ
人
の
思

、
膨
大
な
量
の
消
費
物
資
、
文
化
と
芸
術
を
ア
メ
リ
カ
人
ス
タ
ッ
フ
に
よ

っ
て
、
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
市
民
に
も
た
ら
す
こ
と
が
で
き
る
。
も
し
こ
れ
を
成
功
裏
に
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
博
覧
会
は
国
際
理
解

を
め
ぐ
る
闘
争
で
真
の
突
破
口
、
あ
る
種
の
〞
Ｄ
デ
ィ

と
な
り
得
る
。
…
…
私
は
、
わ
れ
わ
れ
が
費
や
す
ド
ル
は
、
お
よ
そ
最
善
の

ド
ル
で
あ
る
と
深
く
信
じ
て
い
る
。
そ
れ
は
建
設
的
な
ド
ル
で
あ
る
。
武
器
に
使
わ
れ
る
実
り
の
な
い
、
不
毛
な
ド
ル
で
は
な
い
。
こ

れ
は
相
互
理
解
に
向
か
う
大
い
な
る
歩
み
と
な
り

28
得
る
。」

大
統
領
は
六
月
二
九
日
に
、
開
会
直
前
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
博
会
場
を
急
遽
訪
れ
て
視
察
し
、
こ
の
種
の
催
し
に
対
す

る
大
き
な
関
心
を
披
露
し
た
。

重
要
な
こ
と
に
ア
メ
リ
カ
政
府
は
、
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
博
に
倣
い
、
ロ
シ
ア
語
に
堪
能
な
若
い
ガ
イ
ド
七
五
名
を
約
一
〇
〇
〇
名
の
全

米
の
応
募
者
か
ら
選
抜
し
、
モ
ス
ク
ワ
の
博
覧
会
に
送
っ
た
。
彼
ら
の
多
く
は
ロ
シ
ア
革
命
後
に
ア
メ
リ
カ
に
渡
っ
た
ロ
シ
ア
系
移
民

の
二
世
で
あ
っ
た
。
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
は
六
月
一
五
日
、
四
名
の
黒
人
を
含
む
ガ
イ
ド
を
ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
に
招
き
、
激
励
し
た
。

君
た
ち
は
今
後
数
週
間
、
鉄
の
カ
ー
テ
ン
の
国
の
真
ん
中
に
い
て
、
モ
ス
ク
ワ
博
覧
会
で
ア
メ
リ
カ
を
展
示
す
る
。
…
…
私
は
長
い

間
、
い
わ
ゆ
る
民
際
計
画
に
関
心
を
も
っ
て
き
た
。
…
…
も
し
君
た
ち
が
博
覧
会
へ
の
訪
問
者
に
話
し
か
け
、
訪
問
者
に
対
し
て
友
好

と
親
善
の
気
持
ち
を
有
し
て
い
る
こ
と
を
見
せ
、
自
分
の
仕
事
を
快
活
、
愉
快
に
や
る
な
ら
ば
、
…
…
大
き
な
貢
献
を
す
る
と

29
思
う
。」

こ
の
同
じ
日
の
六
月
一
五
日
、
国
務
省
は
省
内
に
文
化
交
流
を
担
当
す
る
国
際
文
化
関
係
局
の
設
置
と
モ
ス
ク
ワ
大
使
館
に
共
産
主

義
国
の
中
で
は
初
め
て
、
文
化
問
題
担
当
の
参
事
官
職
の
新
設
を
発
表

30
し
た
。

ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
政
権
は
博
覧
会
に
三
六
〇
万
ド
ル
の
支
出
を
決
め
、
工
業
・
機
械
よ
り
も
、
消
費
生
活
に
力
点
を
置
く
展
示
方
針
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を
採
択
し
た
。
会
場
の
ソ
コ
ル
ニ
キ
ー
公
園
に
は
、
ま
ず
ジ
オ
デ
シ
ッ
ク
ド
ー
ム
を
建
て
、
こ
こ
に
情
報
セ
ン
タ
ー
、
Ｒ
Ａ
Ｍ
Ａ
Ｃ
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
な
ど
が
入
っ
た
。
こ
の
ド
ー
ム
の
回
り
に
八
つ
の
展
示
場
を
設
け
、
ア
メ
リ
カ
の
労
働
、
農
業
、
公
衆
衛
生
・
医
学
、

教
育
、
宇
宙
開
発
、
原
子
力
の
平
和
利
用
、
プ
ラ
ス
テ
ィ
ッ
ク
、
科
学
を
テ
ー
マ
に
展
示
品
を
用
意
し
た
。
こ
の
ジ
オ
デ
シ
ッ
ク
ド
ー

ム
の
背
後
に
、
ガ
ラ
ス
と
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
か
ら
な
る
パ
ビ
リ
オ
ン
を
建
設
し
、
こ
こ
に
は
と
く
に
衣
服
、
ス
ポ
ー
ツ
用
品
、
食
料
な
ど

消
費
物
資
、
二
万
冊
の
書
籍
と
新
聞
、
楽
器
、
モ
デ
ル
台
所
、
カ
ラ
ー
テ
レ
ビ
、
住
宅
を
展
示
し
た
。
三
番
目
の
主
要
な
建
築
に
は
サ

ー
カ
ラ
マ
が
入
っ
た
。
こ
の
他
に
、
モ
デ
ル
住
宅
、
自
動
車
、
ト
ラ
ッ
ク
、
ト
レ
ー
ラ
ー
、
農
業
機
械
、
芝
刈
り
機
、
投
票
機
械
、

家
族
」
写
真
展
の
展
示
会
場
を
設
置
し
た
。
博
覧
会
の
開
催
に
あ
わ
せ
て
、
バ
ー
ン
ス
タ
イ
ン
（L

eo
n
a
rd
B
ern
stein

）
指
揮
の
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ッ
ク
・
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
が
公
演
で
ソ
連
国
内
を
回
り
、
人
気
の
「
エ
ド
・
サ
リ
ヴ
ァ
ン
・
シ
ョ
ウ
」

が
モ
ス
ク
ワ
で
番
組
の
収
録
を
お
こ
な

31
っ
た
。

七
月
二
四
日
の
開
会
式
に
は
ニ
ク
ソ
ン
副
大
統
領
が
出
席
し
た
。
彼
は
フ
ル
シ
チ
ョ
フ
と
共
に
会
場
を
視
察
し
、
そ
の
途
中
、
モ
デ

ル
台
所
の
前
で
、
資
本
主
義
と
社
会
主
義
の
比
較
優
位
を
め
ぐ
り
、
い
わ
ゆ
る
「
台
所
論
争
」
を
展
開
し
た
。
ア
メ
リ
カ
と
ソ
連
の
ど

ち
ら
が
よ
り
魅
力
的
な
生
活
様
式
を
提
供
で
き
る
の
か
を
争
っ
た
こ
の
論
争
は
、
将
来
の
冷
戦
の
行
方
に
と
っ
て
示
唆
的
で
あ
っ
た
。

米
ソ
の
優
位
を
証
明
す
る
分
野
は
、
軍
事
と
い
う
よ
り
も
経
済
と
文
化
に
あ
る
こ
と
を
示
し
た
か
ら
で
あ

32
っ
た
。

開
会
か
ら
一
週
間
後
の
七
月
三
一
日
、
ト
ン
プ
ソ
ン
大
使
は
ハ
ー
タ
ー
国
務
長
官
に
報
告
書
を
送
り
、
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
市
民
の
熱
狂
的

な
反
応
と
会
場
の
混
乱
を
説
明
し
た
。

下
見
の
夜
、
注
意
深
い
監
督
に
も
か
か
ら
わ
ず
多
く
の
本
が
消
え
た
。
そ
れ
以
来
、
人
の
流
れ
の
整
理
、
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
の
設

置
と
警
備
員
の
追
加
に
よ
り
、
紛
失
は
ご
く
僅
か
で
あ
る
。
…
…
記
念
品
に
対
す
る
驚
く
べ
き
渇
望
が
毎
日
、
建
物
の
深
刻
な
損

傷
を
生
ん
で
い
る
。
群
衆
の
整
理
が
重
要
な
問
題
で
あ
る
。
入
場
券
の
販
売
は
一
日
五
万
枚
に
限
定
さ
れ
て
い
る
が
、
当
方
の
推
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量
で
は
実
際
に
は
七
万
枚
に
達
し
て
い
る
。
ペ
プ
シ
コ
ー
ラ
は
水
曜
日
に
は
フ
ル
稼
働
に
至
ら
ず
八
万
四
〇
〇
〇
杯
を
配
布
し
、

こ
れ
が
今
日
に
は
一
〇
万
杯
に
達
す
る
と
見
込
ん
で
い
る
。
昨
日
は
ド
ー
ム
で
一
五
の
催
し
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
五
〇
〇
〇
名
の

観
客
を
数
え
た
。
自
動
車
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
求
め
る
喧
噪
は
あ
ま
り
に
激
し
く
、
配
布
が
お
こ
な
わ
れ
る
時
に
は
何
時
で
も
ほ

と
ん
ど
騒
動
が
起
き
て
い
る
。
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
が
地
面
に
落
ち
て
い
る
こ
と
は
な
く
、
こ
の
安
全
な
配
布
の
問
題
に
悩
ん
で
い

る
。
二
つ
の
主
要
な
建
物
の
セ
メ
ン
ト
の
床
が
、
激
し
い
往
来
で
完
全
に
崩
壊
し
た
。
埃
が
あ
ま
り
に
ひ
ど
く
、
Ｒ
Ａ
Ｍ
Ａ
Ｃ
を

閉
鎖
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
っ
た
が
、
マ
ッ
カ
ラ
ン
は
一
夜
で
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
の
道
を
整
え
た
。
…
…
増
え
続
け
る
群
衆
は
頻
繁

に
危
険
な
状
況
を
つ
く
っ
て
い
る
が
、
人
員
の
区
域
ご
と
の
配
置
で
、
こ
れ
は
現
在
う
ま
く
対
処
し
て
い
る
。
大
き
な
事
故
は
起

き
て
い
な
い
。
…
…
私
は
、
あ
ら
ゆ
る
展
示
で
ロ
シ
ア
人
観
客
が
見
せ
る
情
報
に
対
す
る
明
ら
か
な
渇
望
を
誇
張
す
る
こ
と
は
で

き
な
い
。
多
く
の
人
々
は
重
機
械
や
科
学
の
展
示
が
少
な
い
こ
と
に
失
望
し
な
が
ら
も
、
展
示
品
の
衝
撃
は
巨
大
な
も
の
が
あ

る
。
ス
タ
ッ
フ
は
誰
も
が
毎
日
の
よ
う
に
危
機
が
何
度
も
起
き
る
中
、
七
日
間
長
時
間
に
わ
た
っ
て
働
い
て
い
る
。
モ
ス
ク
ワ
か

ら
一
〇
〇
マ
イ
ル
以
内
の
人
は
皆
来
た
が
っ
て
い
る
。
第
二
週
目
も
入
場
の
上
限
が
五
万
名
で
あ
る
。
し
か
し
私
は
こ
の
土
曜

日
、
日
曜
日
の
来
場
者
数
は
七
万
五
〇
〇
〇
名
は
下
ら
な
い
と
予
期
し
て

33
い
る
。

六
週
間
で
総
計
二
七
〇
万
人
の
入
場
者
を
数
え
た
こ
の
博
覧
会
が
ど
の
程
度
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
政
権
の
も
く
ろ
み
を
達
成
し
た
の

か
、
判
断
す
る
の
は
難
し
い
。
た
と
え
ば
フ
ル
シ
チ
ョ
フ
は
、
ア
メ
リ
カ
博
の
展
示
品
を
「
小
道
具
」
と
形
容
し
、

ソ
ヴ
ィ
エ
ト
人

民
を
誘
惑
す
る
」
試
み
は
「
完
全
に
失
敗
し
た
」
と
断
言
し
た
。
彼
は
後
に
、

ソ
ヴ
ィ
エ
ト
人
民
を
資
本
主
義
に
向
か
う
よ
う
に
誘

惑
す
る
ど
ん
な
試
み
も
失
敗
す
る
だ
ろ
う
」
と
力
説
し
た
の
で

34
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
ア
メ
リ
カ
側
の
評
価
は
前
向
き
で
あ
っ
た
。
諮
問
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
で
、
開
会
式
に
出

席
し
た
ワ
ト
ソ
ン
（A

rth
u
r
K
.
W
a
tso
n

）
Ｉ
Ｃ
Ｂ
Ｍ
世
界
貿
易
会
長
は
七
月
末
に
、
全
体
的
な
印
象
は
「
見
事
」
で
あ
り
、
博
覧
会
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は
「
大
成
功
」
で
あ
る
と
述
べ
た
。
同
様
に
、
ニ
ク
ソ
ン
副
大
統
領
も
、
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
市
民
の
博
覧
会
に
対
す
る
「
大
い
な
る
好
奇
心

と
友
好
的
な
関
心
、
…
…
好
意
的
な
反
応
」
を
指
摘
し
た
。
在
モ
ス
ク
ワ
大
使
館
の
フ
リ
ー
ア
ズ
（E

d
w
a
rd
L
.
F
reers

）
は
ユ
ー
モ

ア
あ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド

あ
る
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
市
民
が
ソ
コ
ル
ニ
キ
ー
会
場
に
、

も
し
こ
れ
が
ア
メ
リ
カ
の
生
活
様
式
を
再
現
し
た
も

の
で
あ
る
な
ら
ば
、
私
達
が
追
い
つ
く
べ
き
生
活
様
式
で
あ
る
」
と
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
残
し
た
時
、
そ
こ
に
別
の
市
民
が
、

あ
な
た

が
通
り
過
ぎ
る
時
に
、
ど
う
か
私
を
ア
メ
リ
カ
で
降
ろ
し
て
下
さ
い
」
と
書
き
加
え
た

を
紹
介
し
、
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
市
民
の
反
応
の

一
端
を
伝

35
え
た
。

と
り
わ
け
好
評
を
得
た
の
が
、
ロ
シ
ア
語
に
堪
能
な
ア
メ
リ
カ
人
ガ
イ
ド
で
あ
っ
た
。
合
衆
国
広
報
庁
の
ホ
ワ
イ
ト
（R

a
lp
h
K
.

W
h
ite

）
は
こ
れ
ら
の
ガ
イ
ド
を
「
権
威
主
義
的
な
共
産
主
義
者
か
ら
み
て
、
最
も
破
壊
的
な
思
想
の
種
」
で
あ
る
と
述
べ
、
彼
ら
こ

そ
が
博
覧
会
の
「
最
も
重
要
で
成
功
し
た
要
因
」
で
あ
る
と
高
く
評
価
し
た
。
ア
メ
リ
カ
大
使
館
の
文
化
担
当
参
事
官
の
ブ
ラ
デ
ィ

（L
eslie

S
.B
ra
d
y

）
は
、
一
人
の
黒
人
ガ
イ
ド
が
経
験
し
た
不
愉
快
な
ケ
ー
ス
を
織
り
交
ぜ
な
が
ら
、
若
い
ガ
イ
ド
達
を
称
賛
し
た
。

お
よ
そ
八
〇
名
の
ガ
イ
ド
は
お
そ
ら
く
、
博
覧
会
の
主
な
魅
力
で
あ
り
、
鉄
の
カ
ー
テ
ン
に
穴
を
開
け
る
（
傍
点
は
筆
者
）
上
で
の
彼

ら
の
貢
献
を
誇
張
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
市
民
は
お
そ
ら
く
、
彼
ら
の
言
語
で
物
事
を
議
論
す
る
こ
れ
ほ
ど
多
く
の
ア

メ
リ
カ
人
に
遭
遇
し
た
こ
と
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
こ
の
事
実
だ
け
で
、
ガ
イ
ド
達
を
し
て
、
観
客
の
好
奇
心
と
政
府
の
意
を
受
け
た
ア

ジ
の
重
要
な
標
的
と
し
た
。
ガ
イ
ド
達
の
多
く
は
そ
の
仕
事
中
に
何
度
と
な
く
、
相
当
ひ
ど
い
野
次
と
意
地
悪
な
か
ら
か
い
に
さ
ら
さ

れ
た
。
四
名
の
黒
人
ガ
イ
ド
の
一
人
は
、
た
と
え
ば
、
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
の
群
衆
に
「
さ
て
、
お
ま
え
が
英
語
を
話
す
の
は
わ
か
っ
た
。
で

も
お
ま
え
の
本
当
の
言
語
は
何
だ

」
と
聞
か
れ
た
。
そ
の
よ
う
な
挑
発
に
か
か
わ
ら
ず
、
す
べ
て
の
ガ
イ
ド
は
と
て
も
立
派
な
態
度

を
維
持
し
、
大
変
な
環
境
の
も
と
で
有
能
に
務

36
め
た
。」

五
八
年
の
文
化
交
流
協
定
以
来
、
こ
の
分
野
に
関
係
し
て
き
た
合
衆
国
広
報
庁
の
タ
ッ
チ
（H

a
n
s
T
u
ch

）
も
同
意
見
で
あ
っ
た
。

私
の

え
で
は
、
博
覧
会
の
全
体
と
し
て
の
成
功
は
…
…
ソ
連
で
初
め
て
ア
メ
リ
カ
人
と
ロ
シ
ア
人
の
間
で
対
話
が
あ
っ
た
と
い
う
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事
実
で
あ
る
。
普
段
、
ロ
シ
ア
人
は
ア
メ
リ
カ
で
起
き
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
は
た
だ
一
つ
の
見
解
、
つ
ま
り
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
の
見
解
を

知
る
だ
け
で
あ
る
。」
し
か
し
な
が
ら
、
ア
メ
リ
カ
博
は
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
市
民
に
「
初
め
て
、
事
態
の
も
う
一
つ
の
見
解
が
提
示
さ
れ
る

ユ
ニ
ー
ク
な
場
」
を
与
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。
ガ
イ
ド
達
は
「
知
的
で
、
魅
力
的
で
、
博
識
の
若
者
で
あ
り
、
単
に
モ
ノ
を
陳
列
す
る

以
上
に
、〞
ア
メ
リ
カ
人
の
生
活
様
式

が
何
を
意
味
す
る
か
を
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
の
来
訪
者
に
伝
達
す
る
こ
と
が
で

37
き
た
。」

全
体
に
、
ア
メ
リ
カ
政
府
の
評
価
は
高
か
っ
た
。
国
務
省
は
博
覧
会
の
開
催
を
「
相
当
の
成
功
」
と
述
べ
、
ロ
シ
ア
人
の
反
応
を

「
熱
心
な
興
味
と
全
体
的
に
是
認
」
の
そ
れ
で
あ
り
、
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
の
訪
問
者
は
「
博
覧
会
の
展
示
品
の
み
な
ら
ず
、
ア
メ
リ
カ
の
生

活
の
あ
ら
ゆ
る
側
面
に
大
き
な
好
奇
心
を
示
し
た
」
と
報
告
し
た
。
大
統
領
自
身
、
一
九
六
〇
年
一
月
の
一
般
教
書
演
説
で
、
ア
メ
リ

カ
博
を
「
大
変
成
功
で
あ
っ
た
」
と
ほ
め
た
た
え
た
。
Ｎ
Ｓ
Ｃ
六
〇
一
三
は
、
博
覧
会
が
「
共
産
主
義
国
で
ア
メ
リ
カ
が
お
こ
な
っ

た
、
最
大
の
、
そ
し
て
お
そ
ら
く
は
最
も
生
産
的
な
心
理
作
戦
の
試
み
で
あ
っ
た
」
と
結
論
づ
け
た
の
で

38
あ
る
。

ソ
ヴ
ィ
エ
ト
政
府
が
以
降
、
ア
メ
リ
カ
博
の
よ
う
な
大
規
模
な
博
覧
会
の
開
催
に
同
意
を
与
え
な
か
っ
た
こ
と
は
、
こ
の
種
の
催
し

の
影
響
を
憂
慮
し
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
た
。
こ
の
消
極
さ
は
お
そ
ら
く
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
ソ
連
博
が
一
〇
〇
万
人
以
上
の
観
客
を

引
き
つ
け
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ア
メ
リ
カ
博
で
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
人
が
見
せ
た
よ
う
な
熱
狂
的
な
反
応
を
引
き
出
す
こ
と
が
な
か
っ
た
事

実
に
よ
っ
て
も
、
強
ま
っ
た
で
あ
ろ
う
。
ソ
連
は
文
化
交
流
協
定
の
延
期
交
渉
で
は
、
展
覧
会
の
規
定
そ
の
も
の
の
削
除
を
目
指
し

た
。
し
か
し
ア
メ
リ
カ
政
府
は
反
対
し
、
そ
の
後
、
小
規
模
な
が
ら
幾
多
の
展
覧
会
の
開
催
に
成
功
し
た
の
で

39
あ
る
。

八

人
的
・
文
化
的
交
流
の
深
化
、
拡
大
と
封
じ
込
め

ア
メ
リ
カ
博
は
、
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
政
権
内
で
支
配
的
な
想
定

国
際
緊
張
の
緩
和
は
ソ
連
の
対
外
世
界
に
対
す
る
警
戒
を
緩

め
、
か
く
て
西
側
文
化
の
浸
透
を
容
易
に
し
、
ゆ
く
ゆ
く
は
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
体
制
の
好
ま
し
い
「
進
化
」
を
招
来
す
る

の
妥
当
性
を

確
認
し
た
よ
う
で
あ
っ
た
。
ニ
ク
ソ
ン
副
大
統
領
は
八
月
五
日
、
大
統
領
へ
の
帰
国
報
告
で
、

ロ
シ
ア
問
題
に
対
す
る
唯
一
の
答
は
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接
触
を
通
し
た
門
戸
の
段
階
的
開
放
で
あ
る
。
人
々
は
対
外
世
界
の
ニ
ュ
ー
ス
に
飢
え
て
い
る
」
と
語
り
、
東
西
交
流
の
適
切
さ
を
指

摘
し
た
。

東
西
交
流
は
む
ろ
ん
、
ソ
連
と
の
間
だ
け
で
は
な
か
っ
た
。
七
月
二
日
の
Ｏ
Ｃ
Ｂ
報
告
は
、
東
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
で
は
「
表
面
的
な

安
定
さ
は
維
持
、
あ
る
い
は
回
復
さ
れ
た
が
、
…
…
ス
タ
ー
リ
ン
時
代
よ
り
も
は
る
か
に
充
満
し
た
変
化
と
騒
乱
の
雰
囲
気
は
、
お
そ

ら
く
し
ば
ら
く
続
く
で
あ
ろ
う
。
こ
の
雰
囲
気
は
ア
メ
リ
カ
と
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
国
々
に
、
な
お
も
限
ら
れ
て
は
い
る
も
の
の
、
新
た

な
機
会
、
す
な
わ
ち
旅
行
客
の
往
来
、
文
化
交
流
、
技
術
・
通
商
関
係
の
訪
問
者
の
交
流
を
含
む
経
済
関
係
と
い
っ
た
領
域
で
の
私
的
、

公
的
な
活
動
の
拡
大
を
通
し
て
、
東
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
政
権
に
影
響
を
与
え
る
機
会
を
提
供
し
て
い
る
」
と
述
べ
、
東
欧
諸
国
と
の
交
流

の
拡
充
が
ア
メ
リ
カ
に
と
っ
て
好
ま
し
い
結
果
を
生
む
と
指
摘
し
た
。
こ
の
文
書
は
さ
ら
に
、
ア
メ
リ
カ
は
「
現
在
の
政
権
へ
の
人
民

の
圧
力
を
維
持
、
形
成
し
、
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
の
支
配
か
ら
の
独
立
に
向
け
て
の
進
化
を
加
速
す
る
た
め
に
、
被
支
配
国
の
人
民
と
の
直
接

の
接
触
を
拡
大
す
る
べ
き
で
あ
る
」
と
主
張
し
、
Ｎ
Ｓ
Ｃ
五
六
〇
七
が
論
じ
た
よ
う
に
、
人
的
交
流
が
東
欧
諸
国
の
ソ
連
か
ら
の
自
立

を
う
な
が
す
と
い
う
見
解
を
再
論
し
た
の
で

40
あ
る
。

こ
の
観
点
か
ら
、
モ
ス
ク
ワ
か
ら
の
帰
途
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
に
立
ち
寄
っ
た
ニ
ク
ソ
ン
の
訪
問
は
大
成
功
で
あ
っ
た
。
ニ
ク
ソ
ン
は
ポ

ー
ラ
ン
ド
政
府
首
脳
と
の
会
談
を
踏
ま
え
、
こ
の
国
を
「
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
体
制
の
真
の
ア
キ
レ
ス
腱
」
と
的
確
に
評
価
し
、
ビ
ー
ム

（Ja
co
b
B
ea
m

）
駐
ポ
ー
ラ
ン
ド
大
使
は
副
大
統
領
の
訪
問
が
「
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
に
非
常
に
大
き
な
士
気
の
高
ま
り
」
を
も
た
ら
し
、

訪
問
の
目
的
は
充
分
に
達
成
さ
れ
、
そ
れ
は
期
待
以
上
で
あ
っ
た
」
と
称
賛
し
た
。
ニ
ク
ソ
ン
に
同
行
し
た
大
統
領
の
弟
の
ミ
ル
ト

ン
・
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
（M

ilto
n
E
isen
h
o
w
er

）
も
一
行
が
「
熱
烈
な
歓
迎
」
を
受
け
、

ポ
ー
ラ
ン
ド
国
民
が
ア
メ
リ
カ
国
民
に
対

し
て
友
好
的
な
感
情
を
持
っ
て
い
る
こ
と
に
、
何
ら
疑
い
は
な
い
」
と
言
明
し
、
や
は
り
ポ
ー
ラ
ン
ド
を
「
お
そ
ら
く
社
会
主
義
陣
営

の
〞
ア
キ
レ
ス
腱

」
と
形
容
し
た
の
で
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
は
ポ
ー
ラ
ン
ド
と
文
化
交
流
協
定
を
結
ん
で
い
な
か
っ
た
が
、
当
時
ア
メ

リ
カ
最
大
の
資
産
を
誇
る
フ
ォ
ー
ド
財
団
、
第
二
位
の
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
財
団
が
文
化
交
流
を
後
援
し
、
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
政
権
は
貿
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易
の
拡
充
に
積
極
的
で
あ

41
っ
た
。

八
月
五
日
の
Ｎ
Ｓ
Ｃ
五
九
〇
六
／
一
「
基
本
的
な
国
家
安
全
保
障
政
策
」
は
従
来
の
外
交
戦
略
を
復
唱
し
た
。
こ
の
文
書
は
Ｎ
Ｓ
Ｃ

五
六
〇
二
／
一
に
倣
い
、
文
化
・
教
育
交
流
計
画
を
ア
メ
リ
カ
の
対
外
政
策
の
「
非
常
に
重
要
な
要
素
」
と
位
置
づ
け
、

ソ
ヴ
ィ
エ
ト

体
制
の
進
化
的
変
化
を
奨
励
す
る
」
こ
と
を
再
論
し
た
。
そ
し
て
Ｎ
Ｓ
Ｃ
五
九
〇
六
／
一
は
新
た
に
、

こ
れ
ら
の
計
画
に
お
い
て
、

文
民
、
軍
の
指
導
者
に
、
と
り
わ
け
ア
メ
リ
カ
を
訪
れ
る
、
あ
る
い
は
ア
メ
リ
カ
で
教
育
を
受
け
て
い
る
人
々
に
対
し
て
、
ア
メ
リ
カ

の
価
値
、
動
機
、
そ
し
て
政
策
に
つ
い
て
さ
ら
な
る
理
解
と
評
価
を
得
る
よ
う
に
影
響
を
与
え
る
一
層
の
努
力
を
払
う
べ
き
で
あ
る
」

と
主
張
し
、
東
西
の
人
的
交
流
の
推
進
を
求
め
た
の
で

42
あ
る
。

大
統
領
も
翌
日
、
訪
ソ
し
た
ば
か
り
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
カ
ズ
ン
ズ
（N

o
rm
a
n
C
o
u
sin
s

）
に
会
っ
た
時
、

ソ
連
国
内
の
士
気

は
高
い
よ
う
で
あ
り
、
蜂
起
の
希
望
は
根
拠
が
な
い
」
こ
と
を
認
め
な
が
ら
も
、

ソ
ヴ
ィ
エ
ト
政
府
は
人
民
が
よ
り
良
い
生
活
を
あ

り
が
た
が
り
、
ト
マ
ス
・
ペ
イ
ン
や
ル
ソ
ー
を
読
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
に
つ
れ
、
折
れ
る
こ
と
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
で
あ
ろ

う
と
、
私
は
希
望
し
て
い
る
。
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
の
権
力
が
拡
散
す
る
に
と
も
な
い
、
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
が
分
別
を
見
せ
る
よ
う
に
な
る
こ
と
を

確
信
で
き
る
。
…
…
自
分
と
ダ
レ
ス
国
務
長
官
は
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
内
で
は
進
化
的
過
程
が
働
い
て
お
り
、
こ
れ
が
究
極
的
に
は
ソ
ヴ
ィ
エ

ト
の
性
質
を
変
え
る
に
違
い
な
い
と
い
う
点
で
同
意
見
で
あ
っ
た
」
と
言
明
し
、
継
続
的
な
対
ソ
交
流
が
ソ
連
社
会
に
与
え
る
好
影
響

を
説

43
い
た
。

ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
政
権
に
と
っ
て
、
Ｎ
Ｓ
Ｃ
五
九
〇
六
／
一
が
新
た
に
あ
げ
た
狙
い
の
実
行
は
、
す
ぐ
に
や
っ
て
き
た
。
フ
ル
シ
チ

ョ
フ
が
ソ
連
政
府
の
最
高
首
脳
と
し
て
は
初
め
て
、
九
月
末
に
訪
米
す
る
予
定
だ
か
ら
で
あ
っ
た
。
約
二
週
間
の
滞
米
中
、
フ
ル
シ
チ

ョ
フ
は
夫
人
と
共
に
、
首
都
の
ワ
シ
ン
ト
ン
、
大
統
領
の
山
荘
が
あ
る
キ
ャ
ン
プ
・
デ
ー
ヴ
ィ
ッ
ド
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
、
ロ
サ
ン
ジ
ェ

ル
ス
｜
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
観
光
を
含
む
｜
、
デ
モ
イ
（
ア
イ
オ
ワ
州

、
そ
し
て
ピ
ッ
ツ
バ
ー
グ
を
訪
れ
、
政
財
界
の
要
人
と
の
会
談

は
も
ち
ろ
ん
、
一
般
国
民
と
の
交
流
を
お
こ
な
っ
た
の
で

44
あ
る
。
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国
務
省
が
首
脳
会
談
に
備
え
、
大
統
領
に
提
案
し
た
議
題
の
一
つ
が
米
ソ
交
流
で
あ
っ
た
。
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
は
さ
っ
そ
く
、
第
一

回
目
の
首
脳
会
談
の
席
上
、

わ
が
国
は
ソ
連
に
一
万
五
〇
〇
〇
名
の
観
光
客
を
送
っ
て
い
る
の
に
、
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
市
民
は
わ
ず
か
に

一
〇
〇
名
が
来
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
」
と
不
平
を
述
べ
、
交
流
の
拡
大
を
提
案
し
た
。
フ
ル
シ
チ
ョ
フ
も
こ
の
提
案
に
前
向
き
で
あ
っ

た
。
両
首
脳
は
会
談
で
「
科
学
、
技
術
、
文
化
交
流
の
拡
大
へ
の
支
持
」
を
表
明
し
、
共
同
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
は
こ
の
分
野
で
「
重
要
な
進

展
」
が
あ
っ
た
と
う
た
い
、

何
ら
か
の
協
定
」
が
じ
き
に
結
ば
れ
る
と
宣
言
し
た
の
で
あ
る
。
首
脳
会
談
は
こ
の
他
フ
ル
シ
チ
ョ
フ

に
よ
る
ベ
ル
リ
ン
問
題
の
最
後
通
牒
の
取
り
下
げ
、
大
統
領
の
訪
ソ
の
招
待
以
外
に
と
く
に
具
体
的
成
果
は
な
く
、
ド
イ
ツ
、
軍
縮
を

め
ぐ
る
進
展
は
な
か

45
っ
た
。

し
か
し
ア
メ
リ
カ
に
と
っ
て
、
こ
の
訪
問
の
意
義
は
フ
ル
シ
チ
ョ
フ
の
対
米
観
に
与
え
た
影
響
で
あ
っ
た
。
と
い
う
の
は
、
か
ね
て

フ
ル
シ
チ
ョ
フ
は
西
側
要
人
と
の
会
見
を
通
じ
、
西
側
に
対
す
る
粗
野
な
威
嚇
を
交
え
た
教
条
的
な
主
張
、
常
套
句
を
繰
り
返
し
て
い

た
か
ら
で
あ
る
。
た
と
え
ば
こ
の
年
の
六
月
、
米
ソ
関
係
に
長
く
携
わ
っ
て
き
た
ハ
リ
マ
ン
（W

.
A
v
erell

H
a
rrim

a
n

）
元
駐
ソ
大
使

が
訪
問
し
た
時
、
フ
ル
シ
チ
ョ
フ
は
「
西
側
は
ソ
連
の
数
発
の
ミ
サ
イ
ル
が
全
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
破
壊
で
き
る
こ
と
を
忘
れ
て
い
る
よ
う

だ
。
一
発
の
爆
弾
は
ボ
ン
の
破
壊
に
、
三
発
か
ら
五
発
が
フ
ラ
ン
ス
、
イ
ギ
リ
ス
、
ス
ペ
イ
ン
と
イ
タ
リ
ア
の
破
壊
に
充
分
で
あ
る
。

…
…
ア
メ
リ
カ
の
ミ
サ
イ
ル
は
僅
か
に
一
〇
キ
ロ
グ
ラ
ム
の
弾
頭
を
運
ぶ
こ
と
が
で
き
る
の
に
対
し
て
、
ソ
連
の
ミ
サ
イ
ル
は
一
三
〇

〇
キ
ロ
グ
ラ
ム
の
弾
頭
を
運
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
で
、
ソ
連
を
脅
す
こ
と
は
非
現
実
的
で
あ
る
。」
と
言
い
放
っ
た
。

さ
ら
に
彼
は
、

五
年
か
ら
七
年
以
内
に
、
わ
れ
わ
れ
は
あ
な
た
方
よ
り
強
く
な
る
で
あ
ろ
う
。
…
…
も
し
わ
れ
わ
れ
が
今
後
五
、
六

年
間
に
、
弾
道
弾
に
三
〇
〇
億
ル
ー
ブ
ル
を
費
や
す
な
ら
ば
、
ア
メ
リ
カ
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
あ
ら
ゆ
る
産
業
中
枢
部
を
破
壊
で
き
よ

う
。
三
〇
〇
億
ル
ー
ブ
ル
は
わ
れ
わ
れ
に
は
大
し
た
額
で
は
な
い
」
と
豪
語
し
た
。
ハ
リ
マ
ン
は
こ
れ
ら
の
主
張
を
受
け
流
し
た
後
、

む
し
ろ
ソ
連
側
が
ア
メ
リ
カ
の
経
済
成
長
率
を
二
％
と
予
測
し
て
い
る
こ
と
に
「
驚
き
」
を
表
明
し
、
こ
の
数
字
を
四
％
、
あ
る
い
は

四
・
五
％
に
上
げ
る
よ
う
に
求
め
た
。
し
か
し
フ
ル
シ
チ
ョ
フ
は
ま
っ
た
く
と
り
あ
わ
な
か
っ
た
の
で

46
あ
る
。
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ト
ン
プ
ソ
ン
大
使
は
こ
の
会
見
で
「
非
常
に
驚
愕
す
る
展
開
」
は
、
フ
ル
シ
チ
ョ
フ
が
「
西
側
全
般
、
と
く
に
ア
メ
リ
カ
の
事
情
に

充
分
通
じ
て
お
ら
ず
、
衝
突
の
重
大
な
危
険
を
伴
う
ド
イ
ツ
政
策
を
奉
じ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
こ
と
だ
」
と
憂
慮
し
、
フ
ル
シ
チ
ョ
フ

の
「
危
険
な
政
策
」
を
警
告
し
た
。
モ
ス
ク
ワ
で
「
台
所
論
争
」
を
展
開
し
た
ニ
ク
ソ
ン
も
、
フ
ル
シ
チ
ョ
フ
が
「
閉
ざ
さ
れ
た
心
の

持
ち
主
」
で
、

ア
メ
リ
カ
で
目
に
す
る
も
の
に
印
象
づ
け
ら
れ
な
い
」
と
心
配

47
し
た
。

し
か
し
、
ト
ン
プ
ソ
ン
や
ニ
ク
ソ
ン
の
警
告
と
は
裏
腹
に
、
ア
メ
リ
カ
で
の
体
験
は
フ
ル
シ
チ
ョ
フ
に
好
ま
し
い
影
響
を
与
え
た
よ

う
で
あ
っ
た
。
全
米
を
回
っ
た
フ
ル
シ
チ
ョ
フ
に
付
き
添
っ
た
ロ
ッ
ジ
（H

en
ry
C
a
b
o
t
L
o
d
g
e,
Jr.

）
国
連
大
使
は
ハ
ー
タ
ー
国
務
長

官
に
、
フ
ル
シ
チ
ョ
フ
が
「
わ
れ
わ
れ
の
高
い
生
活
水
準
を
称
賛
し
、
資
本
主
義
は
ア
メ
リ
カ
で
も
っ
と
も
良
く
機
能
し
て
い
る
と
言

明
し
た
」
と
書
き
送
っ
た
。
ロ
ッ
ジ
は
さ
ら
に
、
フ
ル
シ
チ
ョ
フ
が
「
自
分
は
ア
メ
リ
カ
が
世
界
で
最
高
の
生
活
水
準
と
最
も
能
率
的

な
生
産
方
法
を
持
っ
て
い
る
こ
と
を
否
定
し
た
こ
と
は
な
い
」
と
語
っ
た
と
報
告
し
た
。
そ
し
て
彼
の
印
象
で
は
、
フ
ル
シ
チ
ョ
フ
は

「
ソ
連
が
ア
メ
リ
カ
に
一
九
七
〇
年
ま
で
に
追
い
つ
く
こ
と
が
で
き
る
と
は

え
て
い
な
い
。
総
生
産
で
は
追
い
つ
く
こ
と
が
で
き
る

か
も
し
れ
な
い
が
、
一
人
当
た
り
の
生
産
に
関
す
る
限
り
、
追
い
つ
く
こ
と
は
で
き
な
い
と

え
て
い
る
」
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

ロ
ッ
ジ
は
結
論
と
し
て
、

こ
の
時
点
で
、
今
回
の
訪
問
の
成
果
は
明
ら
か
に
損
失
を
上
回
っ
て
お
り
、
私
は
こ
れ
を
多
く
の
様
々

な
点
で
実
証
で
き
る
」
と
自
信
を
示
し
、
フ
ル
シ
チ
ョ
フ
の
訪
米
の
成
果
を
ほ
ぼ
手
放
し
で
評
価
し
た
。
し
た
が
っ
て
ロ
ッ
ジ
の
フ
ル

シ
チ
ョ
フ
観
は
ニ
ク
ソ
ン
の
そ
れ
と
は
異
な
り
、
好
意
的
で
あ
っ
た
。

フ
ル
シ
チ
ョ
フ
は
共
産
主
義
的
〞
宗
教

に
対
し
て
で
は
な

い
に
せ
よ
、
あ
る
問
題
に
つ
い
て
偏
見
は
な
い
。
彼
は
非
常
に
上
手
な
、
注
意
深
い
聞
き
手
で
あ
る
。
…
…
フ
ル
シ
チ
ョ
フ
は
ア
メ
リ

カ
で
見
た
こ
と
に
深
い
印
象
を
受
け
、
…
…
わ
が
国
の
国
民
の
活
気
に
驚
い
た
で
あ
ろ
う
。
フ
ル
シ
チ
ョ
フ
は
ソ
連
が
少
な
く
と
も
近

い
う
ち
に
ア
メ
リ
カ
を
追
い
越
す
こ
と
が
で
き
る
と
は
、
お
そ
ら
く
本
当
に
は

え
て
い
な
い
で
あ

48
ろ
う
。」

国
務
省
の
判
断
も
同
様
に
楽
観
的
で
あ
っ
た
。

フ
ル
シ
チ
ョ
フ
が
以
前
に
ア
メ
リ
カ
に
つ
い
て
は
、
映
画
や
広
範
な
読
書
な
ど
か

ら
す
べ
て
を
す
で
に
知
っ
て
い
る
と
言
明
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
わ
が
国
の
生
産
能
力
、
高
い
生
活
水
準
、
国
民
の
団
結
な
ど
が
彼
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に
印
象
を
与
え
た
と
信
ず
る
あ
ら
ゆ
る
理
由
が
あ
る
。」
フ
ル
シ
チ
ョ
フ
は
「
お
そ
ら
く

、
ソ
連
の
経
済
学
者
が
自
国
経
済
の
成
長
に

つ
い
て
言
っ
て
い
る
こ
と
を
信
じ
て
い
る
で
あ
ろ
う
が
、

ソ
連
の
ア
メ
リ
カ
よ
り
も
高
い
経
済
成
長
率
を
も
っ
て
し
て
も
、
ソ
連
が

生
活
水
準
で
ア
メ
リ
カ
に
追
い
つ
く
に
は
相
当
の
時
間
が
か
か
る
と
い
う
確
信
を
も
っ
て
帰
国
し
た
で
あ

49
ろ
う
。」

興
味
深
い
こ
と
は
、
フ
ル
シ
チ
ョ
フ
が
ア
メ
リ
カ
旅
行
を
楽
し
み
、
滞
在
中
の
厚
遇
を
率
直
に
喜
ん
だ
こ
と
で
あ
っ
た
。
ト
ン
プ
ソ

ン
大
使
に
よ
る
と
、
フ
ル
シ
チ
ョ
フ
は
訪
米
に
「
と
て
も
満
足
し
、
と
く
に
ア
メ
リ
カ
国
民
と
政
府
指
導
者
、
さ
ら
に
は
大
統
領
と
彼

の
家
族
が
示
し
た
友
好
的
な
感
情
は
彼
の
期
待
を
越
え
る
も
の
で
あ
っ
た
。
彼
は
旅
行
に
つ
い
て
、
非
常
に
愉
快
な
記
憶
を
有
し
て
い

る
」
の
で
あ
っ
た
。
フ
ル
シ
チ
ョ
フ
は
別
の
機
会
に
も
大
使
に
、
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
の
「
人
柄
に
ま
っ
た
く
圧
倒
さ
れ
た
」
と
語
り
、

大
統
領
に
対
す
る
「
大
い
な
る
敬
意
と
友
情
」
を
表
明
し
た
。
彼
は
さ
ら
に
、

ソ
連
は
来
る
べ
き
大
統
領
選
挙
に
つ
い
て
意
見
を
聞

か
れ
て
い
な
い
が
、
も
し
機
会
を
与
え
ら
れ
た
ら
、
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
に
投
票
す
る
で
あ
ろ
う
」
と
さ
え
言
明
し
、
大
統
領
が
も
う
一

期
務
め
る
こ
と
が
で
き
る
な
ら
ば
、

わ
れ
わ
れ
の
問
題
は
解
決
さ
れ
る
と
確
信
し
て
い
る
」
と
述
べ
、
米
ソ
関
係
の
先
行
き
に
明
る

い
展
望
を
示
し
た
の
で

50
あ
る
。

ア
メ
リ
カ
に
と
っ
て
重
要
で
あ
っ
た
の
は
、
フ
ル
シ
チ
ョ
フ
の
対
米
観
に
与
え
た
肯
定
的
な
影
響
だ
け
で
は
な
か
っ
た
。
彼
の
帰
国

後
、
ソ
連
政
府
は
、
合
衆
国
広
報
庁
に
よ
る
ラ
ジ
オ
放
送
「
ア
メ
リ
カ
の
声
」
（
Ｖ
Ｏ
Ａ
）
に
対
す
る
妨
害
を
減
ら
し
、
一
九
六
〇
年

春
ま
で
に
ソ
連
で
は
、
こ
の
放
送
を
ほ
ぼ
支
障
な
く
聞
く
こ
と
が
可
能
に
な
っ
た
。
一
九
六
〇
年
二
月
の
在
モ
ス
ク
ワ
大
使
館
の
報
告

で
は
、
多
く
の
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
市
民
が
自
由
に
こ
の
放
送
を
聞
い
て
い
た
。
Ｎ
Ｓ
Ｃ
六
〇
一
三
が
、
ソ
連
国
内
に
対
す
る
ア
メ
リ
カ
の
情

報
の
流
入
は
、
先
の
ア
メ
リ
カ
博
の
開
催
と
相
ま
っ
て
、

鉄
の
カ
ー
テ
ン
の
向
こ
う
の
人
々
に
事
実
を
知
ら
し
め
る
試
み
の
上
で
一

里
塚
を
形
成
す
る
」
と
歓
迎
し
た
よ
う
に
、
こ
れ
は
ア
メ
リ
カ
に
と
っ
て
非
常
に
好
ま
し
い
展
開
で
あ

51
っ
た
。

さ
ら
に
フ
ル
シ
チ
ョ
フ
の
訪
米
は
一
九
五
九
年
一
一
月
ま
で
に
、
二
回
目
の
文
化
交
流
協
定
調
印
に
つ
な
が
っ
た
。
米
ソ
の
交
渉
は

一
一
月
四
日
に
モ
ス
ク
ワ
で
始
ま
り
、
早
く
も
二
一
日
に
は
協
定
の
締
結
に
至
っ
た
。
今
回
の
新
し
い
米
ソ
科
学
・
技
術
・
教
育
・
文
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化
交
流
協
定
は
、
基
本
的
に
は
五
八
年
一
月
の
協
定
の
延
長
で
あ
っ
た
が
、
原
子
力
と
経
済
の
分
野
で
の
交
流
が
新
た
に
加
わ
り
、
各

分
野
で
の
交
流
の
拡
大
が
あ
っ
た
。
注
目
す
る
べ
き
こ
と
に
、
両
国
は
一
九
六
〇
｜
六
一
年
に
少
な
く
と
も
三
回
の
展
覧
会
を
開
催
す

る
こ
と
で
合
意
し
た
。
ア
メ
リ
カ
は
こ
の
展
覧
会
に
ア
メ
リ
カ
人
ガ
イ
ド
を
つ
け
、
ソ
連
各
地
で
開
催
す
る

え
で
あ

52
っ
た
。

最
後
に
、
フ
ル
シ
チ
ョ
フ
の
訪
米
は
中
ソ
の
対
立
を
促
進
し
た
よ
う
で
あ
っ
た
。
一
九
五
九
年
一
〇
月
一
日
の
Ｎ
Ｓ
Ｃ
の
会
合
で
、

ダ
レ
ス
Ｃ
Ｉ
Ａ
長
官
は
、
中
華
人
民
共
和
国
の
建
国
一
〇
周
年
の
記
念
式
典
に
出
席
し
た
フ
ル
シ
チ
ョ
フ
の
演
説
は
、
中
国
で
は
「
お

そ
ら
く
好
意
的
に
受
け
止
め
ら
れ
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
」
と
解
説
し
、
中
国
側
の
米
ソ
共
同
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
に
賛
同
す
る
声
明
は
「
お
そ

ら
く
無
理
に
強
い
ら
れ
た
も
の
だ
」
と
言
明
し
た
。
Ｕ
二
型
偵
察
機
の
産
み
の
親
で
あ
る
ビ
ッ
セ
ル
（R

ich
a
rd
B
issell

）
Ｃ
Ｉ
Ａ
副

長
官
は
一
二
月
半
ば
、
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
大
統
領
の
最
近
の
イ
ン
ド
な
ど
ア
ジ
ア
諸
国
歴
訪
に
関
す
る
中
ソ
の
論
評
の
違
い
を
あ
げ
、

中
ソ
間
の
「
見
解
の
相
違
の
さ
ら
な
る
証
拠
」
を
指
摘
し
、
中
ソ
の
緊
張
は
「
現
実
で
あ
る
」
と
同
意
し
た
。
数
週
間
後
に
は
ト
ン
プ

ソ
ン
駐
ソ
大
使
よ
り
、

疑
い
も
な
く
、
共
産
圏
の
も
っ
と
も
深
刻
な
問
題
は
ソ
連
と
共
産
中
国
の
関
係
で
あ
る
。
私
は
、
両
国
の
相

違
が
大
き
く
、
長
期
的
に
は
お
そ
ら
く
、
改
善
す
る
と
い
う
よ
り
悪
化
す
る
と
確
信
し
て
い
る
」
と
記
し
た
報
告
書
が
到
着
し
た
。
大

統
領
自
身
、
一
九
六
〇
年
一
月
の
日
本
の
岸
信
介
首
相
と
の
会
談
で
、
米
ソ
関
係
の
展
望
に
「
以
前
よ
り
は
少
し
ば
か
り
希
望
を
も
っ

て
い
る
」
と
述
べ
る
一
方
で
、
フ
ル
シ
チ
ョ
フ
は
「
強
力
な
赤
色
中
国
の
挑
戦
」
を
恐
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
推
測
し
、
中
ソ
の

微
妙
な
関
係
を
指
摘
し
た
の
で

53
あ
る
。

こ
れ
ら
の
見
解
は
間
違
っ
て
い
な
か
っ
た
。
フ
ル
シ
チ
ョ
フ
の
訪
米
と
米
ソ
関
係
の
改
善
は
確
か
に
、
中
ソ
同
盟
の
最
終
的
崩
壊
に

向
か
う
重
要
な
要
因
だ
か
ら
で
あ

54
っ
た
。

明
ら
か
に
こ
の
年
、
ソ
連
と
の
人
的
・
文
化
的
交
流
は
新
た
な
段
階
に
入
っ
て
い
た
。
フ
ル
シ
チ
ョ
フ
の
他
に
、
ミ
コ
ヤ
ン
（A

n
a
s-

ta
s
I.
M
ik
o
y
a
n

、
コ
ズ
ロ
フ
（F

ro
l
R
.
K
o
zlo
v

）
両
副
首
相
が
訪
米
し

後
者
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
ソ
連
博
の
開
会
式
に
出
席
し

た

、
ア
メ
リ
カ
か
ら
は
ニ
ク
ソ
ン
副
大
統
領
、
農
務
長
官
、
原
子
力
委
員
長
、
ウ
ォ
ー
レ
ン
（E

a
rl
W
a
rren

）
最
高
裁
首
席
判
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事
、
九
州
の
知
事
を
は
じ
め
、
ハ
リ
マ
ン
元
駐
ソ
大
使
が
訪
ソ
し
た
。
今
や
政
府
高
官
、
重
要
な
関
係
者
の
相
互
訪
問
は
常
態
化
し
た

よ
う
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
む
ろ
ん
一
九
六
〇
年
春
に
は
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
が
ア
メ
リ
カ
の
大
統
領
と
し
て
初
め
て
、
モ
ス
ク
ワ
を
歴
訪

す
る
予
定
で
あ

55
っ
た
。

人
的
交
流
で
は
さ
ら
に
画
期
的
な
こ
と
が
起
き
て
い
た
。
一
九
五
八
年
の
協
定
に
も
と
づ
き
、
ア
メ
リ
カ
の
二
二
名
の
学
生
が
ソ
連

で
、
ソ
連
の
一
八
名
の
学
生
が
ア
メ
リ
カ
の
大
学
で
学
ん
で
い
た
か
ら
で
あ
る
。
国
務
省
の
報
告
に
よ
る
と
、
こ
れ
は
「
米
ソ
交
流
の

真
の
転
機
」
で
あ
り
、
ソ
連
に
と
っ
て
、

自
由
世
界
の
国
と
の
こ
の
種
の
交
流
と
し
て
は
も
っ
と
も
大
き
な
」
も
の
で
、
ソ
連
の
学

生
が
「
海
外
に
行
く
最
初
の
こ
と
」
で
あ
っ
た
。
か
ね
て
大
量
の
留
学
生
を
ソ
連
か
ら
受
け
入
れ
る
こ
と
に
積
極
的
で
あ
っ
た
大
統
領

は
五
月
二
一
日
の
Ｎ
Ｓ
Ｃ
の
会
合
で
、

ロ
シ
ア
人
民
に
対
す
る
突
破
口
を
つ
く
る
何
ら
か
の
手
段
」
を
見
つ
け
る
必
要
を
訴
え
た
。

な
ぜ
な
ら
、

わ
れ
わ
れ
は
軍
事
的
な
抑
止
能
力
に
過
度
に
依
存
し
て
お
り
、
わ
が
国
の
膨
大
な
軍
事
予
算
は
経
済
の
拡
張
を
可
能
に

し
て
い
る
の
で
は
な
く
、
実
際
に
は
弱
体
化
さ
せ
て
い
る
。
他
方
で
、
ロ
シ
ア
の
学
生
に
対
す
る
僅
か
ば
か
り
の
費
用
は
大
し
た
額
に

は
な
ら
ず
、
し
か
し
成
果
を
非
常
に
期
待
で
き
る
」
か
ら
で
あ
っ
た
。
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
は
再
び
、
軍
事
的
側
面
に
傾
斜
す
る
封
じ
込

め
を
槍
玉
に
あ
げ
、
こ
の
種
の
人
的
交
流
の
意
義
を
強
調
し
た
の
で

56
あ
る
。

観
光
も
順
調
で
あ
っ
た
。
一
九
五
九
年
の
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
の
西
側
世
界
へ
の
観
光
客
は
三
万
名
以
上
に
お
よ
び
、
ア
メ
リ
カ
に
は
約
四

〇
〇
名
が
や
っ
て
き
た
。
一
方
、
ソ
連
を
訪
れ
た
ア
メ
リ
カ
人
は
五
八
年
の
五
〇
〇
〇
名
か
ら
二
倍
以
上
の
一
万
一
〇
〇
〇
名
に
達
し

た
。
こ
れ
ら
の
人
的
交
流
を
積
極
的
に
進
め
る
ア
メ
リ
カ
側
に
は
、
む
ろ
ん
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
体
制
の
長
期
的
な
変
化
を
促
す
期
待
が
あ
っ

た
。
一
九
五
九
年
一
〇
月
の
国
務
省
の
情
報
・
調
査
局
の
報
告
書
が
こ
の
点
を
浮
き
彫
り
に
し
た
。

ス
タ
ー
リ
ン
の
死
後
、
ソ
連
は
自

由
世
界
諸
国
と
の
交
流
を
ほ
と
ん
ど
ゼ
ロ
か
ら
、
現
在
は
総
計
で
二
〇
〇
〇
の
代
表
団
交
流
と
毎
年
ソ
連
を
訪
れ
る
七
万
五
〇
〇
〇
名

の
観
光
客
に
ま
で
拡
大
し
た
。
…
…
自
由
世
界
と
の
接
触
の
増
大
は
ソ
連
指
導
部
上
層
や
知
識
人
に
新
鮮
な

え
を
導
入
し
、
対
外
世

界
に
関
す
る
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
の
イ
メ
ー
ジ
を
現
実
に
よ
り
近
い
も
の
に
し
て

57
い
る
。」
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こ
の
頃
ま
で
に
封
じ
込
め
の
手
段
と
し
て
、
人
的
・
文
化
的
交
流
が
明
ら
か
な
重
要
性
を
帯
び
て
、
登
場
し
た
感
が
あ
っ
た
。
だ
が

ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
政
権
は
、
こ
の
領
域
で
の
成
果
を
ア
メ
リ
カ
国
民
に
声
高
に
喧
伝
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
ソ
連
の
警
戒
を
招

い
て
、
計
画
の
縮
小
に
つ
な
が
る
危
険
が
あ
る
た
め
で
あ
っ
た
。
し
か
も
そ
の
成
果
は
長
期
的
に
期
待
で
き
る
こ
と
で
あ
り
、
す
ぐ
に

具
体
的
な
形
と
な
っ
て
現
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
そ
こ
に
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
政
権
の
ジ
レ
ン
マ
が
あ
っ
た
。

九

ミ
サ
イ
ル
・
ギ
ャ
ッ
プ
論
争
の
進
展

一
九
六
〇
年
一
月
一
八
日
の
上
院
外
交
委
員
会
で
、
ダ
レ
ス
Ｃ
Ｉ
Ａ
長
官
は
ソ
連
が
一
九
六
〇
年
初
頭
ま
で
に
一
〇
基
の
Ｉ
Ｃ
Ｂ
Ｍ

を
獲
得
し
た
で
あ
ろ
う
と
証
言
し
た
。
国
家
情
報
評
価
（
二
月
九
日
）
は
、

も
し
ア
メ
リ
カ
の
軍
事
態
勢
が
現
在
の
計
画
通
り
に
発

展
し
て
も
、
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
は
一
九
六
一
年
に
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｂ
Ｍ
の
配
備
の
早
期
展
開
に
よ
り
、
ア
メ
リ
カ
に
対
す
る
決
定
的
な
政
治
的
・

心
理
的
優
位
を
獲
得
す
る
最
も
好
ま
し
い
機
会
を
得
る
」
と
予
測
し
、
ソ
連
が
一
九
六
一
年
半
ば
に
一
四
〇
｜
二
〇
〇
基
の
Ｉ
Ｃ
Ｂ
Ｍ

を
所
有
す
る
と
見
積
も
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
ア
メ
リ
カ
の
Ｉ
Ｃ
Ｂ
Ｍ
は
六
〇
年
半
ば
で
一
六
基
（
ソ
連
は
三
五
基

、
六
一
年
半
ば
で

五
六
基
に
留
ま
っ
た
。
し
た
が
っ
て
依
然
と
し
て
ア
メ
リ
カ
は
Ｉ
Ｃ
Ｂ
Ｍ
戦
力
で
は
劣
勢
と
見
ら
れ
て
い
た
。
し
か
し
重
爆
撃
機
の
分

野
で
は
ト
ワ
イ
ニ
ン
グ
統
合
参
謀
本
部
議
長
の
報
告
に
よ
る
と
、
米
ソ
の
所
有
数
は
一
九
六
〇
年
半
ば
で
そ
れ
ぞ
れ
五
二
〇
機
、
一
三

五
機
、
一
九
六
一
年
半
ば
で
五
五
一
機
、
一
五
〇
機
で
あ
り
、
ア
メ
リ
カ
が
圧
倒
的
な
優
勢
に
た
っ
て
い
た
。
ま
さ
に
ア
メ
リ
カ
は
、

ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
が
嘆
息
し
た
よ
う
に
、

Ｉ
Ｃ
Ｂ
Ｍ
が
働
か
な
い
可
能
性
に
備
え
、
保
険
を
沢
山
払
っ
て
い
る
」
状
態
で
あ

58
っ
た
。

こ
の
総
合
的
な
ア
メ
リ
カ
の
軍
事
力
に
対
す
る
自
信
を
、
五
九
年
一
二
月
に
国
防
長
官
に
昇
格
し
た
ゲ
イ
ツ
（T

h
o
m
a
s
S
.G
a
tes,

Jr.

）
が
敷
衍
し
た
。
彼
は
一
月
七
日
の
Ｎ
Ｓ
Ｃ
の
会
合
で
、

今
や
事
実
上
、
ミ
サ
イ
ル
・
ギ
ャ
ッ
プ
は
存
在
し
て
い
な
い
」
と
言
い

切
り
、
一
月
一
九
日
に
は
上
院
軍
事
委
員
会
で
ア
メ
リ
カ
の
軍
事
力
の
優
位
を
強
調
し
た
。

ソ
連
が
恐
る
べ
き
大
国
で
あ
る
こ
と
に

疑
い
は
な
い
。
…
…
し
か
し
、
ソ
連
が
軍
事
力
で
ア
メ
リ
カ
に
追
い
つ
い
た
と
か
、
あ
る
い
は
追
い
抜
き
さ
え
し
た
と
の
一
部
の
印
象
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は
、
事
実
に
よ
っ
て
ま
っ
た
く
支
え
ら
れ
て
い
な
い
。
…
…
事
態
を
分
析
し
た
者
の
結
論
は
、
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
が
動
員
可
能
な
す
べ
て
の

ミ
サ
イ
ル
を
使
っ
て
の
奇
襲
攻
撃
さ
え
も
、
わ
が
国
の
報
復
攻
撃
力
を
充
分
に
破
壊
す
る
に
は
充
分
で
は
な
く
、
し
た
が
っ
て
、
わ
が

国
を
攻
撃
す
る
こ
と
が
合
理
的
な
決
定
と
は
な
る
ま
い
と
い
う
こ
と
だ
。」
こ
の
結
論
は
、
ア
メ
リ
カ
の
抑
止
が
「
長
距
離
ミ
サ
イ
ル

の
み
な
ら
ず
、
他
の
戦
略
的
兵
器
の
開
発
計
画
の
引
き
続
い
て
の
成
功
」
や
早
期
警
戒
体
制
の
充
実
、
ソ
連
軍
の
体
制
や
兵
器
開
発
を

察
知
す
る
能
力
に
依
っ
て
い
る
。
ゲ
イ
ツ
は
局
地
紛
争
の
問
題
に
も
言
及
し
、
大
量
報
復
戦
略
の
基
本
通
り
、
地
上
軍
は
同
盟
国
に
供

出
を
仰
ぐ
方
針
を
確
認
し
た
。

局
地
侵
略
を
防
ぐ
、
あ
る
い
は
必
要
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
を
封
じ
込
め
る
問
題
で
は
、
単
一
の
最
も
重

要
な
要
素
は
同
盟
国
の
軍
事
力
で
あ
る
。
局
地
紛
争
の
勃
発
を
防
ぐ
最
善
の
手
段
は
、
早
急
に
反
応
で
き
る
、
現
地
に
強
力
で
、
良
く

装
備
さ
れ
た
軍
隊
を
持
つ
こ
と
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
は
わ
が
国
の
兵
力
の
展
開
を
補
足
す
る
同
盟
国
の
兵
力
と
資
源
に
依
存
す
る
。

…
…
軍
事
援
助
計
画
を
つ
う
じ
、
わ
れ
わ
れ
は
同
盟
国
が
局
地
侵
略
の
脅
威
に
対
処
す
る
に
必
要
な
軍
事
力
を
形
成
、
維
持
し
、
自
由

世
界
の
集
団
的
な
力
に
貢
献
す
る
こ
と
を
助
け
る
こ
と
が
で

59
き
る
。」

ハ
ー
タ
ー
国
務
長
官
も
上
院
外
交
委
員
会
で
、
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
は
「
今
後
二
、
三
年
の
い
わ
ゆ
る
ミ
サ
イ
ル
・
ギ
ャ
ッ
プ
の
期
間

、
奇

襲
攻
撃
を
敢
行
す
る
に
充
分
な
ミ
サ
イ
ル
戦
力
を
有
す
る
と
思
わ
な
い
と
証
言
し
、
ア
メ
リ
カ
の
強
い
軍
事
的
立
場
を
復
唱
し
た
。
大

統
領
も
二
月
初
旬
の
Ｎ
Ｓ
Ｃ
の
会
合
で
、

軍
事
的
な
重
要
性
が
全
く
な
い
ス
プ
ー
ト
ニ
ク
の
打
ち
上
げ
に
よ
り
ア
メ
リ
カ
国
内
で
は

不
必
要
な
ヒ
ス
テ
リ
ー
が
起
き
た
。
…
…
わ
れ
わ
れ
は
現
在
軍
事
的
に
充
分
な
こ
と
を
し
て
お
り
、
充
分
な
報
復
能
力
を
有
し
て
い
る

と

え
て
い
る
」
と
言
明
し
た
の
で
あ
る
。
ゲ
イ
ツ
国
防
長
官
も
三
月
一
〇
日
の
テ
レ
ビ
各
社
と
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
、

継
続
的
に

ア
メ
リ
カ
の
軍
事
体
制
を
改
善
し
て
い
る
」
と
説
明
し
、
ア
メ
リ
カ
の
攻
撃
能
力
の
高
さ
を
改
め
て
強
調

60
し
た
。

一
月
七
日
の
Ｎ
Ｓ
Ｃ
の
会
合
で
は
、
ニ
ク
ソ
ン
副
大
統
領
が
ミ
サ
イ
ル
・
ギ
ャ
ッ
プ
の
唱
道
者
に
適
切
な
批
判
を
加
え
た
。
す
な
わ

ち
、
ミ
サ
イ
ル
・
ギ
ャ
ッ
プ
論
は
「
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
は
実
行
可
能
な
こ
と
を
す
べ
て
や
っ
て
、
誤
り
を
お
か
さ
な
い
と
い
う
前
提
に
た
ち
、

な
お
か
つ
わ
れ
わ
れ
は
実
行
可
能
な
こ
と
を
や
ら
ず
、
多
く
の
誤
り
を
お
か
す
と
い
う
前
提
」
に
た
つ
か
ら
で
あ
っ
た
。
ア
イ
ゼ
ン
ハ
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ワ
ー
は
、
こ
の
会
議
で
ニ
ク
ソ
ン
が
一
九
六
一
年
半
ば
に
、
ア
メ
リ
カ
が
ソ
連
に
対
す
る
ミ
サ
イ
ル
戦
力
で
「
最
も
危
険
な
段
階
」
に

陥
る
の
で
は
な
い
か
と
心
配
し
た
時
、
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
が
「
一
四
〇
｜
二
〇
〇
基
の
ミ
サ
イ
ル
を
決
定
的
と
見
な
す
と
は
自
分
は
信
じ
て

い
な
い
」
と
語
り
、
副
大
統
領
の
懸
念
を
一
蹴
し
た
。
こ
こ
で
興
味
深
い
の
は
、
フ
ル
シ
チ
ョ
フ
の
態
度
で
あ
っ
た
。
ロ
ッ
ジ
国
連
大

使
が
二
月
に
訪
ソ
し
、
ソ
連
の
ロ
ケ
ッ
ト
戦
力
の
優
位
を
言
っ
た
時
、
フ
ル
シ
チ
ョ
フ
は
そ
れ
を
否
定
す
る
次
の
よ
う
な
返
答
を
お
こ

な
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

い
い
え
、
わ
れ
わ
れ
は
そ
う
で
な
い
。
実
際
に
は
そ
う
で
は

61
な
い
。」

ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
が
一
月
一
八
日
に
議
会
に
送
っ
た
一
九
六
一
年
度
の
予
算
教
書
で
要
請
し
た
国
防
費
は
前
年
度
並
み
の
四
一
〇
億

ド
ル
で
あ
っ
た
。
大
統
領
の
判
断
で
は
、
こ
れ
以
上
の
軍
事
費
は
ア
メ
リ
カ
の
「
安
全
を
強
め
る
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
弱
め
る
」
も

の
で
あ
っ
た
。
ゲ
イ
ツ
国
防
長
官
も
こ
の
予
算
規
模
に
「
満
足
」
で
あ
っ
た
。
相
互
安
全
保
障
計
画
に
も
と
づ
く
対
外
軍
事
・
経
済
援

助
の
要
請
は
四
〇
億
七
六
〇
〇
万
ド
ル
で
あ
っ
た
。
こ
の
数
字
は
前
年
よ
り
も
一
億
ド
ル
多
か
っ
た
が
、
そ
れ
で
も
六
〇
年
度
と
並
び

戦
後
で
最
も
低
い
水
準
で
あ
っ
た
。
こ
の
背
景
の
一
つ
に
は
、
ア
メ
リ
カ
の
国
際
収
支
の
悪
化
が
あ
っ
た
。
と
く
に
貿
易
黒
字
は
一
九

五
九
年
に
急
速
に
収
縮
し
、
黒
字
幅
は
わ
ず
か
一
〇
億
ド
ル
に
落
ち
込
ん
で
し
ま
っ
た
。
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
の
批
判
の
標
的
は
、
依
然

と
し
て
ア
メ
リ
カ
の
駐
留
軍
に
依
存
す
る
西
欧
同
盟
諸
国
で
あ
っ
た
。
彼
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
が
「
ア
メ
リ
カ
に
あ
ま
り
に
寄
り
か
か

っ
て
い
る
」
こ
と
に
「
非
常
に
苛
立
っ
て
い
る
」
と
語
り
、

一
九
五
一
年
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
米
軍
を
派
遣
し
た
時
、
そ
れ
は
一
時
的

な
も
の
で
あ
っ
た
。
…
…
フ
ラ
ン
ス
、
ド
イ
ツ
、
イ
ギ
リ
ス
は
す
べ
て
金
準
備
高
を
着
実
に
増
や
し
て
い
る
。
彼
ら
の
予
算
は
過
度
な

負
担
が
か
か
っ
て
い
な
い
。
一
九
五
一
、
五
二
年
に
わ
れ
わ
れ
は
犠
牲
を
払
っ
た
。
何
故
彼
ら
は
公
正
な
負
担
を
担
わ
な
い
の
か
、
わ

か
ら
な
い
」
と
不
満
を
漏
ら
し
た
の
で

62
あ
る
。

ソ
連
と
の
間
で
は
軍
事
的
抑
止
が
成
立
し
た
以
上
、
国
防
予
算
増
の
軍
事
的
意
味
が
乏
し
く
、
ま
た
対
外
援
助
の
増
額
が
難
し
い
状

況
の
な
か
で
、
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
政
権
が
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
体
制
の
「
進
化
」
を
促
す
有
力
な
手
段
と
し
て
推
進
し
た
の
が
人
的
・
文
化
的

交
流
で
あ
っ
た
。
ト
ン
プ
ソ
ン
駐
ソ
大
使
は
一
月
二
九
日
に
次
の
よ
う
な
報
告
書
を
送
り
、
こ
の
点
を
強
く
主
張
し
た
。

文
化
的
・
技
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術
的
接
触
の
始
ま
り
、
わ
が
国
の
放
送
の
妨
害
の
減
少
、
海
外
ニ
ュ
ー
ス
の
刊
行
物
の
増
加
は
外
国
の
見
解
に
関
す
る
知
識
の
増
大
と

相
ま
っ
て
、
す
で
に
重
要
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
お
り
、
こ
の
状
況
が
長
く
続
け
ば
続
く
ほ
ど
、
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
政
権
に
と
っ
て
そ
の
政
策

を
逆
戻
り
さ
せ
る
こ
と
を
難
し
く
す
る
。
…
…
ど
ん
な
社
会
に
お
い
て
も
、
変
化
を
求
め
る
不
可
避
的
圧
力
は
不
満
を
も
つ
人
間
の
欲

求
の
み
な
ら
ず
、
他
の
解
決
不
能
な
問
題
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
る
。」
大
使
は
、
フ
ル
シ
チ
ョ
フ
が
「
す
で
に
導
入
し
た
変
化
が

成
功
す
る
な
ら
ば
、
や
が
て
、
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
内
に
お
け
る
普
通
の
社
会
へ
と
つ
な
が
る
さ
ら
な
る
変
化
を
助
長
す
る
こ
と
に
な
る
で
あ

ろ
う
」
と
観
察
し
、

こ
の
進
化
の
速
度
を
測
る
こ
と
」
は
難
し
い
も
の
の
、
そ
れ
は
「
急
速
に
進
ん
で
お
り
、
そ
れ
は
フ
ル
シ
チ
ョ

フ
が
六
五
歳
で
あ
り
、
先
を
急
い
で
い
る
人
物
で
あ
る
と
い
う
事
実
に
部
分
的
に
起
因
す
る
」
と
解
説
し
た
。
し
た
が
っ
て
ト
ン
プ
ソ

ン
の
結
論
は
、

ア
メ
リ
カ
の
健
全
な
政
策
」
と
は
「
こ
の
進
化
を
実
行
可
能
な
あ
ら
ゆ
る
方
法
で
促
進
す
る
こ
と
」
で
あ

63
っ
た
。

ダ
レ
ス
Ｃ
Ｉ
Ａ
長
官
は
こ
の
報
告
を
見
る
や
、
マ
ー
チ
ャ
ン
ト
（L

iv
in
g
sto
n
T
.
M
erch

a
n
t

）
国
務
次
官
に
対
し
て
、

ソ
ヴ
ィ
エ

ト
内
と
指
導
部
の
進
化
的
変
化
を
取
り
扱
っ
て
い
る
」
部
分
を
設
置
さ
れ
た
ば
か
り
の
海
外
広
報
活
動
大
統
領
委
員
会
に
伝
え
る
よ
う

に
勧
告
し
た
。
東
西
交
流
を
担
当
す
る
レ
イ
シ
ー
大
使
も
、
米
ソ
交
流
の
成
果
の
一
つ
は
「
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
の
世
論
に
好
ま
し
い
影
響
を

与
え
、
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
内
の
変
化
を
求
め
る
諸
勢
力
を
助
長
す
る
」
こ
と
で
あ
る
と
言
明
し
た
。
一
九
三
〇
年
代
か
ら
ソ
連
を
観
察
し
て

き
た
ボ
ー
レ
ン
国
務
長
官
特
別
補
佐
官
は
、
進
化
の
過
程
が
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
体
制
と
そ
の
外
交
に
「
根
本
的
な
影
響
」
を
与
え
る
に
は

少
な
く
と
も
一
〇
年
」
は
か
か
る
で
あ
ろ
う
と

え
、
ト
ン
プ
ソ
ン
大
使
ほ
ど
に
は
先
行
き
を
楽
観
し
な
か
っ
た
も
の
の
、
そ
れ
で

も
ハ
ー
タ
ー
に
、

長
期
的
に
は
、
ソ
連
内
で
の
進
化
の
経
過
は
わ
が
国
に
と
っ
て
有
利
な
方
向
へ
と
働
く
で
あ
ろ
う
」
と
説
明
し
た

の
で

64
あ
る
。

国
務
省
の
情
報
報
告
は
こ
れ
ら
の
見
解
を
確
認
し
た
。

ソ
ヴ
ィ
エ
ト
の
交
流
計
画
が
増
大
し
、
次
第
に
安
定
し
て
き
た
期
間
に
あ

っ
て
、
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
内
の
最
も
直
接
的
な
政
治
的
影
響
は
、
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
の
経
験
で
は
前
例
の
な
い
規
模
で
、
海
外
に
旅
行
し
、
外
国

の
訪
問
客
を
受
け
入
れ
た
指
導
者
達
に
よ
る
対
外
的
な
接
触
に
よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
接
触
は
ソ
連
指
導
者
に
対
外
世
界
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と
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
の
政
策
に
対
す
る
外
国
の
反
応
に
関
す
る
全
貌
を
提
示
し
て
い
る
。
…
…
一
般
の
市
民
は
対
外
世
界
の
広
範
な
知
識
に

よ
っ
て
利
益
を
受
け
て
い
る
。
…
…
よ
く
事
情
に
通
じ
た
大
衆
の
存
在
に
よ
り
、
ソ
連
当
局
が
恣
意
的
で
不
人
気
な
行
動
を
隠
蔽
す
る

こ
と
を
難
し
く
し
、
か
く
て
そ
の
政
策
に
対
す
る
あ
る
制
限
を
科
す
こ
と
に
な
る
。
た
と
え
ば
、
西
側
の
生
活
水
準
の
知
識
は
、
大
衆

の
よ
り
良
い
消
費
物
資
と
住
宅
に
対
す
る
欲
求
を
刺
激
す
る
上
で
、
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て

65
い
る
。」

し
た
が
っ
て
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
大
統
領
は
従
来
の
封
じ
込
め
が
充
分
な
成
果
を
あ
げ
、
着
実
に
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
体
制
の
「
進
化
」
を
促

し
て
い
る
と
判
断
し
た
。
彼
は
二
月
初
旬
の
Ｎ
Ｓ
Ｃ
の
会
合
で
、
ソ
連
が
急
進
的
な
行
動
を
と
る
危
険
に
つ
い
て
過
大
な
評
価
を
戒

め
、
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
体
制
の
究
極
的
な
変
容
を
予
言
し
た
の
で
あ
る
。

国
家
は
豊
か
に
な
る
に
つ
れ
、
よ
り
保
守
的
に
な
る
。
お
そ
ら

く
工
業
化
が
ソ
連
で
進
展
し
、
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
が
冒
険
的
な
政
策
に
よ
っ
て
よ
り
大
き
な
危
険
を
有
す
る
に
つ
れ
、
よ
り
保
守
的
に
な
ろ

う
。
…
…
も
う
五
〇
年
も
た
つ
と
、
米
ソ
関
係
に
大
き
な
変
化
が
生
ず
る
で
あ
ろ
う
。」
ダ
レ
ス
Ｃ
Ｉ
Ａ
長
官
も
同
感
で
あ
っ
た
。
彼

は
、

ソ
ヴ
ィ
エ
ト
内
で
の
進
化
的
展
開
の
可
能
性
を
常
に
信
じ
て
き
た
」
と
言
明
し
、
国
家
情
報
評
価
「
世
界
情
勢
の
評
価
」

一
月

一
九
日
）
の
次
の
一
部
を
読
み
上
げ
た
。

よ
り
良
い
生
活
を
求
め
る
大
衆
の
希
望
が
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
内
で
増
大
し
て
い
る
。
国
内
で
は
、

諸
制
限
か
ら
の
個
人
的
自
由
の
拡
大
を
求
め
る
層
が
存
在
し
、
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
の
成
長
の
経
済
的
果
実
の
増
大
の
享
受
を
求
め
る
幅
広
い

欲
求
が
あ
る
。」
ニ
ク
ソ
ン
も
、

ソ
連
は
危
険
を
お
か
す
も
の
が
多
く
に
な
る
に
つ
れ
、
よ
り
抑
制
さ
れ
よ
う
」
と
述
べ
、
ソ
ヴ
ィ
エ

ト
体
制
の
変
容
に
期
待
を
表
明

66
し
た
。

し
か
し
冷
戦
の
軍
事
的
側
面
に
焦
点
を
絞
っ
た
ミ
サ
イ
ル
・
ギ
ャ
ッ
プ
論
争
は
止
む
こ
と
は
な
く
、
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
政
権
の
政
策

は
党
派
的
な
攻
撃
の
対
象
で
あ
り
続
け
た
。
一
月
に
は
、
政
府
の
国
防
政
策
を
一
貫
し
て
批
判
し
て
き
た
有
力
な
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の

オ
ル
ソ
ッ
プ
（Jo

sep
h
A
lso
p

）
が
五
回
連
載
の
新
聞
コ
ラ
ム
で
、
ソ
連
が
す
で
に
少
な
く
と
も
一
五
〇
基
の
Ｉ
Ｃ
Ｂ
Ｍ
を
獲
得
し
、

ア
メ
リ
カ
の
核
戦
力
を
容
易
に
破
壊
で
き
る
と
警
告
し
た
。
上
院
院
内
総
務
の
ジ
ョ
ン
ソ
ン
（L

y
n
d
o
n
B
.
Jo
h
n
so
n

）
民
主
党
上
院
議

員
は
二
月
、
ア
メ
リ
カ
が
「
拡
大
す
る
」
ソ
連
の
Ｉ
Ｃ
Ｂ
Ｍ
能
力
に
対
抗
す
る
だ
け
充
分
早
く
ミ
サ
イ
ル
計
画
を
進
め
て
い
る
の
か
と
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疑
問
を
投
げ
か
け
、
サ
イ
ミ
ン
ト
ン
上
院
議
員
も
ソ
連
の
Ｉ
Ｃ
Ｂ
Ｍ
保
有
量
は
一
年
前
の
予
測
よ
り
も
大
き
な
も
の
だ
と
断
じ
、
政
府

の
「
誤
っ
た
情
報
」
を
攻
撃
し
た
。
サ
イ
ミ
ン
ト
ン
の
情
報
に
よ
る
と
、
ミ
サ
イ
ル
・
ギ
ャ
ッ
プ
の
期
間
、
ソ
連
の
Ｉ
Ｃ
Ｂ
Ｍ
は
ア
メ

リ
カ
の
そ
れ
の
三
倍
以
上
に
及
ぶ
も
の
で
あ
っ
た
。
同
じ
頃
、
上
院
外
交
委
員
会
の
チ
ャ
ー
チ
（F

ra
n
k
C
h
u
rch

）
民
主
党
上
院
議
員

は
、
ア
メ
リ
カ
が
ソ
連
と
「
死
闘
」
を
展
開
し
て
お
り
、
ソ
連
が
「
過
去
一
五
年
間
に
世
界
の
三
分
の
一
を
獲
得
し
た
」
と
指
摘
し
、

そ
の
脅
威
の
増
大
に
警
鐘
を
鳴
ら
し
た
の
で
あ
る
。
二
月
に
発
表
さ
れ
た
ギ
ャ
ラ
ッ
プ
世
論
調
査
に
よ
る
と
、
ミ
サ
イ
ル
・
ロ
ケ
ッ
ト

開
発
競
争
に
関
す
る
質
問
で
、
ア
メ
リ
カ
が
リ
ー
ド
と
答
え
た
者
は
三
三
％
に
留
ま
り
、
ソ
連
と
答
え
た
者
は
四
七
％
に
の
ぼ
っ
て

67
い
た
。

明
ら
か
に
ミ
サ
イ
ル
・
ギ
ャ
ッ
プ
論
争
は
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
政
権
に
影
響
を
与
え
た
。
大
統
領
は
二
月
九
日
の
議
会
指
導
者
と
の
会

合
で
、
ミ
サ
イ
ル
・
ギ
ャ
ッ
プ
論
の
主
張
者
を
念
頭
に
、

彼
ら
の
中
に
は
、
国
家
安
全
保
障
を
ま
っ
た
く
顧
慮
す
る
こ
と
な
く
、
ア
メ

リ
カ
を
慌
て
さ
せ
る
こ
と
を
生
業
に
し
て
い
る
者
が
い
る
」
と
嫌
悪
感
を
露
に
し
な
が
ら
も
、
ミ
サ
イ
ル
戦
力
の
さ
ら
な
る
強
化
に
踏

み
切
る
か
ら
で
あ
っ
た
。
彼
は
四
月
一
日
の
Ｎ
Ｓ
Ｃ
の
会
合
で
、
ダ
グ
ラ
ス
（Ja

m
es
D
o
u
g
la
s

）
国
防
副
長
官
が
新
型
Ｉ
Ｃ
Ｂ
Ｍ

の
ミ
ニ
ッ
ト
マ
ン
の
一
五
〇
基
の
製
造
を
提
案
し
た
時
、

品
物
も
見
な
い
で
買
い
物
を
す
る
」
愚
か
さ
を
こ
ぼ
し
つ
つ
、
こ
の
提
案

を
し
ぶ
し
ぶ
承
諾
し
た
の
で
あ
る
。
ダ
グ
ラ
ス
に
よ
る
と
、
ミ
ニ
ッ
ト
マ
ン
を
あ
わ
せ
る
と
、
ア
メ
リ
カ
は
一
九
六
三
年
半
ば
ま
で
に

約
五
〇
〇
基
の
長
距
離
ミ
サ
イ
ル
を
獲
得
す
る
計
画
で
あ
っ
た
。
こ
れ
で
、
ア
メ
リ
カ
政
府
が
恐
れ
た
ソ
連
と
の
ミ
サ
イ
ル
・
ギ
ャ
ッ

プ
は
完
全
に
解
消
す
る
見
通
し
で
あ

68
っ
た
。

さ
ら
に
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
の
六
月
に
予
定
さ
れ
た
訪
ソ
、
期
待
さ
れ
る
米
ソ
の
一
層
の
緊
張
緩
和
は
、
民
主
党
の
批
判
に
対
す
る
有

力
な
反
論
材
料
に
な
る
は
ず
で
あ
っ
た
。
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十

Ｕ
二
機
事
件
と
封
じ
込
め
の
行
方

フ
ル
シ
チ
ョ
フ
は
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
の
訪
問
を
待
ち
望
ん
で
い
る
よ
う
で
あ
っ
た
。
彼
は
二
月
に
会
っ
た
ロ
ッ
ジ
国
連
大
使
に
、
大

統
領
は
軍
事
基
地
を
含
む
「
ソ
連
国
内
の
ど
こ
で
も
自
由
に
旅
行
で
き
る
」
と
約
束
し
、
ソ
連
の
応
対
は
「
最
大
限
友
好
的
で
あ
り
、

大
統
領
の
身
辺
上
の
警
戒
の
必
要
は
な
い
」
と
保
障
し
た
。
ソ
連
側
が
対
米
関
係
の
先
行
き
に
楽
観
的
な
こ
と
は
、
キ
ュ
ー
バ
に
対
す

る
ア
メ
リ
カ
の
軍
事
干
渉
を
否
定
し
た
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
っ
た
。
ソ
連
共
産
党
中
央
委
員
会
は
三
月
、

情
勢
の
難
し
さ
と
緊

張
の
増
大
に
か
か
わ
ら
ず
、
ア
メ
リ
カ
は
今
日
、
国
際
関
係
の
有
利
な
展
開
を
は
か
る
措
置
に
限
る
こ
と
に
満
足
し
て
お
り
、
ど
の
よ

う
な
状
況
で
あ
れ
、
一
線
を
越
え
て
キ
ュ
ー
バ
に
対
す
る
公
然
の
干
渉
を
企
て
る
こ
と
は
な
い
」
と
分
析
し
た
の
で

69
あ
る
。

し
か
し
五
月
一
日
に
ソ
連
が
上
空
を
飛
行
中
の
Ｕ
二
型
偵
察
機
を
ミ
サ
イ
ル
に
よ
っ
て
撃
墜
し
た
事
件
は
、
一
気
に
米
ソ
関
係
を
暗

転
さ
せ
た
。
当
初
フ
ル
シ
チ
ョ
フ
は
こ
の
偵
察
は
Ｃ
Ｉ
Ａ
の
指
示
に
よ
る
も
の
で
、
大
統
領
は
直
接
関
与
し
て
い
な
い
と

え
て
い
た

よ
う
で
あ
っ
た
。
し
か
し
極
秘
飛
行
の
責
任
を
認
め
た
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
に
信
頼
を
裏
切
ら
れ
た
と
感
じ
た
フ
ル
シ
チ
ョ
フ
は
、
大
統

領
の
訪
ソ
招
請
を
取
り
消
し
て
謝
罪
を
要
求
し
、
激
し
い
大
統
領
非
難
に
転
じ
た
の
で
あ
る
。
ソ
連
は
五
月
の
パ
リ
四
大
国
首
脳
会
談

を
流
産
さ
せ
、
七
月
一
日
に
は
バ
レ
ン
ツ
海
上
で
米
軍
用
機
を
撃
墜
し
た
。
秋
の
国
連
総
会
に
出
席
し
た
フ
ル
シ
チ
ョ
フ
の
一
連
の
行

動

マ
ク
ミ
ラ
ン
英
首
相
の
演
説
に
は
靴
を
も
っ
て
机
を
叩
き
、
ハ
マ
ー
シ
ョ
ル
ド
（D

a
g
H
a
m
m
a
rsk
jo
ld

）
国
連
事
務
総
長
の

演
説
に
対
し
て
は
、
拳
で
机
を
叩
く
様
子

は
国
際
社
会
に
異
様
な
衝
撃
を
与
え
た
。
彼
は
ま
た
、
国
連
総
会
出
席
の
た
め
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
の
ハ
ー
レ
ム
に
滞
在
中
の
カ
ス
ト
ロ
（F

id
el
C
a
stro

）
キ
ュ
ー
バ
首
相
を
訪
ね
、
懇
談
し
た
。
フ
ル
シ
チ
ョ
フ
の
行
動
は
確

か
に
ハ
ー
タ
ー
が
事
前
に
予
測
し
た
よ
う
に
、

国
連
総
会
を
壮
観
な
宣
伝
サ
ー
カ
ス
」
と
転
化
さ
せ
た
感
が
あ
っ
た
。
九
月
の
ト
ン

プ
ソ
ン
大
使
の
報
告
に
よ
る
と
、
ソ
連
首
相
は
「
現
在
の
ア
メ
リ
カ
の
政
権
の
残
任
期
に
米
ソ
関
係
の
問
題
を
解
決
す
る
可
能
性
は
な

い
と
確
信
し
た
」
と
語
り
、
米
ソ
関
係
の
改
善
を
当
分
あ
き
ら
め
た
よ
う
で
あ

70
っ
た
。
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と
こ
ろ
が
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
政
権
に
と
っ
て
幸
運
で
あ
っ
た
こ
と
に
、
フ
ル
シ
チ
ョ
フ
は
文
化
交
流
に
つ
い
て
は
、
別
個
の
問
題
と

え
て
い
た
の
で
あ
る
。
国
務
省
は
、
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
政
府
は
「
自
由
世
界
と
の
交
流
計
画
の
ペ
ー
ス
を
緩
め
よ
う
と
は
し
て
い
な
い
」

と
観
察
し
、
こ
の
事
態
を
歓
迎
し
た
。
ト
ン
プ
ソ
ン
大
使
は
六
月
四
日
、
ピ
ア
ニ
ス
ト
の
ク
ラ
イ
バ
ー
ン
を
迎
え
た
「
昨
晩
の
夕
食
会

で
、
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
の
文
化
担
当
の
役
人
は
非
常
に
礼
儀
正
し
く
、
政
治
的
話
題
を
注
意
深
く
避
け
た
。
一
般
的
に
い
っ
て
、
米
ソ
の
接

触
の
反
応
は
友
好
的
な
そ
れ
で
あ
る
」
と
報
告
し
た
。
翌
月
の
ク
ラ
イ
バ
ー
ン
の
歓
迎
昼
食
会
で
も
、
ジ
ュ
ー
コ
フ
（G

eo
rg
i
A
.

Z
h
u
k
o
v

）
文
化
相
、
ピ
ア
ニ
ス
ト
の
ギ
レ
リ
ス
（E

m
il
G
ilels

）
ら
は
、
ア
メ
リ
カ
側
に
「
文
化
関
係
の
分
野
で
緊
張
の
増
大
は
な
い

こ
と
を
強
調
し
た
」
の
で

71
あ
る
。

七
月
一
八
日
、
在
モ
ス
ク
ワ
大
使
館
の
フ
リ
ー
ア
ズ
は
、
Ｕ
二
機
事
件
を
契
機
に
米
ソ
の
政
治
関
係
が
「
深
刻
に
損
な
わ
れ
て
い

る
」
こ
の
時
期
に
、
ア
メ
リ
カ
文
化
が
「
逆
説
的
で
は
あ
る
が
、
ソ
連
の
広
い
地
域
に
広
ま
り
、
批
評
家
レ
ベ
ル
、
一
般
大
衆
レ
ベ
ル

で
非
常
な
成
功
を
収
め
て
い
る
」
と
観
察
し
た
。
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
〞
マ
イ
・
フ
ェ
ア
・
レ
デ
ィ

の
モ
ス
ク
ワ
、
レ
ー
ニ
ン
グ
ラ
ー
ド
、

キ
エ
フ
公
演
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ニ
ス
ト
の
ス
タ
ー
ン
の
モ
ス
ク
ワ
、
レ
ー
ニ
ン
グ
ラ
ー
ド
、
キ
エ
フ
、
オ
デ
ッ
サ
、
ヴ
ィ
ル
ニ
ウ
ス
、
リ

ガ
、
ミ
ン
ス
ク
、
タ
シ
ケ
ン
ト
公
演
、
オ
ペ
ラ
歌
手
の
ピ
ー
タ
ー
ズ
（R

o
b
erta

P
eters

）
の
モ
ス
ク
ワ
、
バ
ク
ー
、
ト
ビ
リ
シ
、
エ

レ
バ
ン
、
レ
ー
ニ
ン
グ
ラ
ー
ド
公
演
は
大
好
評
で
あ
り
、
ク
ラ
イ
バ
ー
ン
は
「
現
在
、
ほ
と
ん
ど
騒
動
に
近
い
人
気
を
誇
っ
て
い
る
」

と
報
告
し
た
。
と
く
に
ク
ラ
イ
バ
ー
ン
に
対
す
る
称
賛
は
「
あ
る
種
の
大
衆
ヒ
ス
テ
リ
ー
に
部
分
的
に
は
帰
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ

る
」
と
説
明
し
た
。
そ
の
称
賛
は
「
一
五
歳
か
ら
六
五
歳
の
女
性
か
ら
」
や
っ
て
き
て
お
り
、

も
し
ク
ラ
イ
バ
ー
ン
が
二
本
の
指
で

箸
を
操
っ
て
も
、
彼
の
〞
観
客

は
〞
ヴ
ァ
ー
ニ
ヤ

と
熱
烈
に
叫
び
、
花
束
を
投
げ
か
け
、
彼
の
衣
装
を
握
り
し
め
、
通
り
を
追
い

か
け
、
彼
の
ホ
テ
ル
の
前
で
辛
抱
強
く
、
彼
が
窓
か
ら
親
し
げ
に
手
を
振
る
の
を
待
つ
」
と
い
う
状
態
で
あ
っ
た
。
ソ
連
生
ま
れ
の
ス

タ
ー
ン
は
ロ
シ
ア
語
を
話
し
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ニ
ス
ト
の
オ
イ
ス
ト
ラ
フ
（D

a
v
id
O
istra

k
h

）
や
コ
ー
ガ
ン
（L

eo
n
id
K
o
g
a
n

、
ギ
レ

リ
ス
と
の
「
個
人
的
親
交
」
を
も
っ
て
い
る
と
い
う
利
点
も
あ
り
、

大
変
な
大
衆
的
成
功
と
批
評
家
の
成
功
」
を
収
め
て
い
た
。
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フ
リ
ー
ア
ズ
は
結
論
と
し
て
、
こ
の
種
の
計
画
の
「
継
続
と
拡
大
」
を
勧
告
し
、
そ
う
す
る
こ
と
で
、「
ア
メ
リ
カ
の
文
化
が
実
際

に
あ
る
が
ま
ま
に
、
す
な
わ
ち
活
気
が
あ
っ
て
、
多
方
面
に
わ
た
り
、
自
由
で
、
表
現
力
に
溢
れ
、
多
才
な
力
を
も
ち
、
そ
れ
が
わ
れ

わ
れ
の
生
活
様
式
の
一
部
で
あ
る
、
と
認
識
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
」
と
書
き
送
っ
た
の
で

72
あ
る
。

ア
メ
リ
カ
大
使
館
の
文
化
担
当
の
参
事
官
ブ
ラ
デ
ィ
の
七
月
末
の
報
告
で
は
、
ア
メ
リ
カ
の
映
画
は
「
相
当
の
人
気
を
享
受
し
て
」

お
り
、
た
と
え
ば
モ
ス
ク
ワ
の
二
つ
の
映
画
館
で
上
映
中
の
エ
リ
ザ
ベ
ス
・
テ
ー
ラ
ー
（E

liza
b
eth
T
a
y
lo
r

）
主
演
の
『
ラ
プ
ソ
デ
ィ

ー
』
は
「
熱
狂
的
な
」
な
反
応
を
得
て
い
た
。
そ
の
他
に
『
ロ
ー
マ
の
休
日
』
も
モ
ス
ク
ワ
で
、『
リ
リ
ー
』
が
ヤ
ル
タ
、
ト
ビ
リ
シ

で
、『
イ
ヴ
の
す
べ
て
』
が
エ
レ
バ
ン
で
上
映
さ
れ
て

73
い
た
。

し
か
も
Ｖ
Ｏ
Ａ
に
対
す
る
妨
害
は
Ｕ
二
機
事
件
直
後
は
「
大
規
模
」
で
あ
っ
た
が
、
じ
き
に
「
選
択
的
な
妨
害
」
に
代
わ
り
、
ソ
連

政
府
が
全
面
的
な
妨
害
に
で
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
ダ
レ
ス
Ｃ
Ｉ
Ａ
長
官
の
観
察
で
は
、
フ
ル
シ
チ
ョ
フ
は
軍
事
費
を
増
や
す
こ
と
は

な
く
、
東
ド
イ
ツ
と
の
平
和
条
約
を
急
ぐ
こ
と
も
な
く
、
実
際
の
対
応
は
落
ち
着
い
て
お
り
、

国
際
情
勢
の
一
層
の
悪
化
を
防
ぐ
」

意
図
が
あ
っ
た
。
ソ
連
は
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
で
の
核
実
験
の
停
止
を
め
ぐ
る
協
議
を
続
け
、
核
実
験
の
停
止
を
一
方
的
に
破
る
こ
と
は
な
か

74
っ
た
。

結
局
、
米
ソ
交
流
に
と
り
一
九
六
〇
年
は
悪
い
年
で
は
な
か
っ
た
。
レ
イ
シ
ー
大
使
は
ボ
ー
レ
ン
に
対
し
て
、

政
治
的
雰
囲
気
の

悪
化
に
か
か
わ
ら
ず
、
一
九
六
〇
年
は
ソ
連
と
の
実
務
的
な
接
触
と
交
流
の
継
続
に
よ
っ
て
特
徴
づ
け
ら
れ
た
」
と
報
告
し
た
。
彼
は

と
り
わ
け
映
画
交
流
を
「
最
も
成
功
し
た
分
野
の
一
つ
」
と
評
価
し
、
ア
メ
リ
カ
映
画
が
ソ
連
で
「
満
足
す
る
べ
き
暖
か
い
反
応
」
を

得
て
い
る
と
記
し
た
。
観
光
も
順
調
で
、
一
九
六
〇
年
に
ソ
連
を
訪
れ
た
ア
メ
リ
カ
人
観
光
客
は
前
年
並
み
の
一
万
二
〇
〇
〇
名
を
維

持
し
、
ア
メ
リ
カ
に
や
っ
て
き
た
ソ
連
人
観
光
客
は
少
し
増
え
、
約
五
〇
〇
名
で
あ
っ
た
。
国
務
省
の
調
査
で
は
、
ソ
連
の
西
側
世
界

全
体
と
の
交
流
は
前
年
よ
り
一
二
％
増
え
て

75
い
た
。

ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
が
設
置
し
た
海
外
広
報
活
動
大
統
領
委
員
会
は
一
九
六
〇
年
一
二
月
に
報
告
書
を
提
出
し
た
。
こ
の
文
書
は
教
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育
・
文
化
交
流
計
画
に
は
「
大
い
な
る
、
し
か
し
今
だ
充
分
に
利
用
さ
れ
て
い
な
い
機
会
」
が
あ
る
と
指
摘
し
、

国
際
情
勢
の
変
化
」

は
こ
れ
ら
の
交
流
計
画
の
「
と
く
に
早
急
な
拡
大
」
を
必
要
と
し
て
い
る
と
主
張
し
た
。
と
り
わ
け
ソ
連
・
東
欧
諸
国
と
の
交
流
計
画

に
つ
い
て
は
、
次
の
よ
う
に
勧
告
し
た
。

ソ
ヴ
ィ
エ
ト
で
は
、
…
…
個
人
の
自
由
の
拡
大
と
非
共
産
圏
と
の
接
触
の
拡
大
に
対
す
る

圧
力
の
増
大
が
あ
る
。
…
…
わ
が
国
は
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
圏
の
政
府
の
敵
対
性
と
侵
略
性
を
幾
ら
か
で
も
減
少
さ
せ
、
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
圏
で
の

摩
擦
を
増
や
す
こ
と
を
狙
い
、
あ
ら
ゆ
る
機
会
を
と
ら
え
、
影
響
、
情
報
、
そ
し
て
思
想
を
も
っ
て
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
圏
に
浸
透
す
る
こ
と

が
重
要
だ
。
充
分
な
予
算
が
、
博
覧
会
、
文
化
展
示
、
出
版
物
の
交
流
や
他
の
広
報
活
動
の
機
会
を
十
全
に
利
用
す
る
た
め
に
準
備
さ

れ
る
べ
き
で

76
あ
る
。」

ア
メ
リ
カ
政
府
は
一
二
月
に
東
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
の
な
か
で
初
め
て
ル
ー
マ
ニ
ア
と
の
間
で
文
化
交
流
協
定
を
締
結
し
、
こ
の
地
域

に
重
要
な
橋
頭
堡
を
得
た
の
で

77
あ
る
。

こ
の
間
、
ア
メ
リ
カ
に
と
っ
て
好
ま
し
い
こ
と
に
、
中
ソ
関
係
の
悪
化
は
続
い
て
い
る
よ
う
で
あ
っ
た
。
ボ
ー
レ
ン
は
、
Ｕ
二
機
事

件
後
の
ソ
連
の
厳
し
い
対
米
姿
勢
に
は
、
北
京
と
の
問
題
が
関
係
し
て
お
り
、

中
国
を
出
し
抜
く
た
め
に
、
好
戦
的
な
路
線
を
と
っ

て
い
る
」
と
観
察
し
た
。
こ
の
解
釈
に
ト
ン
プ
ソ
ン
も
同
感
で
あ
っ
た
。
ダ
レ
ス
Ｃ
Ｉ
Ａ
長
官
は
六
月
の
ル
ー
マ
ニ
ア
共
産
党
大
会
に

お
け
る
中
ソ
対
立
に
言
及
し
、

合
意
の
た
め
の
方
式
を
見
い
だ
す
努
力
」
が
な
さ
れ
た
が
、

成
功
し
な
か
っ
た
」
と
推
測
し
た
。
そ

の
後
ソ
連
は
七
月
に
、
中
国
か
ら
専
門
家
と
技
術
者
の
引
き
揚
げ
を
発
表
し
た
。
ダ
レ
ス
は
八
月
一
八
日
の
Ｎ
Ｓ
Ｃ
の
会
合
で
、
過
去

数
週
間
の
情
報
収
集
の
結
果
、

共
産
中
国
と
ソ
連
の
間
の
摩
擦
は
以
前
の
評
価
よ
り
も
深
刻
で
あ
る
」
と
報
告
し
、
一
二
月
八
日
の

会
合
で
は
、
モ
ス
ク
ワ
で
開
催
さ
れ
た
世
界
八
一
ヶ
国
共
産
党
・
労
働
者
党
代
表
会
議
の
席
上
、
中
国
の
代
表
に
対
し
て
フ
ル
シ
チ
ョ

フ
が
「
二
度
冷
静
さ
を
失
い

、
会
議
後
の
宣
言
は
「
何
も
解
決
し
て
い
な
い
」
と
解
説
し
た
の
で

78
あ
る
。

し
か
し
ア
メ
リ
カ
国
内
で
は
、
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
外
交
に
対
す
る
厳
し
い
批
判
が
和
ら
ぐ
こ
と
は
な
か
っ
た
。
む
し
ろ
Ｕ
二
機
事
件

と
フ
ル
シ
チ
ョ
フ
の
高
圧
的
な
対
応
は
、
ア
メ
リ
カ
国
民
の
対
ソ
強
硬
路
線
を
助
長
し
た
よ
う
で
あ
っ
た
。
ケ
ネ
デ
ィ
上
院
議
員
は
六
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月
の
上
院
本
会
議
で
の
演
説
で
、

ソ
ヴ
ィ
エ
ト
の
世
界
制
覇
計
画
」
に
対
抗
す
る
に
あ
た
り
国
防
予
算
の
増
額
を
含
め
た
対
策
を
提

案
し
た
上
で
、

ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
大
統
領
は
政
策
を
有
す
る
代
わ
り
に
、
ロ
シ
ア
人
に
対
し
て
微
笑
み
か
け
、
国
務
省
は
眉
を
ひ
そ

め
た
。
ニ
ク
ソ
ン
氏
は
そ
の
両
方
を
試
み
た
。
…
…
フ
ル
シ
チ
ョ
フ
氏
が
力
の

衡
が
ソ
連
有
利
に
傾
い
て
い
る
と
確
信
し
て
い
る
限

り
、
微
笑
も
強
硬
さ
も
、
キ
ャ
ン
プ
・
デ
ー
ヴ
ィ
ッ
ド
も
台
所
論
争
も
彼
を
有
益
な
交
渉
に
向
か
わ
せ
る
こ
と
は
で
き
な
い
」
と
宣
言

し
、
政
府
の
対
応
を
微
温
だ
と
し
て
攻
撃
し
た
の
で

79
あ
る
。

ケ
ネ
デ
ィ
は
七
月
に
民
主
党
の
大
統
領
指
名
を
得
る
や
、
国
家
安
全
保
障
政
策
に
関
す
る
作
業
委
員
会
を
発
足
さ
せ
、
ニ
ッ
ツ
ェ

（P
a
u
l
H
.
N
itze

）
を
そ
の
長
に
指
名
し
た
。
ニ
ッ
ツ
ェ
は
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
政
権
の
封
じ
込
め
に
対
す
る
最
も
先
鋭
的
な
批
判
者
と

し
て
知
ら
れ
て
き
た
人
物
で
、
一
九
五
七
年
の
ゲ
イ
サ
ー
文
書
の
主
要
起
草
者
で
あ
っ
た
。
一
二
月
ま
で
に
ま
と
ま
っ
た
作
業
委
員
会

の
報
告
書
は
、

短
期
的
な
抑
止
ギ
ャ
ッ
プ
の
克
服
」
と
「
わ
が
国
の
全
面
戦
争
能
力
に
影
響
を
与
え
る
長
期
的
決
定
」
の
必
要
を
言

い
、
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
政
権
は
「
わ
が
国
が
限
定
戦
争
に
お
い
て
核
兵
器
に
依
存
す
る
程
度
の
問
題
に
、
明
確
に
対
処
し
た
こ
と
は
な

か
っ
た
。
…
…
予
算
上
の
圧
力
と
よ
り
大
き
な
全
面
戦
争
能
力
の
圧
力
は
わ
が
国
の
非
核
軍
事
能
力
の
継
続
的
圧
迫
を
も
た
ら
し
た
」

と
批
判
し
、
新
た
な
安
全
保
障
戦
略
の
採
用
と
核
・
通
常
兵
力
の
双
方
の
増
強
を
提
言
し
た
。
そ
し
て
こ
の
報
告
書
は
、
翌
年
度
の
国

防
費
と
し
て
「
お
そ
ら
く
三
〇
億
ド
ル
の
増
加

、

将
来
は
さ
ら
な
る
増
加
」
を
要
す
る
と
述
べ
た
の
で
あ
る
。
有
力
な
民
主
党
大
統

領
候
補
で
あ
っ
た
サ
イ
ミ
ン
ト
ン
上
院
議
員
も
九
月
、
ケ
ネ
デ
ィ
に
次
の
よ
う
に
語
り
、
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
政
権
の
政
策
を
痛
罵
し

た
。

現
政
権
は
ミ
サ
イ
ル
計
画
に
不
充
分
な
財
源
と
優
先
を
付
与
し
続
け
て
き
た
。
…
…
決
し
て
明
確
で
も
健
全
で
も
な
い
理
由
で
、

現
政
権
は
共
産
主
義
陣
営
が
こ
の
新
た
な
兵
器
﹇
Ｉ
Ｃ
Ｂ
Ｍ
﹈
の
生
産
量
で
少
な
く
と
も
三
対
一
の
リ
ー
ド
の
獲
得
を
許
容
し
て
き

た
。
…
…
わ
れ
わ
れ
は
国
防
に
対
す
る
資
源
の
こ
の
不
充
分
な
適
用
を
矯
正
す
る
早
急
な
手
段
を
講
じ
な
け
れ
ば
、
世
界
に
お
け
る
立

場
を
さ
ら
に
失
う
こ
と
を
予
期
す
る
だ
け
で

80
あ
る
。」

共
和
党
の
大
統
領
候
補
に
指
名
さ
れ
る
こ
と
が
確
実
な
ニ
ク
ソ
ン
副
大
統
領
も
、
こ
の
問
題
で
は
何
ら
か
の
対
応
を
し
な
け
れ
ば
な
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ら
な
い
と

え
て
い
た
。
彼
は
党
内
の
ラ
イ
バ
ル
で
、
か
ね
て
年
額
三
五
億
ド
ル
の
国
防
費
増
を
説
き
、
大
統
領
の
軍
事
政
策
に
批
判

的
で
あ
っ
た
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
（N

elso
n
A
.
R
o
ck
efeller

）
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
知
事
と
七
月
下
旬
会
談
し
、
合
意
に
達
し
た
。
こ
こ

で
二
人
は
、

ア
メ
リ
カ
は
わ
が
国
の
防
衛
体
制
を
強
化
す
る
に
必
要
な
計
画
を
充
分
に
履
行
す
る
た
め
に
、
軍
事
費
の
増
加
を
し
な

け
れ
ば
な
ら
ず
、
ま
た
そ
の
増
加
を
賄
う
こ
と
が
で
き
る
。
ア
メ
リ
カ
の
安
全
に
価
格
の
上
限
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
」
と
声
明
し
た

の
で
あ
る
。
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
の
政
策
の
事
実
上
の
拒
否
で
あ
り
、
彼
を
い
た
く
失
望
さ
せ
る
内
容
で
あ

81
っ
た
。

大
統
領
は
六
〇
年
春
、
自
省
を
込
め
て
、
国
防
支
出
増
の
過
程
を
回
顧
し
た
。
そ
こ
に
は
軍
事
費
の
高
い
伸
び
を
唱
え
る
ケ
ネ
デ

ィ
、
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
ら
に
対
す
る
非
難
が
あ
っ
た
。

予
算
は
朝
鮮
戦
争
の
結
果
、
だ
い
た
い
七
三
〇
億
ド
ル
に
ま
で
増
大
し
た
。

朝
鮮
戦
争
の
前
の
国
防
予
算
は
一
二
九
億
ド
ル
の
水
準
で
あ
っ
た
が
、
今
や
四
一
〇
億
ド
ル
に
達
し
た
。
…
…
予
算
を
充
分
に
削
減
す

る
前
に
、
ス
プ
ー
ト
ニ
ク
が
あ
っ
た
…
…
。
現
在
振
り
返
る
と
、
ア
メ
リ
カ
の
一
部
で
の
ほ
と
ん
ど
ヒ
ス
テ
リ
ー
と
い
っ
て
い
い
状
況

の
故
に
、
軍
事
費
で
は
た
ぶ
ん
少
々
過
大
な
こ
と
を
や
っ
た
。
…
…
政
策
決
定
は
決
し
て
恐
怖
の
も
と
で
な
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
。

…
…
現
在
で
も
、
国
民
の
不
興
を
か
う
こ
と
を
恐
れ
て
、
決
定
が
な
さ
れ
る
こ
と
を
懸
念
し
て
い
る
。
…
…
国
民
が
求
め
て
い
る
か
ら

と
い
っ
て
、
連
邦
予
算
を
毎
年
増
や
す
こ
と
は
必
要
で
は
な
い
…
…
。
…
…
現
在
の
八
一
〇
億
ド
ル
の
予
算
水
準
を
前
に
、
政
治
的
影

響
力
を
有
す
る
層
を
宥
和
す
る
た
め
に
予
算
増
を
お
こ
な
う
こ
と
は
、
国
家
に
損
害
を
与
え
て
い
る
と

82
思
う
。」

ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
は
最
後
ま
で
大
量
報
復
戦
略
に
固
執
し
た
。
前
年
に
陸
軍
参
謀
総
長
を
退
任
し
た
ば
か
り
の
テ
イ
ラ
ー
（M

a
x
-

w
ell
D
.
T
a
y
lo
r

）
将
軍
が
大
量
報
復
戦
略
に
代
わ
っ
て
限
定
戦
争
に
備
え
る
「
柔
軟
反
応
戦
略
」
を
提
唱
し
、
さ
ら
に
国
務
省
も
大

量
報
復
戦
略
の
修
正
を
求
め
る
こ
と
で
は
一
致
し
て
い
た
。
ス
ミ
ス
国
務
次
官
補
は
一
〇
月
一
四
日
の
省
内
で
の
会
合
で
、
ア
メ
リ
カ

の
通
常
兵
力
の
不
足
に
改
め
て
危
惧
を
も
ら
し
、
政
府
は
「
真
正
面
よ
り
、
そ
の
政
治
的
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
に
照
ら
し
、
限
定
戦
争
に

充
分
な
能
力
を
有
し
て
い
る
の
か
と
い
う
問
題
に
対
処
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
指
摘
し
た
。
マ
ー
チ
ャ
ン
ト
次
官
も
、
中
ソ
の

「
限
定
行
動
の
可
能
性
は
明
ら
か
に
増
大
し
て
い
る
」
と
警
告
し
、

侵
略
に
対
す
る
軍
事
反
応
に
つ
い
て
多
目
的
で
柔
軟
な
能
力
の
必
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要
が
あ
る
」
と
提
案
し
た
。
ハ
ー
タ
ー
長
官
も
通
常
兵
力
が
「
遅
れ
て
い
る
」
と
事
態
を
憂
慮
し
た
の
で

83
あ
る
。

だ
が
大
統
領
の

え
に
変
わ
り
は
な
か
っ
た
。
彼
は
九
月
一
五
日
の
Ｎ
Ｓ
Ｃ
の
会
合
で
、

わ
れ
わ
れ
の
関
心
の
大
部
分
は
抑
止
に

集
中
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
…
…
。
小
規
模
な
限
定
戦
争
に
関
す
る
多
く
の
議
論
が
あ
る
よ
う
だ
が
、
私
の
見
解
で
は
、
こ
う
し
た
戦

争
は
全
面
戦
争
に
容
易
に
発
展
す
る
」
と
述
べ
、
限
定
戦
争
が
限
定
的
で
は
あ
り
得
な
い
と
論
じ
た
。
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
は
「
軍
備
の

あ
ら
ゆ
る
分
野
で
ア
メ
リ
カ
が
優
越
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
の

え
を
退
け
、

限
定
戦
争
が
全
面
戦
争
を
引
き
起
こ
す
こ

と
な
く
起
き
る
と
想
定
す
る
こ
と
は
、
危
険
で
あ
る
。
…
…
わ
が
国
の
主
要
な
努
力
は
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
に
対
し
て
、
ソ
連
が
何
を
し
よ
う

が
、
も
し
ア
メ
リ
カ
を
攻
撃
す
る
な
ら
ば
、
破
壊
の
雨
に
あ
う
こ
と
を
納
得
さ
せ
る
こ
と
に
傾
注
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
」
と
再
度
強
調

し
、
ア
メ
リ
カ
が
「
本
当
に
懸
念
す
る
べ
き
唯
一
の
戦
争
は
全
面
的
な
核
戦
争
」
と
の
立
場
を
崩
さ
な
か
っ
た
の
で

84
あ
る
。

結
局
、
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
大
統
領
は
こ
の
年
、
基
本
的
な
安
全
保
障
政
策
の
文
書
の
策
定
を
命
ず
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
明
ら
か

に
、
限
定
戦
争
を
め
ぐ
る
議
論
を
避
け
る
気
持
ち
が
働
い
て
い
た
。
六
月
末
現
在
の
ア
メ
リ
カ
の
兵
力
は
約
二
四
七
万
八
〇
〇
〇
名

で
、
前
年
よ
り
さ
ら
に
減
っ
て
い
た
。
し
か
し
そ
の
一
方
で
、
年
末
ま
で
に
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
は
、
六
四
年
半
ば
ま
で
の
総
計
五
四
〇

基
の
ミ
ニ
ッ
ト
マ
ン
の
建
設
計
画
を
承
諾
し
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
豊
富
な
核
攻
撃
力
を
維
持
す
る
大
量
報
復
戦
略
に
則
っ
た
手
段
で

あ
っ
た
が
、
同
時
に
ミ
サ
イ
ル
・
ギ
ャ
ッ
プ
論
の
圧
力
に
屈
し
た
措
置
で
も
あ

85
っ
た
。

激
し
い
大
統
領
選
挙
戦
を
戦
う
ニ
ク
ソ
ン
、
そ
し
て
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
に
大
き
な
政
治
的
打
撃
を
与
え
た
の
が
、
一
〇
月
に
メ
デ
ィ

ア
に
漏
洩
し
た
合
衆
国
広
報
庁
の
調
査
結
果
で
あ
っ
た
。
こ
の
調
査
に
よ
る
と
、
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
ほ
と
ん
ど
の
国
で
よ
り
多
く
の
人

が
宇
宙
開
発
で
は
ソ
連
が
先
行
し
て
い
る
と
信
じ
て
い
る
ば
か
り
か
、
二
〇
年
か
ら
二
五
年
後
に
は
ソ
連
が
ア
メ
リ
カ
よ
り
も
強
力
に

な
る
と
信
じ
て
い
る
か
ら
で
あ
っ
た
。
こ
れ
よ
り
少
し
前
の
六
〇
年
二
月
に
発
表
さ
れ
た
ギ
ャ
ラ
ッ
プ
世
論
調
査
で
も
、
西
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
諸
国
の
中
で
、
ギ
リ
シ
ア
以
外
の
フ
ラ
ン
ス
、
イ
ギ
リ
ス
、
オ
ラ
ン
ダ
、
ス
イ
ス
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
、
西
ド
イ
ツ
の
す
べ
て
の
国
で
多

く
の
人
が
一
〇
年
後
の
科
学
の
分
野
で
指
導
的
な
国
家
と
し
て
ソ
連
の
方
を
あ
げ
、
合
衆
国
広
報
庁
の
調
査
と
同
様
の
結
果
を
示
し
た
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の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
ア
メ
リ
カ
の
威
信
が
低
下
し
て
い
る
と
主
張
す
る
ケ
ネ
デ
ィ
の
議
論
を
立
証
し
た
か
に
思
え
る
内
容
で
あ
っ

た
。
ケ
ネ
デ
ィ
は
繰
り
返
し
こ
の
問
題
に
触
れ
、

海
外
で
の
ア
メ
リ
カ
の
威
信
の
衰
退
は
わ
が
国
の
基
地
、
同
盟
、
安
全
保
障
、
そ

し
て
平
和
そ
の
も
の
を
脅
か
し
て
い
る
。
わ
が
国
は
今
一
度
、
世
界
で
良
き
善
隣
者
と
し
て
尊
敬
さ
れ
て
良
い
時
で
あ
る
」
と
主
張
し

た
の
で

86
あ
る
。

こ
の
間
、
大
統
領
の
支
持
率
は
低
落
し
て
い
た
。
一
九
六
〇
年
一
月
に
は
七
一
％
を
誇
っ
た
高
い
支
持
率
は
六
月
に
は
六
一
％
に
、

一
〇
月
に
は
五
八
％
に
落
ち
込
ん
だ
。
大
統
領
は
心
臓
病
と
い
う
持
病
を
か
か
え
、
ニ
ク
ソ
ン
の
選
挙
応
援
に
赴
い
た
の
は
僅
か
に
数

回
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
一
一
月
の
大
統
領
選
挙
で
は
、
ケ
ネ
デ
ィ
が
一
般
投
票
で
わ
ず
か
一
二
万
票
ほ
ど
の
差
を
つ
け
て
、
勝
利
を
収

め
た
。
ケ
ネ
デ
ィ
辛
勝
の
背
景
に
は
、
ア
メ
リ
カ
は
漂
流
し
、
ソ
連
の
挑
戦
に
決
然
と
答
え
て
い
な
い
と
感
じ
る
多
く
の
国
民
の
説
得

に
大
統
領
が
失
敗
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
大
統
領
が
二
月
に
、
有
識
者
か
ら
な
る
「
国
家
目
標
委
員
会
」
を
設
置
し
た
こ
と
自
体
、
国

民
の
不
安
に
答
え
よ
う
と
し
た
試
み
で
あ

87
っ
た
。

一
九
六
〇
年
は
大
統
領
に
と
っ
て
失
望
が
多
い
一
年
で
あ
っ
た
。
訪
ソ
の
中
止
の
み
な
ら
ず
、
日
本
訪
問
も
新
安
保
条
約
に
反
対
す

る
激
し
い
デ
モ
で
流
れ
て
し
ま
っ
た
。
そ
し
て
十
一
月
の
選
挙
の
ニ
ク
ソ
ン
の
惜
敗
で
あ
っ
た
。
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
は
ケ
ネ
デ
ィ
の
勝

利
に
、
過
去
八
年
間
の
自
分
の
政
策
の
拒
否
を
感
じ
た
の
で

88
あ
る
。

た
だ
し
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
政
権
の
封
じ
込
め
政
策
に
問
題
が
な
い
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
ま
ず
、
ミ
サ
イ
ル
・
ギ
ャ
ッ
プ
の
存
在
を

否
定
し
、
軍
事
予
算
の
大
幅
な
増
額
に
踏
み
切
る
こ
と
は
拒
否
し
た
も
の
の
、
ミ
サ
イ
ル
・
ギ
ャ
ッ
プ
論
に
影
響
を
受
け
、
大
規
模
な

ミ
サ
イ
ル
戦
力
の
強
化
を
決
定
し
た
。
そ
れ
は
最
終
的
に
は
、
六
〇
年
代
半
ば
ま
で
に
約
一
二
〇
〇
基
の
戦
略
ミ
サ
イ
ル
を
建
設
す
る

膨
大
な
計
画
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、
ミ
サ
イ
ル
・
ギ
ャ
ッ
プ
は
お
そ
ら
く
存
在
し
な
い
と
い
う
大
統
領
の
健
全
な
直
感
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
と
ら
れ
た
方
針
で
あ
っ
た
。
ケ
ネ
デ
ィ
次
期
政
権
が
柔
軟
反
応
戦
略
を
採
択
し
、
通
常
兵
力
の
増
強
に
乗
り
出
す
こ
と
が
で
き
た

前
提
に
は
、
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
が
残
し
た
こ
の
ミ
サ
イ
ル
計
画
が
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
は
ア
メ
リ
カ
の
強
い
立
場
に
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関
す
る
明
快
な
説
明
に
欠
い
て
い
た
。
ケ
ネ
デ
ィ
政
権
で
国
家
安
全
保
障
問
題
担
当
大
統
領
補
佐
官
に
就
く
バ
ン
デ
ィ
（M

cG
eo
rg
e

B
u
n
d
y

）
が
述
懐
す
る
よ
う
に
、
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
は
な
ぜ
ミ
サ
イ
ル
・
ギ
ャ
ッ
プ
論
を
信
じ
な
か
っ
た
の
か
、
そ
の
理
由
を
国
民
に

は
っ
き
り
と
述
べ
ず
、
ま
た
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
の
指
導
者
が
こ
の
種
の
重
大
な
問
題
で
は
好
戦
的
な
言
辞
に
か
か
わ
ら
ず
、
極
度
に
慎
重
で

あ
る
こ
と
を
や
は
り
公
に
語
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
は
賢
明
な
こ
と
を
や
り
、
愚
か
な
こ
と
に
抵
抗
し
た
が
、
彼

ほ
ど
事
態
を
理
解
し
て
い
な
い
人
物
が
主
導
す
る
国
民
的
議
論
の
継
続
を
許
容
し
て
し
ま
っ
た
の
で

89
あ
る
。」

第
三
に
、
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
政
権
の
第
三
世
界
政
策
、
と
く
に
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
ス
カ
ル
ノ
（S

o
e
S
u
k
a
rn
o

）
政
権
の
転
覆
工
作
、

キ
ュ
ー
バ
に
対
す
る
硬
直
し
た
姿
勢
、
イ
ン
ド
シ
ナ
に
対
す
る
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
の
深
化
、
そ
し
て
コ
ン
ゴ
動
乱
へ
の
関
与
は
い
ず
れ

も
ケ
ネ
デ
ィ
政
権
に
負
の
遺
産
を
残
す
も
の
で
あ
っ
た
。
大
統
領
は
す
で
に
Ｃ
Ｉ
Ａ
立
案
の
キ
ュ
ー
バ
侵
攻
作
戦
を
承
認
し
、
あ
と
は

そ
の
実
施
を
待
つ
ば
か
り
で
あ

90
っ
た
。

最
後
に
、
一
九
六
〇
年
末
に
は
、
再
び
国
際
的
な
影
響
を
与
え
か
ね
な
い
事
件
が
ア
メ
リ
カ
国
内
で
、
し
か
も
首
都
の
近
郊
で
起
き

た
。
第
三
世
界
に
広
ま
る
冷
戦
を
戦
う
上
で
、
ア
メ
リ
カ
が
回
避
で
き
な
い
問
題
、
す
な
わ
ち
人
種
問
題
で
あ
っ
た
。
発
端
は
一
一
月

に
、
ワ
シ
ン
ト
ン
で
大
統
領
に
信
任
状
を
提
出
し
た
ば
か
り
の
中
央
ア
フ
リ
カ
共
和
国
の
国
連
代
表
が
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
戻
る
帰
途
、

ボ
ル
テ
ィ
モ
ア
の
レ
ス
ト
ラ
ン
で
食
事
の
サ
ー
ビ
ス
を
拒
否
さ
れ
た
こ
と
で
あ
っ
た
。
ア
メ
リ
カ
の
国
連
代
表
部
は
事
件
が
「
す
べ
て

の
ア
フ
リ
カ
諸
国
の
代
表
に
知
ら
れ
て
い
る
」
と
国
務
省
に
報
告
し
、
大
統
領
が
謝
罪
の
手
紙
を
送
る
よ
う
に
提
案
し
た
。
ハ
ー
タ
ー

国
務
長
官
の
勧
告
を
い
れ
、
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
大
統
領
は
中
央
ア
フ
リ
カ
共
和
国
代
表
に
宛
て
、

非
常
に
不
幸
な
出
来
事
」
に
対
す

る
「
深
い
遺
憾
の
意
」
を
表
明
し
、
政
府
が
「
国
内
に
お
け
る
そ
の
よ
う
な
事
件
の
原
因
の
除
去
に
努
力
し
て
お
り
、
わ
が
国
の
努
力

が
こ
の
目
標
に
向
か
っ
て
続
く
で
あ
ろ
う
」
と
約
束
し
た
の
で

91
あ
る
。

モ
ス
ク
ワ
に
お
け
る
台
所
論
争
が
経
済
競
争
の
重
要
性
を
示
し
た
よ
う
に
、
こ
の
事
件
は
ア
メ
リ
カ
が
国
内
の
人
種
差
別
に
真
剣
に

対
処
す
る
必
要
を
改
め
て
迫
る
も
の
で
あ
っ
た
。
す
で
に
こ
の
年
の
二
月
に
は
、
ノ
ー
ス
・
カ
ロ
ラ
イ
ナ
州
の
黒
人
学
生
に
よ
っ
て
、
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白
人
顧
客
の
み
へ
の
サ
ー
ビ
ス
に
抗
議
す
る
座
り
込
み
、
い
わ
ゆ
る
「
シ
ッ
ト
イ
ン
」
が
始
ま
っ
て
い
た
。
キ
ン
グ
（M

a
rtin

L
u
th
-

er
K
in
g
,
Jr.

）
牧
師
の
モ
ン
ト
ゴ
メ
リ
ー
（
ア
ラ
バ
マ
州
）
に
お
け
る
バ
ス
会
社
に
対
す
る
ボ
イ
コ
ッ
ト
運
動
に
触
発
さ
れ
た
こ
の
運

動
は
、
ま
た
た
く
ま
に
南
部
全
域
に
広
ま
っ
て
い

92
っ
た
。

ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
政
権
の
閣
僚
で
は
、
ロ
ッ
ジ
国
連
大
使
が
人
種
差
別
の
是
正
の
必
要
を
訴
え
て
倦
む
こ
と
が
な
か
っ
た
。
彼
は
五

九
年
末
の
閣
議
で
、

こ
の
分
野
で
の
進
展
が
政
治
的
の
み
な
ら
ず
、
ア
メ
リ
カ
の
対
外
関
係
に
と
っ
て
、
い
か
に
重
要
で
あ
る
か
」

と
言
明
し
、
次
の
よ
う
に
続
け
た
。

世
界
全
体
を
見
る
と
、
人
種
の
圧
倒
的
多
数
派
は
有
色
で
あ
る
。
…
…
こ
れ
は
あ
ま
り
に
重
要

な
問
題
で
あ
り
、
世
界
の
注
視
の
な
か
で
わ
が
国
の
存
立
に
影
響
を
与
え
よ
う
。
…
…
世
界
の
中
立
の
人
々
は
、
決
し
て
友
好
的
で
は

な
い
目
で
、
わ
れ
わ
れ
を
見
て
い
る
…
…
。
…
…
こ
の
問
題
は
誘
導
ミ
サ
イ
ル
や
他
の
ど
の
よ
う
な
も
の
と
も
同
じ
く
ら
い
大
き
な
問

題
で
あ
る
。
も
し
わ
れ
わ
れ
が
こ
の
問
題
に
打
ち
勝
つ
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
世
界
中
で
ソ
連
に
勝
利
を
収
め
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。」

そ
し
て
ロ
ッ
ジ
は
「
国
内
の
人
種
差
別
問
題
に
よ
っ
て
、
わ
れ
わ
れ
の
対
外
関
係
に
与
え
る
害
」
を
強
調
し
、

リ
ト
ル
・
ロ
ッ
ク
の
よ

う
な
た
っ
た
一
つ
の
事
件
が
取
り
返
し
の
つ
か
な
い
損
害
を
与
え
る
」
と
警
告
し
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
ロ
ッ
ジ
の
懸
念
に
対
す
る
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
の
質
問
は
、
彼
が
人
種
問
題
の
本
質
を
理
解
し
て
い
な
い
こ
と
を
示
し
て
い

た
。

連
邦
軍
の
派
遣
が
法
の
支
配
を
維
持
す
る
た
め
の
わ
れ
わ
れ
の
決
意
を
示
す
こ
と
に
よ
り
、
な
ぜ
国
益
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
で

は
な
く
損
な
う
こ
と
な

93
の
か

」

公
民
権
問
題
は
、
新
政
権
が
対
処
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
う
一
つ
の
重
要
な
課
題
で
あ
っ
た
。

十
一

お

わ

り

に

ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
大
統
領
は
一
九
六
一
年
一
月
一
二
日
に
最
後
の
一
般
教
書
を
発
表
し
た
。
こ
の
な
か
で
彼
は
五
八
年
の
米
ソ
文
化

交
流
協
定
の
締
結
、
モ
ス
ク
ワ
の
ア
メ
リ
カ
博
覧
会
の
「
成
功
」
に
言
及
し
、
ま
た
ア
メ
リ
カ
の
軍
事
力
が
強
力
で
あ
る
こ
と
を
強
調
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し
た
。
さ
ら
に
彼
は
数
年
前
の
爆
撃
機
ギ
ャ
ッ
プ
論
が
「
虚
構
」
で
あ
っ
た
と
指
摘
し
、
今
回
の
ミ
サ
イ
ル
・
ギ
ャ
ッ
プ
論
争
も
「
同

様
の
あ
ら
ゆ
る
徴
候
を
示
し
て
い
る
」
と
断
言
し
た
の
で
あ
る
。
彼
の
判
断
は
的
確
で
あ
っ
た
。
実
際
の
ソ
連
の
Ｉ
Ｃ
Ｂ
Ｍ
戦
力
は
一

九
六
一
年
で
三
五
基
に
過
ぎ
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
教
書
で
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
は
改
め
て
野
放
図
な
軍
事
予
算
の
膨
張

を
戒
め
、

こ
の
長
期
的
な
闘
争
に
お
い
て
、
適
切
な
管
理
が
命
ず
る
と
こ
ろ
で
は
、
わ
れ
わ
れ
は
断
固
過
小
な
支
出
に
反
対
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
よ
う
に
、
過
大
な
支
出
に
抗
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
軍
事
機
構
に
無
益
に
費
や
さ
れ
る
あ
ら
ゆ
る
ド
ル
が
わ
が
国
の

力
、
つ
ま
り
は
安
全
を
弱
め
る
」
と
宣
言
し
た
。
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
が
五
日
後
の
告
別
演
説
で
「
軍
産
複
合
体
」
の
形
成
を
警
告
し
た

時
、
そ
こ
に
は
、
肥
大
化
す
る
国
防
費
と
そ
れ
に
利
益
を
見
い
だ
す
軍
部
、
軍
需
産
業
界
に
対
す
る
深
刻
な
憂
慮
が
あ

94
っ
た
。

ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
政
権
の
大
量
報
復
戦
略
が
軍
事
費
を
四
〇
〇
億
ド
ル
程
度
に
終
始
抑
え
る
こ
と
に
成
功
し
、
予
算
節
減
に
効
果
を

発
揮
し
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
っ
た
。
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
に
よ
る
と
、
米
ソ
間
で
軍
事
的
な
相
互
抑
止
体
制
が
事
実
上
成
立
し
た
以

上
、
こ
の
程
度
の
国
防
費
で
充
分
で
あ
っ
た
。
し
か
も
国
家
予
算
、
な
か
で
も
国
防
費
の
大
き
な
伸
び
は
、
長
期
的
に
ア
メ
リ
カ
の
政

治
・
経
済
体
制
を
変
質
さ
せ
る
危
険
が
あ
る
と
い
う
の
が
、
大
統
領
の
固
い
信
念
で
あ
っ
た
。
大
量
報
復
戦
略
は
ま
た
、
通
常
兵
力
を

軽
視
し
た
わ
け
で
は
な
く
、
ま
ず
同
盟
国
か
ら
の
供
出
を
期
待
す
る
前
提
が
あ
っ
た
。
確
か
に
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
は
陸
軍
の
削
減
を
進

め
た
が
、
そ
れ
で
も
六
〇
年
段
階
で
そ
の
兵
力
は
八
七
万
名
に
達
し
て
お
り
、
こ
れ
は
朝
鮮
戦
争
前
よ
り
二
四
万
名
多
い
数
字
で
あ
っ

た
。
大
統
領
は
限
定
戦
争
が
全
面
戦
争
に
発
展
す
る
可
能
性
は
高
い
と

え
て
い
た
が
故
に
、
そ
れ
に
と
く
に
備
え
る
こ
と
に
は
懐
疑

的
な
の
で
あ
っ
た
。
最
後
に
、
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
は
フ
ル
シ
チ
ョ
フ
が
自
殺
的
な
核
戦
争
を
始
め
る
こ
と
は
な
い
と
確
信
し
て
い
た
。

一
九
五
五
年
の
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
、
五
九
年
の
キ
ャ
ン
プ
・
デ
ー
ヴ
ィ
ッ
ド
で
の
二
度
に
わ
た
る
会
談
の
印
象
、
成
果
で
あ
っ
た
。
彼
は
ソ

連
の
ミ
サ
イ
ル
戦
力
を
め
ぐ
っ
て
議
論
し
て
い
た
時
に
、
フ
ル
シ
チ
ョ
フ
が
以
前
彼
に
、

私
は
あ
な
た
方
が
戦
争
を
始
め
な
い
こ
と

を
知
っ
て
い
る
」
と
発
言
し
た
こ
と
を
紹
介
し
、
ソ
連
も
ア
メ
リ
カ
と
同
様
に
合
理
的
な
判
断
を
下
す
で
あ
ろ
う
こ
と
を
強
く
示
唆
し

た
の
で

95
あ
る
。
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さ
ら
に
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
政
権
は
相
互
安
全
保
障
計
画
に
基
づ
く
軍
事
・
経
済
援
助
の
意
義
を
理
解
し
、
五
〇
年
代
半
ば
以
降
は
援

助
の
中
心
を
第
三
世
界
に
、
し
か
も
経
済
分
野
に
比
重
を
移
し
て
い
た
。
だ
が
対
外
援
助
、
と
く
に
経
済
援
助
の
増
額
は
難
し
い
情
勢

で
あ
っ
た
。
貿
易
収
支
の
黒
字
は
一
九
六
〇
年
に
は
五
六
年
レ
ベ
ル
の
四
九
億
ド
ル
に
回
復
し
た
が
、
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
政
権
の
危
機

感
に
変
わ
り
は
な
か
っ
た
。
大
統
領
が
厚
く
信
頼
す
る
ア
ン
ダ
ー
ソ
ン
（R

o
b
ert
A
n
d
erso
n

）
財
務
長
官
は
六
〇
年
一
一
月
末
の
会

合
で
、

今
や
一
時
代
の
終
わ
り
に
到
達
し
た
。
も
は
や
わ
れ
わ
れ
は
過
去
の
よ
う
な
こ
と
を
や
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
わ
れ
わ
れ
は

世
界
銀
行
、
国
際
通
貨
基
金
、
米
州
開
発
銀
行
を
支
援
し
、
現
在
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
の
開
発
計
画
に
六
億
ド
ル
を
支
出
し
て
い
る
。
全

部
で
、
わ
れ
わ
れ
の
支
出
は
一
〇
〇
億
ド
ル
の
資
本
投
下
に
な
る
。
も
し
わ
れ
わ
れ
が
過
去
と
同
じ
よ
う
な
水
準
を
実
施
し
よ
う
と
し

た
ら
、
財
政
支
出
が
収
入
を
上
回
る
で
あ
ろ
う
」
と
警
告
し
た
。
こ
れ
を
受
け
て
、
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
大
統
領
は
、

私
は
他
の
誰
よ

り
も
、
国
際
収
支
に
関
心
を
持
っ
て
い
る
。
わ
れ
わ
れ
は
財
政
的
健
全
さ
に
背
反
す
る
こ
と
で
、
自
滅
し
得
る
こ
と
を
認
識
し
て
い

る
」
と
述
べ
、
国
際
収
支
の
悪
化
を
援
助
増
の
制
約
要
因
と
し
て
あ
げ
た
の
で

96
あ
る
。

た
だ
し
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
政
権
の
封
じ
込
め
政
策
を
軍
事
、
あ
る
い
は
経
済
の
領
域
の
み
で
理
解
す
る
こ
と
は
一
面
的
で
あ
る
。
一

九
五
八
年
の
文
化
交
流
協
定
は
、
五
〇
年
代
後
半
以
降
の
ソ
連
の
脅
威
の
性
格
の
変
化
、
つ
ま
り
非
軍
事
的
領
域
で
の
挑
戦
の
顕
在

化
、
さ
ら
に
は
ス
タ
ー
リ
ン
後
の
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
社
会
の
新
た
な
潮
流
に
対
応
し
て
、
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
体
制
の
変
容
を
促
す
た
め
の
新
た
な

封
じ
込
め
の
手
段
で
あ
っ
た
。
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
大
統
領
、
ダ
レ
ス
国
務
長
官
が
ケ
ネ
デ
ィ
ら
の
批
判
に
か
か
わ
ら
ず
、
国
防
費
の
大

幅
な
増
額
を
拒
否
し
た
背
景
に
は
、
米
ソ
間
の
軍
事
的
抑
止
の
状
態
、
核
戦
力
の
充
分
性
の
概
念
の
受
容
、
財
政
赤
字
の
問
題
、
冷
戦

の
経
済
的
側
面
の
重
要
性
の
増
大
に
関
す
る
認
識
、
Ｕ
二
型
偵
察
機
に
よ
る
ソ
連
の
核
戦
力
に
関
す
る
情
報
の
入
手
が
あ
っ
た
。
し
か

し
同
時
に
、
軍
拡
競
争
で
国
際
緊
張
を
激
化
さ
せ
、
ソ
連
が
外
に
開
き
始
め
た
門
戸
を
再
び
閉
ざ
す
事
態
を
恐
れ
た
の
で
あ
る
。
ア
イ

ゼ
ン
ハ
ワ
ー
政
権
は
緊
張
緩
和
を
辛
抱
強
く
続
け
、
ソ
連
を
対
外
世
界
と
の
人
的
・
文
化
的
交
流
の
維
持
、
拡
大
に
向
か
わ
せ
る
こ
と

で
、
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
体
制
に
「
進
化
」
を
も
た
ら
そ
う
と
試
み
た
の
で
あ
っ
た
。
モ
ス
ク
ワ
の
ア
メ
リ
カ
博
覧
会
、

ア
メ
リ
カ
の
声
」
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が
象
徴
す
る
広
報
活
動
、
政
府
首
脳
か
ら
一
般
国
民
に
至
る
両
国
の
人
々
の
相
互
往
来
と
い
う
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、
好
ま
し
い
成
果
を
あ

げ
て

97
い
た
。

こ
の
点
で
、
Ｕ
二
機
事
件
の
直
後
に
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
が
、

フ
ル
シ
チ
ョ
フ
が
通
常
よ
り
も
悪
質
な
立
ち
居
振
る
舞
い
を
す
る
度

に
、
わ
れ
わ
れ
は
興
奮
す
る
べ
き
で
は
な
い
」
と
戒
め
た
発
言
は
示
唆
的
で
あ
っ
た
。
彼
が
あ
え
て
フ
ル
シ
チ
ョ
フ
の
挑
発
、
挑
戦
的

な
言
動
を
受
け
流
し
、
抑
制
的
な
封
じ
込
め
を
続
け
た
背
景
に
は
、
フ
ル
シ
チ
ョ
フ
の
根
拠
に
乏
し
い
豪
語
、
自
慢
を
い
ち
い
ち
取
り

合
わ
な
い
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
の
落
ち
着
い
た
政
治
的
・
外
交
的
判
断
が
あ
っ
た
。
冷
戦
は
長
期
に
わ
た
る
闘
争
で
あ
る
が
故
に
、
冷
静

な
対
応
を
と
り
続
け
る
こ
と
が
肝
要
な
の
で
あ

98
っ
た
。

一
九
六
一
年
一
月
二
〇
日
に
発
足
し
た
ケ
ネ
デ
ィ
政
権
は
大
量
報
復
戦
略
に
代
わ
り
、
テ
イ
ラ
ー
将
軍
が
提
案
す
る
柔
軟
反
応
戦
略

を
採
択
し
、
す
ぐ
に
軍
事
予
算
の
増
額
に
乗
り
出
し
た
。
し
か
し
人
的
・
文
化
的
交
流
路
線
は
継
続
す
る
用
意
が
あ
っ
た
。
実
は
ケ
ネ

デ
ィ
は
五
八
年
の
米
ソ
協
定
の
支
持
者
で
あ
り
、
合
衆
国
広
報
庁
の
活
動
を
熱
心
に
推
進
し
て
き
た
上
院
議
員
の
一
人
で
あ
っ
た
。
彼

は
合
衆
国
広
報
庁
の
新
し
い
長
官
に
著
名
な
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
モ
ロ
ー
（E

d
w
a
rd
M
u
rro
w

）
を
起
用
し
た
。
さ
ら
に
ケ
ネ
デ
ィ
は

大
統
領
に
就
任
し
て
す
ぐ
に
、
ラ
ス
ク
（D

ea
n
R
u
sk

）
新
国
務
長
官
に

鉄
の
カ
ー
テ
ン
の
向
こ
う
、
と
く
に
ポ
ー
ラ
ン
ド
と
ソ
連

と
の
人
的
交
流
」
に
つ
き
、

そ
の
促
進
」
に
関
す
る
覚
書
の
提
出
を
命
じ
た
。
ケ
ネ
デ
ィ
は
こ
の
分
野
で
は
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
の
方

針
を
踏
襲
し
、
こ
れ
を
拡
大
す
る
姿
勢
を
明
ら
か
に
し
た
の
で

99
あ
る
。

か
っ
て
ケ
ナ
ン
は
論
文
「
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
行
動
の
源
泉
」
の
な
か
で
、

封
じ
込
め
」
政
策
の
適
用
に
よ
り
、
ア
メ
リ
カ
は
「
ソ
ヴ
ィ

エ
ト
権
力
の
崩
壊
か
ま
た
は
暫
時
的
な
温
和
化
」
に
つ
な
が
る
傾
向
を
促
進
す
る
力
を
有
し
て
い
る
と
主
張
し
た
。
ケ
ナ
ン
の
予
言
は

お
よ
そ
四
〇
年
後
に
実
現
し
た
。
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
権
力
の
瓦
解
は
、
ア
メ
リ
カ
の
一
貫
し
た
強
い
軍
事
的
、
経
済
的
な
圧
力
に
よ
る
も
の

で
あ
っ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
っ
た
。
し
か
し
同
様
に
重
要
な
要
素
は
、
ア
メ
リ
カ
の
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
圏
に
対
す
る
文
化
的
、
イ
デ
オ
ロ
ギ

ー
的
な
攻
勢
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、
一
九
七
五
年
の
全
欧
安
保
協
力
首
脳
会
議
の
ヘ
ル
シ
ン
キ
宣
言
の
採
択
、
と
り
わ
け
こ
の
宣
言
で
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約
束
さ
れ
た
人
権
の
尊
重
、
人
的
・
文
化
的
交
流
の
実
施
が
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
社
会
に
対
す
る
西
側
諸
国
の
価
値
観
の
浸
透
を
可
能
な
ら
し

め
、
最
終
的
に
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
圏
崩
壊
の
重
要
な
媒
介
と
な
っ
た
経
緯
で
立
証
さ
れ
た
。
ヘ
ル
シ
ン
キ
宣
言
は
冷
戦
の
終
結
に
向
か
う
決

定
的
な
契
機
で
あ
っ
た
。
し
か
し
こ
の
ヘ
ル
シ
ン
キ
宣
言
に
遡
る
こ
と
二
〇
年
前
に
、
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
政
権
は
東
西
交
流
の
名
の
も

と
、
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
圏
に
対
す
る
平
和
的
な
浸
透
を
開
始
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
Ｎ
Ｓ
Ｃ
五
六
〇
七
で
定
義
し
た
対
ソ
目
標
に
向
か
う
ア

イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
大
統
領
と
ダ
レ
ス
国
務
長
官
の
努
力
は
つ
い
に
実
を
結
ん
だ
の
で
あ
る
。

1

本
論
文
の
一
部
は
、T

a
k
u
y
a
S
a
sa
k
i,
“T
h
e
E
isen
h
o
w
er
A
d
m
in
istra

tio
n
’s
C
o
n
ta
in
m
en
t
P
o
licy

a
n
d
E
a
st
W
est
E
x
ch
a
n
g
es,
1955

1960

（C
o
n
clu
sio
n
,”
R
ikkyo

H
ogaku

57

（Ja
n
u
a
ry
2001

,
22
57

に
依
っ
て
い
る
。

2

M
em
o
ra
n
d
u
m
o
f
d
iscu
ssio
n
a
t
th
e
395th

m
eetin

g
o
f
th
e
N
S
C
,
Ja
n
u
a
ry
29,
1959,

U
.S
.
D
ep
a
rtm
en
t
o
f
S
ta
te,
F
oreign

R
elation

s
of
th
e

U
n
ited

S
tates

（
以
下F

R
U
S

と
し
て
引
用

：
1
9
5
8
1
9
6
0
,

（P
a
rt
1
,
260

（W
a
sh
in
g
to
n
,
D
.C
. ：
1996

,
260 ；

a
n
in
tellig

en
ce
estim

a
te,
D
ecem

-

b
er
23,
1958,

ib
id
.,

（P
a
rt
1
,
p
.260

n
.2 ；
T
w
in
in
g
testim

o
n
y
,
S
en
a
te
F
o
reig
n
R
ela
tio
n
s
C
o
m
m
ittee,

Ja
n
u
a
ry
16,
1959,

E
xecu
tive

S
ession

s,

86th
C
o
n
g
ress,

1st
S
essio

n

（W
a
sh
in
g
to
n
,
D
.C
. ：
1982

,
p
.20 ；

m
em
o
ra
n
d
u
m
o
f
co
n
v
ersa
tio
n
w
ith
th
e
P
resid

en
t,
Ja
n
u
a
ry
12,
1959,

F
R
U
S
：

1
9
5
8
1
9
6
0
,
,
172.

3

M
em
o
ra
n
d
u
m
o
f
co
n
v
ersa
tio
n
w
ith
th
e
P
resid

en
t,
Ja
n
u
a
ry
12,
1959,

ib
id
.,

,
p
p
.172

73 ；
m
em
o
ra
n
d
u
m
o
f
co
n
feren

ce
w
ith
th
e

P
resid

en
t,
F
eb
ru
a
ry
9,
1959,

ib
id
.,
,
p
.182.

4

M
em
o
ra
n
d
u
m
o
f
telep

h
o
n
e
co
n
v
ersa
tio
n
w
ith
D
u
lles,

M
a
rch
6,
1959,

Jo
h
n
F
o
ster

D
u
lles

P
a
p
ers,

T
elep
h
o
n
e
C
a
lls
S
eries,

B
o
x
9,

D
w
ig
h
t
D
.
E
isen
h
o
w
er
L
ib
ra
ry
,
A
b
ilen
e,
K
a
n
sa
s ；
m
em
o
ra
n
d
u
m
o
f
co
n
v
ersa
tio
n
,
M
a
rch
20,
1959,

F
R
U
S
：
1
9
5
8
1
9
6
0
,
,
515 ；

M
cE
lro
y

testim
o
n
y
,
S
en
a
te
F
o
reig
n
R
ela
tio
n
s
C
o
m
m
ittee,

Ja
n
u
a
ry
16,
1959,

E
xecu
tive

S
ession

s,
86th

C
o
n
g
ress,

lst
sessio

n
,
p
.18 ；

F
R
U
S
：
1
9
5
8

1
9
6
0
,
,
180 ；

m
em
o
ra
n
d
u
m
o
f
co
n
feren

ce
w
ith
th
e
P
resid

en
t,
F
eb
ru
a
ry
9,
1959,

ib
id
.,
,
p
p
.182,

183.

も
ち
ろ
ん
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
政
権
は
ソ
連

の
軍
事
水
準
に
油
断
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
マ
ッ
ケ
ル
ロ
イ
国
防
長
官
は
三
月
初
旬
の
Ｎ
Ｓ
Ｃ
の
会
合
で
、
現
在
米
ソ
の
国
防
費
は

等
で
あ
る
が
、
一
九
六

三
年
に
は
ソ
連
が
一
九
五
八
年
の
額
の
五
〇
％
増
に
達
す
る
と
予
測
し
た
。
あ
る
い
は
ダ
レ
ス
Ｃ
Ｉ
Ａ
長
官
が
八
月
、
ア
メ
リ
カ
は
「
明
白
な
軍
事
的
優
位
」
を
維
持
し

て
い
る
も
の
の
、
ソ
連
の
Ｉ
Ｃ
Ｂ
Ｍ
と
中
距
離
ミ
サ
イ
ル
の
獲
得
は
「
こ
の
状
況
を
変
え
つ
つ
あ
り

、
米
ソ
の
軍
事
的
優
位
は
「
例
え
ば
一
九
六
一
年
、
あ
る
い
は
一

九
六
二
年
ま
で
に
、
…
…
主
導
権
を
握
る
方
に
あ
る
と
い
う
段
階
に
お
そ
ら
く
到
達
す
る
で
あ
ろ
う
」
と
警
告
し
た
の
で
あ
る
。M

em
o
ra
n
d
u
m
o
f
d
iscu
ssio
n
a
t

th
e
389th

m
eetin

g
o
f
th
e
N
S
C
,
M
a
rch
5,
1959,

ib
id
.,
,
p
.190 ；

A
llen

D
u
lles
m
em
o
ra
n
d
u
m
,
A
u
g
u
st
18,
1959,

ib
id
.,
,
p
p
.317

18.

5

M
em
o
ra
n
d
u
m
o
f
d
iscu
ssio
n
a
t
th
e
430th

m
eetin

g
o
f
th
e
N
S
C
,
Ja
n
u
a
ry
7,
1960,

ib
id
.,
,
p
.354 ；

R
o
b
ert
J.
W
a
tso
n
,
H
istory

of
th
e
O
ffice
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of
th
e
S
ecretary

of
D
efen
se,
V
o
l.
：
In
to
th
e
M
issile

A
ge,
1
9
5
6
1
9
6
0

（W
a
sh
in
g
to
n
,
D
.C
. ：
1997

,
p
p
.457,

369,
371,

375.

6

A
rn
o
ld
L
.
H
o
relick

a
n
d
M
y
ro
n
R
u
sh
,
S
trategic

P
ow
er
an
d
S
oviet

F
oreign

P
olicy

（C
h
ica
g
o
：
1965

,
p
.51n

. ；
E
d
g
a
r
M
.
B
o
tto
m
e,
T
h
e

M
issile

G
ap
：
A
S
tu
d
y
of
th
e
F
orm
u
lation

of
M
ilitary

an
d
P
olitical

P
olicy

（R
u
th
erfo
rd
,
N
.J. ：

1971
,
p
.97 ；

Ja
ck
so
n
a
d
d
ress

b
efo
re
th
e

N
a
tio
n
a
l
W
a
r
C
o
lleg
e,
A
p
ril
16,
1959,

Jo
h
n
F
.
K
en
n
ed
y
P
a
p
ers,
P
re
P
resid

en
tia
l
P
a
p
ers,
S
en
a
te
F
iles,

H
o
lb
o
rn
R
esea

rch
M
a
teria

ls,
1958

1960,
B
o
x
568,

Jo
h
n
F
.
K
en
n
ed
y
L
ib
ra
ry
,
B
o
sto
n
.

ジ
ャ
ク
ソ
ン
は
当
時
、
ミ
サ
イ
ル
・
ギ
ャ
ッ
プ
論
を
唱
え
る
最
も
強
硬
な
上
院
議
員
の
一
人
で
あ
っ
た
。

R
o
b
ert
G
.
K
a
u
fm
a
n
,
H
en
ry
M
.
Jackson

：
A
L
ife
in
P
olitics

（S
ea
ttle ：

2000
,
p
p
.86

94.

7

In
terv
iew

w
ith
K
en
n
ed
y
b
y
P
h
ilip
D
ea
n
e,
u
n
d
a
ted

（M
a
rch
1959

,
K
en
n
ed
y
P
a
p
ers,

P
re
P
resid

en
tia
l
P
a
p
ers,

S
en
a
te
F
iles,

G
en
era
l

F
iles
1953

1960,
B
o
x
539.

ケ
ネ
デ
ィ
は
二
月
一
九
日
、
上
院
本
会
議
に
お
い
て
、

経
済
ギ
ャ
ッ
プ
」
と
題
す
る
演
説
を
お
こ
な
い
、

わ
が
国
の
安
全
保
障
に
と
っ

て
〞
ミ
サ
イ
ル
・
ギ
ャ
ッ
プ

と
同
様
に
明
白
で
現
在
の
危
機
で
あ
る
」
こ
の
「
経
済
ギ
ャ
ッ
プ
」
を
と
り
あ
げ
、
先
進
国
と
開
発
途
上
国
と
の
生
活
水
準
の
「
ギ
ャ
ッ

プ

、
所
得
の
「
ギ
ャ
ッ
プ
」
が
ア
メ
リ
カ
に
重
大
な
挑
戦
を
提
供
し
て
い
る
と
言
明
し
た
。K

en
n
ed
y
S
en
a
te
S
p
eech

,
F
eb
ru
a
ry
19,
1959,

in
W
.W
.
R
o
sto
w
,

E
isen
h
ow
er,
K
en
n
ed
y,
an
d
F
oreign

A
id

（A
u
stin
,
T
ex
a
s ：
1985

,
p
p
.156

58.

8

R
ep
o
rt
b
y
th
e
A
d
v
iso
ry
C
o
u
n
cil
o
f
th
e
D
em
o
cra
tic
N
a
tio
n
a
l
C
o
m
m
ittee,

“T
h
e
M
ilita
ry
F
o
rces

W
e
N
eed
a
n
d
H
o
w
to
G
et
T
h
em
,”
Ju
ly

1959,
W
.
A
v
erell

H
a
rrim

a
n
P
a
p
ers,

B
o
x
390,

L
ib
ra
ry
o
f
C
o
n
g
ress.

9

G
eo
rg
e
H
.
G
a
llu
p
,
T
h
e
G
allu
p
P
oll ：

P
u
blic

O
pin
ion
,
1
9
3
5
1
9
7
1
,
V
o
l.3

（1959
1971

）

N
ew
Y
o
rk
：
1972

,
p
p
.
1597,

1654.

10

M
em
o
ra
n
d
u
m
o
f
d
iscu
ssio
n
a
t
th
e
394th

m
eetin

g
o
f
th
e
N
S
C
,
Ja
n
u
a
ry
22,
1959,

F
R
U
S
：
1
9
5
8
1
9
6
0
,
,
174 ；

m
em
o
ra
n
d
u
m
o
f

co
n
feren

ce
w
ith
th
e
P
resid

en
t,
Ju
ly
2,
1959,

ib
id
.,
p
p
.228,

229,
232,

233 ；
m
em
o
ra
n
d
u
m
o
f
d
iscu
ssio
n
a
t
th
e
412th

m
eetin

g
o
f
th
e
N
S
C
,
Ju
ly

9,
1959,

ib
id
.,
p
.240 ；

m
em
o
ra
n
d
u
m
o
f
co
n
feren

ce
w
ith
th
e
P
resid

en
t,
Ju
ly
14,
1959,

ib
id
.,
p
.254.

ス
ミ
ス
は
後
に
、
政
策
企
画
担
当
次
官
補
と
し
て

の
最
も
重
要
な
役
割
の
一
つ
に
、

戦
略
的
な
核
政
策
に
つ
い
て
、
大
量
報
復
か
ら
通
常
兵
力
に
よ
り
多
く
依
存
す
る
方
向
へ
重
要
な
再
検
討
に
至
る
道
を
開
い
た
」
こ

と
を
挙
げ
、
次
期
政
権
の
柔
軟
反
応
戦
略
に
つ
な
が
る
貢
献
を
し
た
と
自
賛
し
て
い
る
。G

era
rd
C
.
S
m
ith
,
D
isarm

in
g
D
iplom

at ：
T
h
e
M
em
oirs

of
G
erard

C
.
S
m
ith
,
A
rm
s
C
on
trol

N
egotiator

（N
ew
Y
o
rk
：
1996

,
p
.109.

11

M
em
o
ra
n
d
u
m
o
f
co
n
feren

ce
w
ith
th
e
P
resid

en
t,
Ju
ly
2,
1959,

F
R
U
S
：
1
9
5
8
1
9
6
0
,
,
230,

231,
233 ；

m
em
o
ra
n
d
u
m
o
f
d
iscu
ssio
n
a
t
th
e

412th
m
eetin

g
o
f
th
e
N
S
C
,
Ju
ly
9,
1959,

ib
id
.,
p
p
.244,

239.

12

Ib
id
.,
p
p
.239

40 ；
N
S
C
5906 /1,

“B
a
sic
N
a
tio
n
a
l
S
ecu
rity

P
o
licy
,”
A
u
g
u
st
5,
1959,

ib
id
.,
p
p
.295

96,
296n

.1.

13

M
em
o
ra
n
d
u
m
o
f
d
iscu
ssio
n
a
t
th
e
425th

m
eetin

g
o
f
th
e
N
S
C
,
N
o
v
em
b
er
25,
1959,

ib
id
.,
p
.344.

14

N
o
tes
o
n
leg
isla
tiv
e
lea
d
ersh
ip
m
eetin

g
,
M
a
rch
10,
1959,

P
resid

en
t
E
isen
h
o
w
er’s
M
eetin

g
s
w
ith
L
eg
isla
tiv
e
L
ea
d
ers,1953

1961,ed
ited

b
y
R
o
b
ert
L
ester

（F
red
erick

,
M
d
. ：
1986

）

マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
版

,
R
eel
2 ；
m
em
o
ra
n
d
u
m
o
f
co
n
feren

ce
w
ith
th
e
P
resid

en
t,
M
a
y
19,
1959,

E
isen
h
o
w
er
P
a
p
ers,
W
h
itm
a
n
F
ile ：

D
D
E
D
ia
ry
,
B
o
x
41.

大
統
領
は
数
ヶ
月
後
に
国
防
長
官
ら
に
次
の
よ
う
に
説
い
た
。

わ
れ
わ
れ
は
五
年
以
内
に
予
算
を

衡
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
さ
も
な
け
れ
ば
、
わ
れ
わ
れ
は
振
り
子
の
振
動
の
よ
う
に
国
防
を
運
営
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
そ
れ
は
軍
事
計
画
を
混
乱
さ
せ
る
。
も
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し
わ
が
国
が
重
税
に
飽
き
れ
ば
、
国
防
が
犠
牲
を
被
る
。」M

em
o
ra
n
d
u
m
o
f
co
n
feren

ce
w
ith
th
e
P
resid

en
t,
N
o
v
em
b
er
16,
1959,

F
R
U
S
：
1
9
5
8
1
9
6
0
,

,
339

15
N
o
tes
o
n
leg
isla
tiv
e
lea
d
ersh
ip
m
eetin

g
,
M
a
rch

10,
1959,

P
resid

en
t
E
isen
h
o
w
er’s

M
eetin

g
s
w
ith
L
eg
isla
tiv
e
L
ea
d
ers,

R
eel
2 ；

m
em
o
ra
n
d
u
m
o
f
co
n
feren

ce
w
ith
th
e
P
resid

en
t,
M
a
rch
8,
1959,

E
isen
h
o
w
er
P
a
p
ers,

W
h
itm
a
n
F
ile ：

D
D
E
D
ia
ry
,
B
o
x
39.

16

N
o
tes
o
n
b
ip
a
rtisa

n
co
n
g
ressio

n
a
l
m
eetin

g
,
Ja
n
u
a
ry
5,
1959,

P
resid

en
t
E
isen
h
o
w
er’s

M
eetin

g
s
w
ith
L
eg
isla
tiv
e
L
ea
d
ers,

R
eel
2 ；

D
u
lles
n
ew
s
co
n
feren

ce,
Ja
n
u
a
ry
27,
1959,

D
epartm

en
t
of
S
tate

B
u
lletin

（
以
下D

S
B

と
し
て
引
用
）40

（F
eb
ru
a
ry
16,
1959

,
223 ；

m
em
o
ra
n
-

d
u
m
o
f
co
n
feren

ce
w
ith
th
e
P
resid

en
t,
M
a
rch
8,
1959,

E
isen
h
o
w
er
P
a
p
ers,

W
h
itm
a
n
F
ile ：

D
D
E
D
ia
ry
,
B
o
x
39.

17

S
a
sa
k
i,
“T
h
e
E
isen
h
o
w
er
A
d
m
in
istra

tio
n
’s
C
o
n
ta
in
m
en
t
P
o
licy
,”
p
p
.25

26.

ボ
ー
レ
ン
駐
ソ
大
使
は
、
一
九
五
六
年
の
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
〞
ポ
ー
ギ

ー
と
ベ
ス

の
ソ
連
公
演
が
ロ
シ
ア
人
の
賞
賛
と
人
気
を
得
た
こ
と
を
回
顧
し
て
い
る
。C

h
a
rles

E
.
B
o
h
len
,
W
itn
ess

to
H
istory,

1
9
2
9
1
9
6
9

（N
ew

Y
o
rk
：
1973

,
p
p
.389

90.

一
九
五
四
年
夏
に
ベ
オ
グ
ラ
ー
ド
を
訪
れ
た
フ
ォ
ー
ド
財
団
の
国
際
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム
担
当
官
に
、
ア
メ
リ
カ
大
使
が
〞
ポ
ー
ギ
ー
と
ベ

ス

の
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
公
演
を
要
請
し
て
い
る
。V

o
lk
er
R
.
B
erg
h
a
h
n
,
A
m
erica

an
d
th
e
In
tellectu

al
C
old

W
ars
in
E
u
rope

：
S
h
epard

S
ton
e

betw
een
P
h
ilan
th
ropy,

A
cad
em
y,
an
d
D
iplom

acy

（P
rin
ceto
n
：
2001

,
p
.172.

18

O
p
era
tio
n
s
C
o
o
rd
in
a
tin
g
B
o
a
rd
T
ra
d
e
F
a
ir
C
o
m
m
ittee

rep
o
rt,
M
a
y
27,
1957,

E
isen
h
o
w
er
P
a
p
ers,

W
h
ite
H
o
u
se
O
ffice,

N
a
tio
n
a
l

S
ecu
rity

C
o
u
n
cil
S
ta
ff ：
P
a
p
ers,
1952

61,O
C
B
C
en
tra
l
F
iles
S
eries,B

o
x
13 ；

L
a
cy
testim

o
n
y
q
u
o
ted
in
C
h
a
rles
H
.T
a
q
u
ey
to
L
eslie

B
ra
d
y
,

Ju
n
e
4,
1957,

ib
id
.

19

C
u
llm
a
n
to
E
isen
h
o
w
er,
N
o
v
em
b
er
12,
1957,

R
G
43,
R
eco
rd
s
o
f
In
tern
a
tio
n
a
l
C
o
n
feren

ces,
C
o
m
m
issio

n
s,
a
n
d
E
x
p
o
sitio

n
s,
R
eco
rd
s

R
ela
tin
g
to
U
.S
.
P
a
rticip

a
tio
n
in
th
e
B
ru
ssels

U
n
iv
ersa
l
a
n
d
In
tern
a
tio
n
a
l
E
x
h
ib
itio
n
o
f
1958,B

o
x
22,N

a
tio
n
a
l
A
rch
iv
es

,C
o
lleg
e
P
a
rk
,

M
a
ry
la
n
d
；
C
u
llm
a
n
to
H
erter,

O
cto
b
er
28,
1957,

R
G
43,
R
eco
rd
s
o
f
In
tern
a
tio
n
a
l
C
o
n
feren

ces,
C
o
m
m
issio

n
s,
a
n
d
E
x
h
ib
itio
n
s,
O
ffice

o
f

th
e
U
.S
.
C
o
m
m
issio

n
er
G
en
era
l,
B
ru
ssels

E
x
h
ib
itio
n
,
1958,

R
eco
rd
s
o
f
th
e
O
ffice

o
f
th
e
U
.S
.
C
o
m
m
issio

n
er
G
en
era
l,
B
o
x
8.

万
国
博
覧
会
の

歴
史
に
つ
い
て
は
、
吉
見
俊
哉
『
博
覧
会
の
政
治
学

ま
な
ざ
し
の
近
代
』

中
央
公
論
社
、
一
九
九
二
年
）
を
参

に
し
た
。

20

E
isen
h
o
w
er
to
D
u
lles,

N
o
v
em
b
er
16,
1957,

R
eco
rd
s
o
f
In
tern
a
tio
n
a
l
C
o
n
feren

ces,
C
o
m
m
issio

n
s,
a
n
d
E
x
p
o
sitio

n
s,
R
eco
rd
s
R
ela
tin
g
to

U
.S
.
P
a
rticip

a
tio
n
in
th
e
B
ru
ssels

U
n
iv
ersa
l
a
n
d
In
tern
a
tio
n
a
l
E
x
h
ib
itio
n
o
f
1958,

B
o
x
22 ；

G
erso
n
H
.
L
u
sh
to
Ja
ck
Z
.
A
n
d
erso
n
,
u
n
d
a
ted
,

C
en
tra
l
F
iles,

O
fficia

l
F
ile,
In
tern
a
tio
n
a
l
T
ra
d
e
F
a
ir

（4
,
B
o
x
720,

E
isen
h
o
w
er
L
ib
ra
ry
；
C
u
llm
a
n
rep
o
rt,
“T
h
e
U
n
ited

S
ta
tes
a
t
th
e

B
ru
ssels

U
n
iv
ersa
l
a
n
d
In
tern
a
tio
n
a
l
E
x
h
ib
itio
n
,
1958,”

M
a
y
30,
1958,

ib
id
.,
B
ru
ssels

U
n
iv
ersa
l
a
n
d
In
tern
a
tio
n
a
l
E
x
h
ib
itio
n

（5
,B
o
x
721.

フ
ー
ヴ
ァ
ー
元
大
統
領
を
送
る
ア
イ
デ
ア
は
ダ
レ
ス
国
務
長
官
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。D

u
lles
to
E
isen
h
o
w
er,
M
a
rch
27,
1958,

ib
id
.,
B
ru
ssels

U
n
iv
ersa
l

a
n
d
In
tern
a
tio
n
a
l
E
x
h
ib
itio
n

（5
,
B
o
x
721.

21

R
ep
o
rt
b
y
th
e
B
u
rea
u
o
f
In
tellig

en
ce
a
n
d
R
esea

rch
,
“T
h
e
S
o
v
iet
B
lo
c
E
x
ch
a
n
g
e
P
ro
g
ra
m
,
1958,”

Ja
n
u
a
ry
30,
1959,

O
.S
.S
. /S
ta
te

D
ep
a
rtm
en
t
In
tellig

en
ce
a
n
d
R
esea

rch
R
ep
o
rts,
P
a
rt

：
T
h
e
S
o
v
iet
U
n
io
n
,
1950

1961,
S
u
p
p
lem
en
t

（W
a
sh
in
g
to
n
,
D
.C
. ：
1979

）

マ
イ
ク
ロ
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フ
ィ
ル
ム
版

.

ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
博
覧
会
に
つ
い
て
は
、R

o
b
ert
W
.
R
y
d
ell,
W
orld

of
F
airs ：

T
h
e
C
en
tu
ry
of
P
rogress

E
xposition

s

（C
h
ica
g
o
：
1993

,

p
p
.193

211.

22
D
S
B
39

（O
cto
b
er
13,
1958

,
577

78 ；
ib
id
.
40

（Ja
n
u
a
ry
26,
1959

,
p
p
.132

34.
23

R
eed
u
n
d
a
ted
m
em
o
ra
n
d
u
m
,
611.6 /10

158,
R
G
59,
G
en
era
l
R
eco
rd
s
o
f
th
e
D
ep
a
rtm
en
t
o
f
S
ta
te,
C
en
tra
l
D
ecim

a
l
F
ile,
1955

1959,
B
o
x

2175,
N
a
tio
n
a
l
A
rch
iv
es

.

24

S
iv
a
rd
m
em
o
ra
n
d
u
m
,
“U
.S
.
N
a
tio
n
a
l
E
x
h
ib
it,
G
o
rk
i
P
a
rk
,
M
o
sco
w
1959,”

O
cto
b
er
2,
1958,

en
clo
sed
in
R
eed
u
n
d
a
ted
m
em
o
ra
n
d
u
m
,

611.6 /10
158,

ib
id
. ；
U
S
IA
p
a
p
er,
“B
a
sic
P
o
licy

G
u
id
elin
es
fo
r
th
e
U
.S
.
E
x
h
ib
it
in
M
o
sco
w
in
1959,”

R
G
306,

R
eco
rd
s
o
f
th
e
U
.S
.

In
fo
rm
a
tio
n
A
g
en
cy
,
R
eco
rd
s
R
ela
tin
g
to
th
e
A
m
erica

n
N
a
tio
n
a
l
E
x
h
ib
itio
n
,
M
o
sco
w
,
1957

59,
B
o
x
7,
N
a
tio
n
l
A
rch
iv
es
II.

25

T
h
o
m
p
so
n
to
th
e
D
ep
a
rtm
en
t
o
f
S
ta
te,N

o
v
em
b
er
17,1958,ib

id
. ：
T
h
o
m
p
so
n
to
th
e
D
ep
a
rtm
en
t
o
f
S
ta
te,O

cto
b
er
3,1958,861.191

M
O
/

10
358,

C
o
n
fid
en
tia
l
U
.S
.
S
ta
te
D
ep
a
rtm
en
t
C
en
tra
l
F
iles ：

T
h
e
S
o
v
iet
U
n
io
n
,
1955

1959,
In
tern
a
l
A
ffa
irs

（F
red
erick

,
M
d
. ：
1989

）

マ
イ

ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
版

.

26

“T
ra
n
scrip

t
o
f
T
a
p
e
R
eco
rd
in
g
s ：
W
h
ite
H
o
u
se
C
o
n
feren

ce,
M
o
sco
w
F
a
ir,”
Ja
n
u
a
ry
1959,

R
eco
rd
s
o
f
th
e
U
.S
.
In
fo
rm
a
tio
n
A
g
en
cy
,

R
eco
rd
s
R
ela
tin
g
to
th
e
A
m
erica

n
N
a
tio
n
a
l
E
x
h
ib
itio
n
,
M
o
sco
w
,
1957

1959,
B
o
x
7.

27

W
h
ite
H
o
u
se
P
ress

L
ea
se,
M
a
y
21,
1959,

C
en
tra
l
F
iles,

O
fficia

l
F
ile,
M
o
sco
w
T
ra
d
e
F
a
ir

（2
,
B
o
x
722.

28

E
isen
h
o
w
er
sta
tem
en
t
fo
r
m
eetin

g
w
ith
lea
d
ers
o
f
P
la
stics

In
d
u
stry
,
F
eb
ru
a
ry
10,
1959,

ib
id
.

英
外
務
省
の
ソ
連
専
門
家
は
次
の
よ
う
に
予
測

し
た
。

も
し
こ
れ
ら
の
計
画
が
実
現
す
る
な
ら
ば
、
ア
メ
リ
カ
博
覧
会
は
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
の
世
論
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
で
あ
ろ
う
。
努
力
と
費
用
は
充
分
な
見
返
り

が
あ
る
だ
ろ
う
。
実
際
の
と
こ
ろ
、
ソ
連
は
重
大
な
誤
算
を
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。」P

eter
M
a
x
ey
’s
m
em
o
ra
n
d
u
m
,
F
eb
ru
a
ry
9,
1959,

F
O
371 /143575 /

N
S
1861 /2,

P
u
b
lic
R
eco
rd
O
ffice,

L
o
n
d
o
n
.

29

N
ew
Y
ork
T
im
es,
Ju
n
e
30,1959 ；

R
a
y
m
o
n
d
L
.G
a
rth
o
ff,A

Jou
rn
ey
th
rou
gh
th
e
C
old

W
ar
：
A
M
em
oir
of
C
on
tain
m
en
t
an
d
C
oexisten

ce

（W
a
sh
in
g
to
n
,
D
.C
. ：
2001

,
p
.76 ；

K
a
th
erin
e
G
.
H
o
w
a
rd
,
“T
h
e
‘F
a
ir’
W
a
y
to
M
a
k
e
F
rien
d
s,”
u
n
d
a
ted
,
K
a
th
erin
e
G
.
H
o
w
a
rd
P
a
p
ers,
B
o
x

26,
E
isen
h
o
w
er
L
ib
ra
ry
；
E
isen
h
o
w
er’s

ex
tem
p
o
ra
n
eo
u
s
rem
a
rk
s
to
th
e
g
ro
u
p
g
o
in
g
to
th
e
M
o
sco
w
E
x
h
ib
it,
Ju
n
e
15,
1959,

E
isen
h
o
w
er

P
a
p
ers,

W
h
itm
a
n
F
ile ：

D
D
E
D
ia
ry
,
B
o
x
42.

30

F
red
erick

C
.
B
a
rg
h
o
o
n
,
T
h
e
S
oviet

C
u
ltu
ral
O
ffen
sive
：
T
h
e
R
ole
of
C
u
ltu
ral
D
iplom

acy
in
S
oviet

F
oreign

P
olicy

（P
rin
ceto
n
：
1960

,

p
.1.

31

“S
ev
en
th
S
em
i
A
n
n
u
a
l
R
ep
o
rt ：
th
e
P
resid

en
t’s
S
p
ecia
l
In
tern
a
tio
n
a
l
P
ro
g
ra
m
,
Ju
ly
1,
1959

D
ecem

b
er
31,
1959,”

th
e
P
resid

en
t’s

C
o
m
m
ittee

o
n
In
fo
rm
a
tio
n
A
ctiv
ities

A
b
ro
a
d

（S
p
ra
g
u
e
C
o
m
m
ittee

：
R
eco
rd
s,
1959

61,
B
o
x
14,
E
isen
h
o
w
er
L
ib
ra
ry
；
M
cC
lella

n
rep
o
rt

o
n
th
e
A
m
erica

n
N
a
tio
n
a
l
E
x
h
ib
itio
n
in
M
o
sco
w
,
D
ecem

b
er
1959,

ib
id
.,
B
o
x
19.

さ
ら
に
モ
ス
ク
ワ
博
覧
会
に
つ
い
て
は
、W

a
lter

L
.
H
ix
so
n
,

P
artin

g
th
e
C
u
rtain

：
P
ropagan

d
a,
C
u
ltu
re,
an
d
th
e
C
old

W
ar,
1
9
4
5
1
9
6
1

（N
ew
Y
o
rk
：
1997

,
p
p
.172

213.
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32

N
ew
Y
ork
T
im
es,
Ju
ly
25,
1959.

ニ
ク
ソ
ン
は
開
会
式
で
挨
拶
を
述
べ
た
他
に
、
ソ
連
国
民
に
テ
レ
ビ
と
ラ
ジ
オ
を
つ
う
じ
て
演
説
を
お
こ
な
い
、
米
ソ
交
流

の
拡
大
を
訴
え
た
。N

ix
o
n
ra
d
io
telev

isio
n
a
d
d
ress,

A
u
g
u
st
1,
1959,

C
en
tra
l
F
iles,

O
fficia

l
F
ile,
S
ta
lin
’s
D
ea
th
a
n
d
R
ea
ctio
n
s,
R
esu
lts
o
f
th
e

P
resid

en
t’s
S
p
eech

（1
,
B
o
x
892.

ニ
ク
ソ
ン
自
身
の
説
明
は
、R

ich
a
rd
M
.
N
ix
o
n
,
R
N
：
T
h
e
M
em
oirs

of
R
ich
ard

N
ixon

（N
ew
Y
o
rk
：
1978

,

p
p
.203

13. ：
33

T
h
o
m
p
so
n
to
H
erter,

Ju
ly
31,
1959,

861.191 /7
3159,

U
.S
.
S
ta
te
D
ep
a
rtm
en
t
C
en
tra
l
F
iles ：

T
h
e
S
o
v
iet
U
n
io
n
,
1955

1959,
In
tern
a
l

A
ffa
irs.

フ
ル
シ
チ
ョ
フ
は
後
に
ト
ン
プ
ソ
ン
大
使
に
、

副
大
統
領
ニ
ク
ソ
ン
を
好
き
で
は
な
い
」
と
言
明
し
て
い
る
。T

h
o
m
p
so
n
to
H
erter,

Ja
n
u
a
ry
1,
1960,

F
R
U
S
：
1
9
5
8
1
9
6
0
,
,
160.

34

M
em
o
ra
n
d
u
m
o
f
co
n
v
ersa
tio
n
,
S
ep
tem
b
er
26,
1959,

ib
id
.,

（P
a
rt
1
,
p
.469 ；

N
ik
ita
K
h
ru
sh
ch
ev
,
K
h
ru
sh
ch
ev
R
em
em
bers ：

T
h
e
L
ast

T
estam

en
t,
tra
n
sla
ted
a
n
d
ed
ited

b
y
S
tro
b
e
T
a
lb
o
tt

（B
o
sto
n
：
1974

,
p
.364.

邦
訳
『
フ
ル
シ
チ
ョ
フ
最
後
の
遺
言
、
下
』

新
潮
社
、
一
九
七
五
年

、

八
一
頁
。

35

W
a
tso
n
to
E
isen
h
o
w
er,
Ju
ly
31,
1959,

C
en
tra
l
F
iles,

O
fficia

l
F
ile,
M
o
sco
w
T
ra
d
e
F
a
ir

（2
,
B
o
x
722 ；

N
ix
o
n
to
E
isen
h
o
w
er,
Ju
ly
31,

1959,
F
R
U
S
：
1
9
5
8
1
9
6
0
,

（P
a
rt
1
,
377 ；

F
rees

to
H
erter,

S
ep
tem
b
er
8,
1959,

861.191
M
O
/9
859,

C
o
n
fid
en
tia
l
U
.S
.
S
ta
te
D
ep
a
rtm
en
t

C
en
tra
l
F
iles ：

T
h
e
S
o
v
iet
U
n
io
n
,
1955

1959,
In
tern
a
l
A
ffa
irs.

36

W
h
ite
rep
o
rt,
“V
isito

rs
R
ea
ctio
n
s
to
th
e
A
m
erica

n
E
x
h
ib
it
in
M
o
sco
w
：
A
P
relim

in
a
ry
R
ep
o
rt,”
S
ep
tem
b
er
28,
1959,

th
e
P
resid

en
t’

s
C
o
m
m
ittee

o
n
In
fo
rm
a
tio
n
A
ctiv
ities

A
b
ro
a
d

（S
p
ra
g
u
e
C
o
m
m
ittee

：
R
eco
rd
s,
1959

1961,
B
o
x
14.

ホ
ワ
イ
ト
は
こ
の
報
告
書
で
同
時
に
、
ア
メ

リ
カ
国
民
の
ロ
シ
ア
人
に
対
す
る
姿
勢
を
厳
し
く
批
判
す
る
こ
と
を
忘
れ
な
か
っ
た
。
彼
は
多
く
の
ロ
シ
ア
人
の
ア
メ
リ
カ
に
対
す
る
「
友
好
的
な
態
度
」
と
「
と
り
わ

け
対
照
的
な
こ
と
に
、
ほ
と
ん
ど
の
ア
メ
リ
カ
人
の
ロ
シ
ア
人
に
対
す
る
無
関
心
」
を
あ
げ
、

何
年
に
も
わ
た
る
共
産
主
義
者
の
強
烈
な
反
米
宣
伝
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

ロ
シ
ア
人
は
友
好
的
な
暖
か
さ
と
誠
実
さ
を
持
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
り
、
そ
れ
は
わ
れ
わ
れ
を
恥
ず
か
し
い
思
い
に
さ
せ
る
」
と
指
摘
し
た
。
な
お
展
覧
会
の
関
係
者
は

一
様
に
ア
メ
リ
カ
人
ガ
イ
ド
を
高
く
評
価
し
て
い
る
。A

b
b
o
t
W
a
sh
b
u
rn
o
ra
l
h
isto
ry
in
terv
iew
,
M
a
y
1,
1968,

p
.90,

E
isen
h
o
w
er
L
ib
ra
ry
；
D
w
ig
h
t
D
.

E
isen
h
o
w
er,
T
h
e
W
h
ite
H
ou
se
Y
ears ：

W
agin
g
P
eace,

1
9
5
6
1
9
6
1

（N
ew
Y
o
rk
：
1965

,
p
.410.

邦
訳
『
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
回
顧
録

平
和
へ
の
戦

い
、
下
』

み
す
ず
書
房
、
一
九
六
八
年

、
三
六
一
頁；

T
h
o
m
p
so
n
to
H
erter,

A
u
g
u
st
10,
1959,

861.191
M
O
/8
1959,

C
o
n
fid
en
tia
l
U
.S
.
S
ta
te
D
ep
a
rt-

m
en
t
C
en
tra
l
F
iles ：

T
h
e
S
o
v
iet
U
n
io
n
,
1955

1959,
In
tern
a
l
A
ffa
irs.

37

B
ra
d
y
to
th
e
S
ta
te
D
ep
a
rtm
en
t,
O
cto
b
er
6,
1959,

861.191
M
O
/10

659,
ib
id
.

タ
ッ
チ
が
一
五
年
後
に
モ
ス
ク
ワ
を
再
訪
し
た
時
、
街
頭
で
ア
メ
リ
カ

博
の
紋
章
を
襟
に
つ
け
て
い
る
ロ
シ
ア
人
男
性
に
出
会
い
、
こ
の
人
物
は
「
一
九
五
九
年
の
博
覧
会
訪
問
が
一
生
の
思
い
出
で
あ
り
、
愉
快
な
想
い
出
で
あ
る
」
と
述
懐

し
た
と
い
う
。H

a
n
s
N
.
T
u
ch
,
C
om
m
u
n
icatin

g
w
ith
th
e
W
orld

：
U
.S
.
P
u
blic

D
iplom

acy
O
verseas

（N
ew
Y
o
rk
：
1990

,
p
.64.

38

S
ta
te
D
ep
a
rtm
en
t
rep
o
rt,
“U
.S
.
S
o
v
iet
E
x
h
ib
its
a
S
u
ccessfu

l
E
x
ch
a
n
g
e,”
A
u
g
u
st
1959,

F
R
U
S
：
1
9
5
8
1
9
6
0
,

（P
a
rt
2
,
37
40 ；

E
isen
h
o
w
er
a
n
n
u
a
l
m
essa
g
e
to
th
e
C
o
n
g
ress

o
n
th
e
S
ta
te
o
f
th
e
U
n
io
n
,
Ja
n
u
a
ry
12,
1961,

P
u
blic

P
apers

of
th
e
P
resid

en
ts
of
th
e
U
n
ited

S
tates ：

D
w
igh
t
D
.
E
isen
h
ow
er

（
以
降E

P
P

と
し
て
引
用

,
1
9
6
0
6
1

（W
a
sh
in
g
to
n
,
D
.C
. ：
1961

,
916 ；

N
S
C
6013,

“S
ta
tu
s
o
f
N
a
tio
n
a
l
S
ecu
rity
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P
ro
g
ra
m
s
o
n
Ju
n
e
30,
1960 ：

P
a
rt
5
T
h
e
U
S
IA
P
ro
g
ra
m
,”
u
n
d
a
ted
,
R
G
273,

R
eco
rd
s
o
f
th
e
N
a
tio
n
a
l
S
ecu
rity

C
o
u
n
cil
P
o
licy

P
a
p
ers
6005

6014,
B
o
x
52,
N
a
tio
n
a
l
A
rch
iv
es

.

在
モ
ス
ク
ワ
大
使
館
の
ブ
ラ
デ
ィ
文
化
担
当
参
事
官
は
、
ア
メ
リ
カ
博
覧
会
の
「
一
風
変
わ
っ
た
副
産
物
」
と
し
て
、
会

場
を
訪
れ
た
多
数
の
ソ
連
市
民
が
ア
メ
リ
カ
人
ガ
イ
ド
に
「
内
密
に
」
手
渡
す
手
紙
を
あ
げ
た
。
彼
に
よ
る
と
、
手
紙
の
内
容
の
「
最
も
顕
著
な
特
徴
」
は
共
産
主
義
と

ソ
連
政
府
に
対
す
る
「
あ
か
ら
さ
ま
な
敵
対
」
で
あ
っ
た
。B

ra
d
y
to
th
e
D
ep
a
rtm
en
t
o
f
S
ta
te,
S
ep
tem
b
er
30,
1959,

761.00 /9
3059,

C
o
n
fid
en
tia
l
U
.S
.

S
ta
te
D
ep
a
rtm
en
t
C
en
tra
l
F
iles ：

T
h
e
S
o
v
iet
U
n
io
n
,
1955

1959,
In
tern
a
l
A
ffa
irs.

英
国
の
駐
ソ
大
使
は
本
国
外
務
省
に
宛
て
、
モ
ス
ク
ワ
博
が
「
外
国

に
よ
っ
て
ソ
連
内
で
試
み
ら
れ
た
最
も
野
心
的
な
も
の
」
と
評
価
し
、

大
多
数
」
の
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
市
民
が
博
覧
会
に
「
深
い
印
象
を
受
け

、
幾
つ
か
の
特
別
な
分
野
を

除
き
、
ソ
連
が
ア
メ
リ
カ
に
追
い
つ
く
に
は
「
ま
だ
当
分
先
の
こ
と
で
あ
る
」
と
の
結
論
を
確
認
し
た
で
あ
ろ
う
と
報
告
し
た
。D

.
P
a
trick

R
eilly

to
S
elw
y
n

L
lo
y
d
,
S
ep
tem
b
er
11,
1959,

F
O
371 /143575 /N

s
1861 /15,

P
R
O
.

39

Y
a
le
R
ich
m
o
n
d
,
U
.S
.
S
oviet

C
u
ltu
ral
E
xch
an
ges,

1
9
5
8
1
9
8
6
：
W
h
o
W
in
s
?

（B
o
u
ld
er,
C
o
l. ：
1987

,
p
.26 ；

S
ta
te
D
ep
a
rtm
en
t
rep
o
rt,

A
u
g
u
st
1959,

F
R
U
S
：
1
9
5
8
1
9
6
0
,

（P
a
rt
2
,
37.

40

M
em
o
ra
n
d
u
m
o
f
co
n
feren

ce
w
ith
th
e
P
resid

en
t,A
u
g
u
st
5,1959,ib

id
.,

（P
a
rt
1
,p
.382 ；

O
C
B
rep
o
rt,“O

p
era
tio
n
s
P
la
n
fo
r
th
e
S
o
v
iet

D
o
m
in
a
ted
N
a
tio
n
s
in
E
a
stern

E
u
ro
p
e,”
Ju
ly
2,
1959,

ib
id
.,
X

（P
a
rt
1
,p
p
.80

81.

41

M
em
o
ra
n
d
u
m
o
f
co
n
v
ersa
tio
n
,
A
u
g
u
st
5,
1959,

ib
id
.,

（P
a
rt
2
,
p
p
.218

19 ；
B
ea
m
to
th
e
D
ep
a
rtm
en
t
o
f
S
ta
te,
A
u
g
u
st
6,
1959,

ib
id
.,

（P
a
rt
2
,
p
.219 ；

M
ilto
n
E
isen
h
o
w
er
rep
o
rt,
“E
ffect

o
f
th
e
V
isit
to
P
o
la
n
d
,”
A
u
g
u
st
6,
1959,

ib
id
.,

（P
a
rt
2
,
p
p
.221

22 ；
W
illia
m

M
a
co
m
b
er
to
H
u
b
ert
H
u
m
p
h
rey
,
F
eb
ru
a
ry
20,
1959,

511.60 /2
2059,

G
en
era
l
R
eco
rd
s
o
f
th
e
D
ep
a
rtm
en
t
o
f
S
ta
te,
C
en
tra
l
D
ecim

a
l
F
ile,

1955
1959,

B
o
x
2170.

一
九
六
〇
年
当
時
の
フ
ォ
ー
ド
財
団
の
資
産
は
三
三
億
ド
ル
余
り
で
あ
り
、
二
位
の
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
財
団
の
五
倍
に
達
し
て
い
た
。B

erg
h
-

a
h
n
,
A
m
erica

an
d
th
e
In
tellectu

al
C
old

W
ars
in
E
u
rope,

p
.299.

大
統
領
が
最
も
厚
く
信
頼
す
る
ミ
ル
ト
ン
（
ジ
ョ
ン
ズ
ホ
プ
キ
ン
ズ
大
学
総
長
）
は
帰
国

後
、
モ
ス
ク
ワ
滞
在
中
に
ニ
ク
ソ
ン
が
大
使
公
邸
で
泥
酔
し
た
模
様
を
報
告
し
た
。
も
と
も
と
ニ
ク
ソ
ン
に
複
雑
な
感
情
を
持
つ
大
統
領
が
、
彼
を
自
分
の
後
継
者
に
据

え
る
こ
と
を
改
め
て
た
め
ら
わ
せ
た
要
因
で
あ
っ
た
。M

ich
a
el
R
.
B
esch

lo
ss,
M
ayd
ay
：
E
isen
h
ow
er,
K
h
ru
sh
ch
ev
an
d
th
e
U
2
A
ffair

（N
ew
Y
o
rk
：

1986
,
p
p
.183

84.

ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
は
一
九
六
〇
年
春
に
な
っ
て
も
、
か
ね
て
高
く
評
価
し
て
い
た
ア
ン
ダ
ー
ソ
ン
（R

o
b
ert
A
n
d
erso
n

）
財
務
長
官
の
出
馬
を

期
待
し
て
い
た
。S
tep
h
en
E
.
A
m
b
ro
se,
E
isen
h
ow
er,
V
o
l.2 ：

T
h
e
P
resid

en
t

（N
ew
Y
o
rk
：
1984

,
p
p
.559

60.

42

N
S
C
5906 /1,

A
u
g
u
st
5,
1959,

F
R
U
S
：
1
9
5
8
1
9
6
0
,
,
307,

310.

43

M
em
o
ra
n
d
u
m
o
f
co
n
feren

ce
w
ith
th
e
P
resid

en
t,
A
u
g
u
st
6,
1959,

E
isen
h
o
w
er
P
a
p
ers,

W
h
itm
a
n
F
ile ：

D
D
E
D
ia
ry
,
B
o
x
43.

44

大
統
領
は
フ
ル
シ
チ
ョ
フ
訪
米
の
招
請
を
ド
イ
ツ
問
題
に
関
す
る
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
外
相
会
談
の
進
展
と
結
び
つ
け
て
い
た
が
、
マ
ー
フ
ィ
ー
（R

o
b
ert
M
u
rp
h
y

）

国
務
次
官
代
理
は
訪
米
中
の
コ
ズ
ロ
フ
副
首
相
に
、
無
条
件
で
の
フ
ル
シ
チ
ョ
フ
招
待
を
伝
え
た
。
マ
ー
フ
ィ
ー
は
こ
の
連
関
を
「
理
解
し
て
い
な
か
っ
た
」
と
弁
明

し
、
大
統
領
は
「
非
常
に
苛
立
っ
た
」
と
述
べ
た
が
、
す
で
に
遅
か
っ
た
。M

em
o
ra
n
d
u
m
o
f
co
n
feren

ce
w
ith
th
e
P
resid

en
t,
Ju
ly
22,
1959,

ib
id
.

ア
イ
ゼ

ン
ハ
ワ
ー
は
こ
れ
よ
り
数
ヶ
月
前
に
ダ
レ
ス
国
務
長
官
に
会
っ
た
時
、
不
治
の
病
に
倒
れ
た
ダ
レ
ス
が
「
首
脳
会
談
に
何
ら
か
の
有
益
で
積
極
的
な
成
果
の
見
通
し
が
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
述
べ
て
、
ソ
連
が
要
求
す
る
首
脳
会
談
の
早
期
開
催
に
反
対
し
た
時
、
大
統
領
は
こ
の
見
解
に
「
完
全
に
同
意
」
し
た
。M

em
o
ra
n
d
u
m
o
f
a
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co
n
v
ersa
tio
n
b
etw
een
E
isen
h
o
w
er
a
n
d
Jo
h
n
F
o
ster

D
u
lles,

M
a
rch
19,
1959,

F
R
U
S
：
1
9
5
8
1
9
6
0
,
,
507 ；

m
em
o
ra
n
d
u
m
o
f
co
n
v
ersa
tio
n
,

M
a
rch
20,
1959,

ib
id
.,
p
.513.

一
方
大
統
領
は
首
脳
会
談
を
必
要
と

え
、
マ
ー
フ
ィ
ー
へ
の
叱
責
は
い
わ
ば
芝
居
で
あ
っ
た
と
の
興
味
深
い
見
解
は
、C

a
m
p
b
ell

C
ra
ig
,
D
estroyin

g
th
e
V
illage

：
E
isen
h
ow
er
an
d
T
h
erm
on
u
clear

W
ar

（N
ew
Y
o
rk
：
1998

,
p
p
.104

5.
45

S
ta
te
D
ep
a
rtm
en
t
p
a
p
er,
“U
.S
.
O
b
jectiv

es
in
K
h
ru
sh
ch
ev
V
isit
a
n
d
S
u
g
g
ested

T
a
ctics

fo
r
C
o
n
v
ersa
tio
n
w
ith
H
im
,”
S
ep
tem
b
er
11,

1959,
E
isen
h
o
w
er
P
a
p
ers,

W
h
itm
a
n
F
ile ：

In
tern
a
tio
n
a
l
S
eries,

B
o
x
52 ；

m
em
o
ra
n
d
u
m
o
f
E
isen
h
o
w
er’s

ta
lk
s
w
ith
K
h
ru
sh
ch
ev
a
t
C
a
m
p

D
a
v
id
,
u
n
d
a
ted
,
ib
id
. ；
m
em
o
ra
n
d
u
m
o
f
co
n
v
ersa
tio
n
,
S
ep
tem
b
er
15,
1959,

F
R
U
S
：
1
9
5
8
1
9
6
0
,
,
393.

フ
ル
シ
チ
ョ
フ
は
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
に
、

訪
米
直
前
に
月
面
着
陸
に
成
功
し
た
ル
ナ
二
号
の
模
型
を
贈
呈
し
た
。
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
大
統
領
は
宇
宙
開
発
に
つ
い
て
は
依
然
と
し
て
醒
め
て
い
た
。

宇
宙
の
分
野

で
は
、
確
か
に
防
衛
に
直
接
影
響
を
与
え
る
こ
と
も
あ
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
基
本
的
に
宇
宙
計
画
は
科
学
の
問
題
で
あ
る
。
…
…
宇
宙
は
士
気
に
と
っ
て
重
要
で
あ
ろ
う

が
、
も
し
ド
ル
が
弱
体
化
し
た
ら
、
世
界
の
士
気
は
ど
う
な
る
の
で
あ
ろ
う
。」M

em
o
ra
n
d
u
m
o
f
co
n
feren

ce
w
ith
th
e
P
resid

en
t,
N
o
v
em
b
er
21,
1959,

E
isen
h
o
w
er
P
a
p
ers,

W
h
itm
a
n
F
ile ：

D
D
E
D
ia
ry
,
B
o
x
45.

46

C
o
n
v
ersa
tio
n
b
etw
een
K
h
ru
sh
ch
ev
a
n
d
H
a
rrim

a
n
,
Ju
n
e
23,
1959,

in
R
o
b
ert
I.
O
w
en
to
th
e
D
ep
a
rtm
en
t
o
f
S
ta
te,Ju

n
e
26,1959,F

R
U
S
：

1
9
5
8
1
9
6
0
,

（P
a
rt
1
,
277,

279,
280.

47

T
h
o
m
p
so
n
to
H
erter,

Ju
ly
2,
1959,

611.61 /7
259
E
M
W
,
C
o
n
fid
en
tia
l
U
.S
.
D
ep
a
rtm
en
t
C
en
tra
l
F
iles ：

T
h
e
S
o
v
iet
U
n
io
n
,
1955

1959,

F
o
reig
n
A
ffa
irs

（F
red
erick

,
M
d
. ：
1989

）

マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
版

；
m
em
o
ra
n
d
u
m
o
f
co
n
feren

ce
w
ith
th
e
P
resid

en
t,
A
u
g
u
st
5,
1959,

F
R
U
S
：

1
9
5
8
1
9
6
0
,

（P
a
rt
1
,382.

た
だ
し
ト
ン
プ
ソ
ン
大
使
は
別
の
機
会
に
は
、
フ
ル
シ
チ
ョ
フ
の
対
米
姿
勢
に
つ
い
て
楽
観
的
な
見
解
を
送
っ
た
。T

h
o
m
p
so
n
to

H
erter,

A
u
g
u
st
8,
1959,

611.61 /8
859,

C
o
n
fid
en
tia
l
U
.S
.
S
ta
te
D
ep
a
rtm
en
t
C
en
tra
l
F
iles ：

T
h
e
S
o
v
iet
U
n
io
n
,
1955

1959,
F
o
reig
n
A
ffa
irs.

フ
ル
シ
チ
ョ
フ
は
後
に
、
首
脳
会
談
で
文
化
交
流
の
促
進
を
は
か
る
ア
メ
リ
カ
側
の
狙
い
に
つ
き
、

ソ
連
の
国
境
を
大
き
く
開
き
、
相
互
の
人
的
交
流
を
盛
ん
に
す
る
」

も
の
で
あ
っ
た
と
的
確
に
推
測
し
て
い
た
。K

h
ru
sh
ch
ev
,
K
h
ru
sh
ch
ev
R
em
em
bers,

p
p
.409

10.

邦
訳
『
フ
ル
シ
チ
ョ
フ
最
後
の
遺
言
』、
一
二
八
｜
二
九
頁
。

48

M
em
o
ra
n
d
u
m
o
f
co
n
v
ersa
tio
n
,
S
ep
tem
b
er
21,
1959,

F
R
U
S
：
1
9
5
8
1
9
6
0
,
X

（P
a
rt
1
,
439,

439n
. ；
m
em
o
ra
n
d
u
m
o
f
co
n
feren

ce
w
ith
th
e

P
resid

en
t,
S
ep
tem
b
er
25,
1959,

ib
id
.,
p
.455.

フ
ル
シ
チ
ョ
フ
は
滞
米
中
、
ロ
ッ
ジ
が
ソ
連
で
は
「
多
く
の
進
化
が
生
じ
て
い
る
。
…
…
中
央
の
官
僚
機
構
の
縮

小
、
個
人
の
自
由
の
拡
大
が
あ
る
で
あ
ろ
う
」
と
語
り
か
け
た
時
、
こ
の
発
言
を
首
肯
し
た
の
で
あ
る
。M

em
o
ra
n
d
u
m
o
f
co
n
v
ersa
tio
n
,
S
ep
tem
b
er
18,
1959,

ib
id
.,
p
.419.

49

R
ep
o
rt
o
n
th
e
K
h
ru
sh
ch
ev
v
isit,

u
n
d
a
ted
,
ib
id
.,
p
p
.489

90.

50

T
h
o
m
p
so
n
to
H
erter,

N
o
v
em
b
er
13,
1959,

611.61 /11
1359,

C
o
n
fid
en
tia
l
U
.S
.
S
ta
te
D
ep
a
rtm
en
t
F
iles ：

T
h
e
S
o
v
iet
U
n
io
n
,
1955

1959,

F
o
reig
n
A
ffa
irs ；

T
h
o
m
p
so
n
to
H
erter,

Ja
n
u
a
ry
1,
1960,

F
R
U
S
：
1
9
5
8
1
9
6
0
,
,
160 ；

T
h
o
m
p
so
n
to
H
erter,

Ja
n
u
a
ry
18,
1960,

ib
id
.,

（P
a
rt
1
,
p
.500.

51

A
llen

to
E
isen
h
o
w
er,
S
ep
tem
b
er
23
a
n
d
N
o
v
em
b
er
5,
1959,

E
isen
h
o
w
er
P
a
p
ers,
W
h
itm
a
n
F
ile ：

A
d
m
in
istra

tiv
e
S
eries,

B
o
x
2 ；
B
ra
d
y

to
th
e
S
ta
te
D
ep
a
rtm
en
t,
F
eb
ru
a
ry
20,
1960,

511.604 /2
2060,

G
en
era
l
R
eco
rd
s
o
f
th
e
D
ep
a
rtm
en
t
o
f
S
ta
te,
C
en
tra
l
D
ecim

a
l
F
ile,
1960

63,
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B
o
x
1064 ；

N
S
C
6013,

“P
a
rt
5
T
h
e
U
S
IA
P
ro
g
ra
m
”,
R
eco
rd
s
o
f
th
e
N
a
tio
n
a
l
S
ecu
rity

P
o
licy

P
a
p
ers
6005

6014,
B
o
x
52.

す
で
に
ト
ン
プ
ソ

ン
大
使
は
春
に
、
フ
ル
シ
チ
ョ
フ
が
Ｖ
Ｏ
Ａ
の
妨
害
の
停
止
の
可
能
性
に
言
及
し
た
こ
と
を
報
告
し
て
い
る
。T

h
o
m
p
so
n
to
H
erter,

M
a
y
4,
1959,

611.61 /5

459,
C
o
n
fid
en
tia
l
U
.S
.
S
ta
te
D
ep
a
rtm
en
t
C
en
tra
l
F
iles ：

T
h
e
S
o
v
iet
U
n
io
n
,
1955

1959,
F
o
reig
n
A
ffa
irs.

た
だ
し
ソ
連
は
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
を
本
拠
地
と

す
る
反
共
・
反
ソ
放
送
「
ラ
ジ
オ
自
由
」
に
対
す
る
妨
害
を
止
め
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
Ｃ
Ｉ
Ａ
の
財
政
支
援
を
受
け
た
「
ラ
ジ
オ
自
由
」
と
東
欧
向
け
の
「
ラ
ジ
オ
自

由
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
」
に
つ
い
て
は
、
こ
の
放
送
に
携
わ
っ
た
次
の
三
名
の
興
味
深
い
回
顧
録
を
参
照
。G

eo
rg
e
U
rb
a
n
,
R
ad
io
F
ree
E
u
rope

an
d
th
e
P
u
rsu
it
of

D
em
ocracy

：
M
y
W
ar
w
ith
in
th
e
C
old

W
ar

（N
ew
H
a
v
en
：
1997

；
G
en
e
S
o
sin
,
S
parks

of
L
iberty

：
A
n
In
sid
er’s

M
em
oir
of
R
ad
io
L
iberty

（U
n
iv
ersity

P
a
rk
,
P
en
n
. ：
1999

；
A
rch
P
u
d
d
in
g
to
n
,
B
road

castin
g
F
reed
om
：
T
h
e
C
old

W
ar
T
riu
m
ph
of
R
ad
io
F
ree
E
u
rope

an
d
R
ad
io

L
iberty

（L
ex
in
g
to
n
,
K
y
. ：
2000

.

52

D
S
B
41

（D
ecem

b
er
28,
1959

,
951

57 ；
U
S
IA
p
a
p
er,
“T
h
e
E
x
h
ib
it
P
ro
g
ra
m
in
1960

61
fo
r
th
e
S
o
v
iet
A
rea
,”
M
a
rch
21,
1960,

F
R
U
S
：

1
9
5
8
1
9
6
0
,

（P
a
rt
2
,
56
58.

53

M
em
o
ra
n
d
u
m
o
f
d
iscu
ssio
n
a
t
th
e
420th

m
eetin

g
o
f
th
e
N
S
C
,
O
cto
b
er
1,
1959,

E
isen
h
o
w
er
P
a
p
ers,
W
h
itm
a
n
F
ile ：

N
S
C
S
eries,

B
o
x

12 ；
m
em
o
ra
n
d
u
m
o
f
d
iscu
ssio
n
a
t
th
e
428th

m
eetin

g
o
f
th
e
N
S
C
,
D
ecem

b
er
10,
1959,

ib
id
. ；
m
em
o
ra
n
d
u
m
o
f
co
n
v
ersa
tio
n
,
Ja
n
u
a
ry
19,

1960,
F
R
U
S
：
1
9
5
8
1
9
6
0
,
X
V
III,
262

63.

ビ
ッ
セ
ル
と
Ｕ
二
機
の
開
発
に
つ
い
て
は
、R

ich
a
rd
M
.
B
issell,

Jr.,
R
eflection

s
of
a
C
old

W
arrior

：

F
rom

Y
alta

to
th
e
B
ay
of
P
igs

（N
ew
H
a
v
en
：
1996

,
p
p
.92

140.

54

V
la
d
isla
v
Z
u
b
o
k
a
n
d
C
o
n
sta
n
tin
e
P
lesh
a
k
o
v
,
In
sid
e
th
e
K
rem
lin
’s
C
old

W
ar
：
F
rom

S
talin

to
K
h
ru
sh
ch
ev

（C
a
m
b
rid
g
e,
M
a
ss. ：

1996
,
p
p
.201

2,
229

35 ；
G
o
rd
o
n
H
.
C
h
a
n
g
,
F
rien
d
s
an
d
E
n
em
ies ：

T
h
e
U
n
ited

S
tates,

C
h
in
a,
an
d
th
e
S
oviet

U
n
ion
,
1
9
4
8
1
9
7
2

（S
ta
n
fo
rd
：
1990

,
p
p
.212

17.

55

R
ep
o
rt
b
y
th
e
B
u
rea
u
o
f
th
e
In
tellig

en
ce
a
n
d
R
esea

rch
,
“S
in
o
S
o
v
iet
B
lo
c
E
x
ch
a
n
g
es
w
ith
th
e
F
ree
W
o
rld
in
1959,”

F
eb
ru
a
ry
9,
1960,

O
.S
.S
. /S
ta
te
D
ep
a
rtm
en
t
In
tellig

en
ce
a
n
d
R
esea

rch
R
ep
o
rts.

訪
米
し
た
ミ
コ
ヤ
ン
も
コ
ズ
ロ
フ
も
人
的
交
流
の
拡
大
に
賛
意
を
表
し
て
い
る
。N

o
tes
o
n

m
eetin

g
w
ith
M
ik
o
y
a
n
,
Ja
n
u
a
ry
14,1959,

in
M
ich
a
el
V
.
F
o
rresta

l
to
H
a
rrim

a
n
,
Ja
n
u
a
ry
22,
1959,

H
a
rrim

a
n
P
a
p
ers,

N
Y
F
iles,

P
o
st

G
o
v
ern
m
en
t’s
F
iles,

B
o
x
418 ；

m
em
o
ra
n
d
u
m
o
f
co
n
v
ersa
tio
n
,
Ja
n
u
a
ry
17,
1959,

F
R
U
S
：
1
9
5
8
1
9
6
0
,

（P
a
rt
1
,
240 ；

m
em
o
ra
n
d
u
m
o
f

co
n
v
ersa
tio
n
,
Ju
ly
1,
1959,

ib
id
.,
p
p
.302

3.

56

R
ep
o
rt
b
y
th
e
B
u
rea
u
o
f
In
tellig

en
ce
a
n
d
R
esea

rch
,
“T
h
e
S
o
v
iet
B
lo
c
E
x
ch
a
n
g
e
P
ro
g
ra
m
,
1958,”

Ja
n
u
a
ry
30,
1959,

O
.S
.S
. /S
ta
te

D
ep
a
rtm
en
t
In
tellig

en
ce
a
n
d
R
esea

rch
R
ep
o
rts ；

m
em
o
ra
n
d
u
m
o
f
d
iscu
ssio
n
a
t
th
e
407th

m
eetin

g
o
f
th
e
N
S
C
,M
a
y
21,1959,F

R
U
S
：
1
9
5
8

1
9
6
0
,

（P
a
rt
2
,
26.

コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
に
や
っ
て
き
た
三
名
の
ロ
シ
ア
人
留
学
生
の
う
ち
の
一
人
が
ヤ
コ
ブ
レ
フ
（A

lex
a
n
d
er
Y
a
k
o
v
lev

｜
一
九
八
〇
年

代
の
ペ
レ
ス
ト
ロ
イ
カ
の
立
役
者
の
一
人
と
な
る
｜
で
あ
っ
た
。Ja

ck
F
.
M
a
tlo
ck
,
A
u
topsy

on
an
E
m
pire
：
T
h
e
A
m
erican

A
m
bassad

or’s
A
ccou
n
t
of

th
e
C
ollapse

of
th
e
S
oviet

U
n
ion

（N
ew
Y
o
rk
：
1995

,
p
p
.74

76.

国
務
省
国
際
文
化
関
係
局
を
率
い
た
セ
イ
ヤ
ー
（R

o
b
ert
T
h
a
y
er

）
は
後
に
、
ア
イ
ゼ

ン
ハ
ワ
ー
が
学
生
交
流
計
画
に
「
非
常
に
大
き
な
関
心
を
寄
せ
た
」
と
述
懐
し
て
い
る
。R

o
b
ert

T
h
a
y
er
o
ra
l
in
terv
iew
,
Ju
n
e
12,

1972,
E
isen
h
o
w
er
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L
ib
ra
ry
.

57

In
tellig

en
ce
rep
o
rt,
“S
in
o
S
o
v
iet
B
lo
c
E
x
ch
a
n
g
es
w
ith
th
e
F
ree
W
o
rld
in
1959,”

F
eb
ru
a
ry
9,
1960,

O
.S
.S
. /S
ta
te
D
ep
a
rtm
en
t
In
telli-

g
en
ce
a
n
d
R
esea

rch
R
ep
o
rts ；

In
tellig

en
ce
R
ep
o
rt
P
rep
a
red
b
y
th
e
B
u
rea
u
o
f
In
tellig

en
ce
a
n
d
R
esea

rch
,
“C
o
n
ta
cts
b
etw
een

th
e
F
ree

W
o
rld
a
n
d
th
e
S
in
o
S
o
v
iet
B
lo
c
A
R
ev
iew
”,
O
cto
b
er
30,
1959,

F
R
U
S
：
1
9
5
8
1
9
6
0
,

（P
a
rt
2
,
50.

58

D
u
lles
testim

o
n
y
,
S
en
a
te
F
o
reig
n
R
ela
tio
n
s
C
o
m
m
ittee,

Ja
n
u
a
ry
18,
1960,

E
xecu
tive

S
ession

s,
86th

C
o
n
g
ress,

2n
d
S
essio

n
,
p
.8 ；

N
IE

11
8
59,
“S
o
v
iet
C
a
p
a
b
ilities

fo
r
S
tra
teg
ic
A
tta
ck
th
ro
u
g
h
M
id
1964,”

F
eb
ru
a
ry
9,
1960,

F
R
U
S
：
1
9
5
8
1
9
6
0
,
,
376 ；

T
w
in
in
g
to

T
h
o
m
a
s
G
a
tes,
Ju
ly
5,
1960,

N
a
th
a
n
T
w
in
in
g
P
a
p
ers,
B
o
x
113,

L
ib
ra
ry
o
f
C
o
n
g
ress ；

m
em
o
ra
n
d
u
m
o
f
d
iscu
ssio
n
a
t
th
e
425th

m
eetin

g
o
f

th
e
N
S
C
,
N
o
v
em
b
er
25,
1959,F

R
U
S
：
1
9
5
8
1
9
6
0
,
,
347.

59

M
em
o
ra
n
d
u
m
o
f
d
iscu
ssio
n
a
t
th
e
430th

m
eetin

g
o
f
th
e
N
S
C
,
Ja
n
u
a
ry
7,
1960,

ib
id
.,
p
.356 ；

G
a
tes
testim

o
n
y
,
Ja
n
u
a
ry
19,
1960,

in
W
.

E
.
G
a
th
rig
h
t
m
em
o
,
F
eb
ru
a
ry
15,
1960,

G
en
era
l
R
eco
rd
s
o
f
th
e
D
ep
a
rtm
en
t
o
f
S
ta
te,
R
eco
rd
s
o
f
th
e
P
o
licy

P
la
n
n
in
g
S
ta
ff,
1957

61,
B
o
x

121.

60

H
erter

testim
o
n
y
,
S
en
a
te
F
o
reig
n
R
ela
tio
n
s
C
o
m
m
ittee,

Ja
n
u
a
ry
21,
1960,

E
xecu
tive

S
ession

s,
86th

C
o
n
g
ress,

2n
d
S
essio

n
,
p
.67 ；

m
em
o
ra
n
d
u
m
o
f
d
iscu
ssio
n
a
t
th
e
434th

m
eetin

g
o
f
th
e
N
S
C
,
F
eb
ru
a
ry
4,
1960,

F
R
U
S
：
1
9
5
8
1
9
6
0
,
,
372 ；

G
a
tes
in
terv
iew
,
M
a
rch
10,

1960,
D
S
B
42

（A
p
ril
11,
1960

,
557.

61

M
em
o
ra
n
d
u
m
o
f
d
iscu
ssio
n
a
t
th
e
430th

m
eetin

g
o
f
th
e
N
S
C
,
Ja
n
u
a
ry
7,
1960,

F
R
U
S
：
1
9
5
8
1
9
6
0
,
,
356

67 ；
L
o
d
g
e
to
H
erter,

F
eb
ru
a
ry
9,
1960,

ib
id
.,

（P
a
rt
1
,
p
.507.

62

リ
チ
ャ
ー
ド
・
Ｐ
・
ス
テ
ビ
ン
ズ
『
世
界
情
勢
と
ア
メ
リ
カ
ー
一
九
六
〇
年
』

鹿
島
守
之
助
訳
、
鹿
島
研
究
所
、
一
九
六
一
年

、
一
七
、
三
五
、
三
七
頁；

m
em
-

o
ra
n
d
u
m
s
o
f
co
n
feren

ces
w
ith
th
e
P
resid

en
t,
N
o
v
em
b
er
3,1959

a
n
d
Ja
n
u
a
ry
20,1960,E

isen
h
o
w
er
P
a
p
ers,W

h
itm
a
n
F
ile ：

D
D
E
D
ia
ry
,B
o
x

45 ；
m
em
o
ra
n
d
u
m
o
f
d
iscu
ssio
n
a
t
th
e
445th

m
eetin

g
o
f
th
e
N
S
C
,
M
a
y
24,
1959,

F
R
U
S
：
1
9
5
8
1
9
6
0
,
,
510.

63

T
h
o
m
p
so
n
to
H
erter,

Ja
n
u
a
ry
29,
1960,

761.00 /1
2960,

C
o
n
fid
en
tia
l
U
.S
.
S
ta
te
D
ep
a
rtm
en
t
C
en
tra
l
F
iles ：

T
h
e
S
o
v
iet
U
n
io
n
,
1960

Ja
n
u
a
ry
1963,

In
tern
a
l
A
ffa
irs

（B
eth
esd
a
,
M
d
. ：
1998

）

マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
版
）.

ト
ン
プ
ソ
ン
大
使
は
一
月
初
旬
に
も
、

ソ
連
内
で
急
速
に
生
じ
て
い
る

進
化
の
故
に
、
事
態
は
大
体
わ
れ
わ
れ
の
有
利
に
進
ん
で
お
り
、
究
極
的
に
は
、
ソ
連
と
の
本
当
の
歩
み
寄
り
が
可
能
と
な
る
状
況
が
生
ま
れ
る
で
あ
ろ
う
」
と
分
析
し

て
い
る
。T
h
o
m
p
so
n
to
H
erter,

Ja
n
u
a
ry
2,
1960,

F
R
U
S
：
1
9
5
8
1
9
6
0
,
,
162

65.

64

M
erch

a
n
t
to
F
o
y
K
o
h
ler,
M
a
rch
16,
1960,

in
T
h
o
m
p
so
n
to
H
erter,Ja

n
u
a
ry
29,1960,761.00 /1

2960,C
o
n
fid
en
tia
l
U
.S
.S
ta
te
D
ep
a
rtm
en
t

C
en
tra
l
F
iles ：

T
h
e
S
o
v
iet
U
n
io
n
,
1960

Ja
n
u
a
ry
1963,

In
tern
a
l
A
ffa
irs ；

B
o
h
len
to
H
erter,

M
a
y
6,
1960,

761.00 /5
660,

ib
id
. ；
L
a
cy
to

R
a
y
m
o
n
d
A
.
H
a
re,
M
a
rch
7,
1960,

511.61 /3
760,

G
en
era
l
R
eco
rd
s
o
f
th
e
D
ep
a
rtm
en
t
o
f
S
ta
te,
C
en
tra
l
D
ecim

a
l
F
ile,
1960

63,
B
o
x
1064.

65

R
ep
o
rt
b
y
th
e
B
u
rea
u
o
f
In
tellig

en
ce
a
n
d
R
esea

rch
,
“S
in
o
S
o
v
iet
B
lo
c
E
x
ch
a
n
g
es
w
ith
th
e
F
ree
W
o
rld
in
1959,”

F
eb
ru
a
ry
9,
1960,

O
.S
.S
. /S
ta
te
D
ep
a
rtm
en
t
In
tellig

en
ce
a
n
d
R
esea

rch
R
ep
o
rts.
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66

M
em
o
ra
n
d
u
m
o
f
d
iscu
ssio
n
a
t
th
e
434th

m
eetin

g
o
f
th
e
N
S
C
,
F
eb
ru
a
ry
4,
1960,

F
R
U
S
：
1
9
5
8
1
9
6
0
,
,
370

71 ；
N
IE
100

60,

“E
stim

a
te
o
f
th
e
W
o
rld
S
itu
a
tio
n
,”
Ja
n
u
a
ry
19,
1960,

ib
id
.,
p
p
.362

66.

67
A
lso
p
a
rticles,

Ja
n
u
a
ry
25
29,
1960,

T
h
e
N
ew
Y
ork
H
erald

T
ribu
n
e
；
B
o
tto
m
e,
T
h
e
M
issile

G
ap,
p
p
.133

34 ；
C
h
u
rch
sp
eech

q
u
o
ted

in
L
eR
o
y
A
sh
b
y
a
n
d
R
o
d
G
ra
m
er,
F
igh
tin
g
th
e
O
d
d
s ：
T
h
e
L
ife
of
S
en
ator

F
ran
k
C
h
u
rch

（P
u
llm
a
n
,
W
a
sh
in
g
to
n
：
1994

,
p
.119 ；

G
a
llu
p
,

T
h
e
G
allu
p
P
oll,
p
.1654.

68

N
o
tes
o
n
th
e
leg
isla
tiv
e
m
eetin

g
,
F
eb
ru
a
ry
9,
1960,

P
resid

en
t
E
isen
h
o
w
er’s
M
eetin

g
s
w
ith
L
eg
isla
tiv
e
L
ea
d
ers,
R
eel
2 ；
m
em
o
ra
n
d
u
m

o
f
d
iscu
ssio
n
a
t
th
e
439th

m
eetin

g
o
f
th
e
N
S
C
,
A
p
ril
1,
1960,

F
R
U
S
：
1
9
5
8
1
9
6
0
,
Ⅲ
,
389

92.

69

L
o
d
g
e
to
H
erter,

F
eb
ru
a
ry
9,
1960,

ib
id
.,
F
R
U
S
：
1
9
5
8
1
9
6
0
,

（P
a
rt
1
,
p
.507 ；

A
lek
sa
n
d
r
F
u
rsen
k
o
a
n
d
T
im
o
th
y
N
a
fta
li,
“O
n
e

H
ell
of
a
G
am
ble”
：
K
h
ru
sh
ch
ev,
C
astro,

an
d
K
en
n
ed
y,
1
9
5
8
1
9
6
4

（N
ew
Y
o
rk
：
1997

,
p
p
.44

45.

70

F
R
U
S
：
1
9
5
8
1
9
6
0
,
,
355,

383 ；
H
erter

to
E
isen
h
o
w
er,
S
ep
tem
b
er
2,
1960,

ib
id
.,
,
p
.305 ；

T
h
o
m
p
so
n
to
H
erter,

S
ep
tem
b
er
8,
1960,

ib
id
.,

（P
a
rt
1
,
p
p
.549

50.

当
時
Ｃ
Ｉ
Ａ
に
勤
務
し
て
い
た
ガ
ー
ソ
フ
（R

a
y
m
o
n
d
G
a
rth
o
ff

）
は
、
こ
の
Ｕ
二
機
に
よ
る
情
報
を
「
今
か
と
待
っ
て
い
た
」

と
言
い
、
そ
の
情
報
が
「
一
年
以
上
早
く
」
ミ
サ
イ
ル
・
ギ
ャ
ッ
プ
を
否
認
す
る
こ
と
に
な
っ
た
で
あ
ろ
う
と
述
懐
し
て
い
る
。G

a
rth
o
ff,
A
Jou
rn
ey
th
rou
gh
th
e

C
old

W
ar,
p
.47.

Ｕ
二
型
機
事
件
に
つ
い
て
は
、B
esch

lo
ss,
M
ayd
ay

を
参
照
。
と
く
に
ソ
連
側
の
対
応
に
つ
い
て
は
、Z

u
b
o
k
a
n
d
P
lesh
a
k
o
v
,
In
sid
e
th
e

K
rem
lin
’s
C
old

W
ar,

p
p
.202

9.
パ
リ
首
脳
会
談
で
、
フ
ル
シ
チ
ョ
フ
が
ア
メ
リ
カ
の
偵
察
飛
行
を
ソ
連
の
主
権
の
侵
犯
と
し
て
非
難
し
た
時
、
ド
ゴ
ー
ル

（C
h
a
rles

D
e
G
a
u
lle

）
フ
ラ
ン
ス
大
統
領
は
ソ
連
の
人
工
衛
星
も
ま
っ
た
く
同
じ
行
為
を
繰
り
返
し
て
い
る
と
た
し
な
め
た
。

現
在
、
世
界
の
空
を
行
き
来
す
る
ソ

ヴ
ィ
エ
ト
の
衛
星
が
あ
り
、
一
日
一
八
回
フ
ラ
ン
ス
の
上
空
を
、
む
ろ
ん
飛
行
機
よ
り
も
高
く
飛
ん
で
い
る
。
し
か
し
こ
の
事
態
は
わ
れ
わ
れ
に
は
第
二
の
天
性
に
な
る

で
あ
ろ
う
…
…
。
実
際
に
は
こ
れ
ら
の
衛
星
は
写
真
を
と
る
こ
と
が
で
き
る
し
、
明
日
に
は
恐
ろ
し
い
破
壊
を
与
え
る
立
場
に
た
つ
か
も
し
れ
な
い
。」M

em
o
ra
n
-

d
u
m
o
f
co
n
v
ersa
tio
n
,
M
a
y
16,
1960,

F
R
U
S
：
1
9
5
8
1
9
6
0
,
,
446.

フ
ル
シ
チ
ョ
フ
の
国
連
総
会
で
の
粗
野
な
行
動
は
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
代
表
団
を
も
困
惑
さ
せ
、

四
年
後
の
失
脚
の
一
因
に
な
っ
た
。Z

u
b
o
k
a
n
d
P
lesh
a
k
o
v
,
In
sid
e
th
e
K
rem
lin
’s
C
old

W
ar,
p
p
.207

8.

イ
ギ
リ
ス
外
務
省
も
フ
ル
シ
チ
ョ
フ
の
国
連
総
会

で
の
行
動
に
つ
い
て
ハ
ー
タ
ー
と
同
様
の
印
象
を
記
し
て
い
る
。F

ra
n
k
R
o
b
erts

to
th
e
E
a
rl
o
f
H
o
p
e,
Ja
n
u
a
ry
17,
1961,

F
O
371 /159534 /N

S
1011 /1,

P
R
O
.

71

R
ep
o
rt
b
y
th
e
B
u
rea
u
o
f
In
tellig

en
ce
a
n
d
R
esea

rch
,
“S
in
o
S
o
v
iet
B
lo
c
E
x
ch
a
n
g
es
w
ith
th
e
F
ree
W
o
rld
in
1960,”

F
eb
ru
a
ry
1,
1961,

O
.S
.S
. /S
ta
te
D
ep
a
rtm
en
t
In
tellig

en
ce
a
n
d
R
esea

rch
R
ep
o
rts ；

m
em
o
ra
n
d
u
m
o
f
d
iscu
ssio
n
a
t
th
e
445th

m
eetin

g
o
f
th
e
N
S
C
,
M
a
y
24,
1960,

F
R
U
S
：
1
9
5
8
1
9
6
0
,
,
512 ；

T
h
o
m
p
so
n
to
H
erter,

Ju
n
e
4,
1960,

E
isen
h
o
w
er
P
a
p
ers,

W
h
itm
a
n
F
ile ：

H
erter

D
u
lles

S
eries,

B
o
x
13 ；

B
ra
d
y
to
th
e
S
ta
te
D
ep
a
rtm
en
t,
Ju
ly
22,
1960,

511.61 /7
2260,

G
en
era
l
R
eco
rd
s
o
f
th
e
S
ta
te
D
ep
a
rtm
en
t,
1960

63,
C
en
tra
l
D
ecim

a
l
F
ile,B

o
x

1064.

72

F
reer

to
th
e
D
ep
a
rtm
en
t
o
f
S
ta
te,
Ju
ly
18,
1960,

F
R
U
S
：
1
9
5
8
1
9
6
0
,

（P
a
rt
2
,
67
70.

73

B
ra
d
y
to
th
e
S
ta
te
D
ep
a
rtm
en
t,
Ju
ly
28,
1960,

861.452 /7
2860,

C
o
n
fid
en
tia
l
U
.S
.
S
ta
te
D
ep
a
rtm
en
t
C
en
tra
l
F
iles ：

T
h
e
S
o
v
iet
U
n
io
n
,
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1960
Ja
n
u
a
ry
1963,

In
tern
a
l
A
ffa
irs.

74

M
em
o
ra
n
d
u
m
o
f
d
iscu
ssio
n
a
t
th
e
445th

m
eetin

g
o
f
th
e
N
S
C
,
M
a
y
24,
1960,

F
R
U
S
：
1
9
5
8
1
9
6
0
,
,
505 ；

T
h
a
n
o
s
P
.
D
o
k
o
s,

N
egotiation

s
for
a
C
T
B
T
,
1
9
5
8
1
9
9
4

（L
a
n
h
a
m
,
M
d
. ：
1995

,
p
.15.

75
L
a
cy
to
B
o
h
len
,
A
p
ril
10,
1961,

511.603 /4
1061,

in
F
ra
n
k
G
.
S
isco
e
“R
ep
o
rt
o
n
E
x
ch
a
n
g
es
w
ith
th
e
S
o
v
iet
U
n
io
n
a
n
d
E
a
stern

E
u
ro
p
e,”

Ja
n
u
a
ry
1,
1961,

G
en
era
l
R
eco
rd
s
o
f
th
e
D
ep
a
rtm
en
t
o
f
S
ta
te,
C
en
tra
l
D
ecim

a
l
F
ile,
1960

1963,
B
o
x
1063.

76

“C
o
n
clu
sio
n
s
a
n
d
R
eco
m
m
en
d
a
tio
n
s
o
f
th
e
P
resid

en
t’s
C
o
m
m
ittee

o
n
In
fo
rm
a
tio
n
A
ctiv
ities

A
b
ro
a
d
,”
D
ecem

b
er
1960,

th
e
P
resid

en
t’

s
C
o
m
m
ittee

o
n
In
fo
rm
a
tio
n
A
ctiv
ities

A
b
ro
a
d

（S
p
ra
g
u
e
C
o
m
m
ittee

：
R
eco
rd
s,
1959

61,
B
o
x
26.

こ
の
報
告
書
と
同
じ
頃
、
国
家
情
報
評
価
は

「
平
和
、
個
人
的
安
全
、
生
活
水
準
の
改
善
、
…
…
よ
り
自
由
で
開
放
的
な
社
会
」
を
求
め
る
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
大
衆
の
欲
求
を
指
摘
し
た
。N

a
tio
n
a
l
In
tellig

en
ce
E
sti-

m
a
te
11
4
60,
“M
a
in
T
ren
d
s
in
S
o
v
iet
C
a
p
a
b
ilities

a
n
d
P
o
licies,

1960
1965,”

D
ecem

b
er
1,
1960,

R
G
263,R

eco
rd
s
o
f
th
e
C
en
tra
l
In
tellig

en
ce

A
g
en
cy
,
N
a
tio
n
a
l
In
tellig

en
ce
E
stim

a
tes
C
o
n
cern

in
g
S
o
v
iet
M
ilita
ry
P
o
w
er,
1950

1984,
B
o
x
11,
N
a
tio
n
a
l
A
rch
iv
es
II.

77

F
R
U
S
：
1
9
5
8
1
9
6
0
,

（P
a
rt
2
,
70.

78

M
em
o
ra
n
d
u
m
o
f
co
n
feren

ce
w
ith
th
e
P
resid

en
t,
Ju
ly
19,
1960,

ib
id
.,
,
p
.424 ；

ib
id
.,
,
p
.371 ；

T
h
o
m
p
so
n
to
H
erter,O

cto
b
er
14,1960,

ib
id
.,

（P
a
rt
1
,
p
p
.559

60 ；
m
em
o
ra
n
d
u
m
o
f
d
iscu
ssio
n
a
t
th
e
456th

m
eetin

g
o
f
th
e
N
S
C
,
A
u
g
u
st
18,1960,E

isen
h
o
w
er
P
a
p
ers,W

h
itm
a
n

F
ile ：

N
S
C
S
eries,

B
o
x
13 ；

m
em
o
ra
n
d
u
m
o
f
d
iscu
ssio
n
a
t
th
e
466th

m
eetin

g
o
f
th
e
N
S
C
,
N
o
v
em
b
er
7,
1960,

ib
id
.,
B
o
x
13 ；

m
em
o
ra
n
d
u
m

o
f
d
iscu
ssio
n
a
t
th
e
469th

m
eetin

g
o
f
th
e
N
S
C
,
D
ecem

b
er
8,
1960,

ib
id
.,
B
o
x
13.

フ
ル
シ
チ
ョ
フ
の
国
連
で
の
行
動
を
中
国
に
対
す
る
配
慮
と
見
る
見
解

は
、T

h
o
m
p
so
n
to
H
erter,

O
cto
b
er
14,
1960,

761.13 /10
1460 ；

C
o
n
fid
en
tia
l
U
.S
.
S
ta
te
D
ep
a
rtm
en
t
C
en
tra
l
F
iles ：

T
h
e
S
o
v
iet
U
n
io
n
,
1960

Ja
n
u
a
ry
1963,

In
tern
a
l
A
ffa
irs ；

T
h
o
m
p
so
n
to
H
erter,

O
cto
b
er
14,
1960,

761.13 /10
1460,

ib
id
. ；
Jo
h
n
M
.
M
cS
w
een
ey
to
F
o
y
D
.
K
o
h
ler,

O
cto
b
er
26,
1960,

761.13 /10
2660,

ib
id
.

79

M
ich
a
el
R
.
B
esch

lo
ss,
T
h
e
C
risis

Y
ears ：

K
en
n
ed
y
an
d
K
h
ru
sh
ch
ev,
1
9
6
0
1
9
6
3

（N
ew
Y
o
rk
：
1999

,
p
p
.22

23.

邦
訳
『
危
機
の
年
｜
ケ
ネ

デ
ィ
と
フ
ル
シ
チ
ョ
フ
の
闘
い
、
上
』

飛
鳥
新
社
、
一
九
九
二
年

、
三
八
｜
三
九
頁
。

80

R
ep
o
rt
o
n
S
en
.
K
en
n
ed
y
’s
N
a
tio
n
a
l
S
ecu
rity

P
o
licy

C
o
m
m
ittee,

D
ecem

b
er
1960,

K
en
n
ed
y
P
a
p
ers,

P
re
P
resid

en
tia
l
P
a
p
ers,

T
ra
n
si-

tio
n
F
iles,

T
a
sk
F
o
rce
R
ep
o
rts
1960,

B
o
x
1074 ；

S
y
m
in
g
to
n
to
K
en
n
ed
y
,
S
ep
tem
b
er
2,
1960,

ib
id
.,
P
re
P
resid

en
tia
l
P
a
p
ers,
S
en
a
te
F
iles,

L
eg
isla
tio
n
,
L
eg
isla
tio
n
F
iles,

B
o
x
733.

81

S
tep
h
en
E
.
A
m
b
ro
se,
N
ixon
：
T
h
e
E
d
u
cation

of
a
P
olitician

,
1
9
1
3
1
9
6
2

（N
ew
Y
o
rk
：
1987

,
p
p
.551

53.

ニ
ク
ソ
ン
は
、
ケ
ネ
デ
ィ
が
民
主

党
副
大
統
領
候
補
に
南
部
テ
キ
サ
ス
州
の
ジ
ョ
ン
ソ
ン
上
院
議
員
を
選
出
し
た
こ
と
に
対
抗
し
、
共
和
党
内
の
団
結
を
は
か
る
必
要
を
一
層
感
じ
た
の
で
あ
ろ
う
。
彼
は

党
内
の
リ
ベ
ラ
ル
派
を
支
持
基
盤
と
す
る
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
知
事
に
歩
み
寄
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
ま
た
、
当
時
四
五
名
と
い
う
最
も
多
く
の
大
統
領
選
挙
人
を
抱

え
る
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
の
重
要
性
も
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
一
一
月
の
投
票
で
は
ケ
ネ
デ
ィ
が
約
四
〇
万
票
の
差
で
こ
の
州
を
制
し
た
。
も
し
ニ
ク
ソ
ン
が
こ
の
大

票
田
を
と
っ
て
い
れ
ば
、
開
票
に
不
正
が
あ
っ
た
と
み
な
さ
れ
た
テ
キ
サ
ス
州
と
イ
リ
ノ
イ
州
の
結
果
に
か
か
わ
ら
ず
、
彼
が
大
統
領
に
当
選
す
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。
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oreign

P
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N
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R
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,
p
p
.223

25.

ア
イ

ゼ
ン
ハ
ワ
ー
は
次
の
よ
う
な
厳
し
い
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
評
を
し
て
い
る
。

彼
は
明
ら
か
に
大
衆
的
な
魅
力
を
も
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
が
、
哲
学
的
な
才
能
に
は
恵
ま

れ
て
い
な
い
。
…
…
彼
は
御
し
が
た
い
個
人
的
野
心
を
も
っ
て
い
る
。」E

isen
h
o
w
er
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h
o
n
e
ca
ll,
Ju
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19,
1960,

E
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o
w
er
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a
p
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itm
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b
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f
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b
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u
l
K
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d
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a
n
G
ib
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a
sh
in
g
to
n
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D
.C
. ：
1980

）

マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
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ム
版

,
R
eel
10.

83

C
ra
ig
,
D
estroyin

g
th
e
V
illage,

p
p
.114

15 ；
m
em
o
ra
n
d
u
m
o
f
co
n
v
ersa
tio
n
,
O
cto
b
er
14,
1960,

G
en
era
l
R
eco
rd
s
o
f
th
e
D
ep
a
rtm
en
t
o
f

S
ta
te,
R
eco
rd
s
o
f
th
e
P
o
licy

P
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n
n
in
g
S
ta
ff,
1957

1961 ；
m
em
o
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n
d
u
m
o
f
co
n
v
ersa
tio
n
,
S
ep
tem
b
er
27,
1960,

ib
id
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R
eco
rd
s
R
ela
tin
g
to

S
ta
te
D
ep
t.
P
a
rticip

a
tio
n
in
th
e
O
p
era
tio
n
s
C
o
o
rd
in
a
tin
g
B
o
a
rd
a
n
d
th
e
N
a
tio
n
a
l
S
ecu
rity

C
o
u
n
cil,
1947

63,
B
o
x
111 ；

m
em
o
ra
n
d
u
m
o
f

d
iscu
ssio
n
a
t
th
e
469th

m
eetin

g
o
f
th
e
N
S
C
,
D
ecem

b
er
8,
1960,

F
R
U
S
：
1
9
5
8
1
9
6
0
,
,
497.

84

M
em
o
ra
n
d
u
m
s
o
f
d
iscu
ssio
n
s
a
t
th
e
459th

a
n
d
453rd

m
eetin

g
s
o
f
th
e
N
S
C
,
S
ep
tem
b
er
15
a
n
d
Ju
ly
28,
1960,

E
isen
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o
w
er
P
a
p
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W
h
itm
a
n
F
ile ：

N
S
C
S
eries,

B
o
x
es
13
a
n
d
12 ；

m
em
o
ra
n
d
u
m
o
f
d
iscu
ssio
n
a
t
th
e
469th

m
eetin

g
o
f
th
e
N
S
C
,
D
ecem

b
er
8,
1960,

F
R
U
S
：

1
9
5
8
1
9
6
0
,
Ⅲ
,
494

95 ；

グ
レ
イ
大
統
領
特
別
補
佐
官
の
印
象
で
は
、
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
は
「
限
定
戦
争
の
話
を
し
た
が
ら
ず
、
そ
の
話
題
が
嫌
い
で
あ
っ
た
。」

Ja
m
es
H
.
P
o
lk
m
em
o
ra
n
d
u
m
fo
r
th
e
reco

rd
,
O
cto
b
er
6,
1960,

ib
id
.,
,
p
.481.

85

S
ta
ff
N
o
tes
N
o
.809,

Ju
ly
25,
1960,

E
isen
h
o
w
er
P
a
p
ers,

W
h
itm
a
n
F
ile ：

D
D
E
D
ia
ry
,
B
o
x
51 ；

W
a
tso
n
,
In
to
th
e
M
issile

A
ge,
p
.372.

86

D
iv
in
e,
F
oreign

P
olicy

an
d
U
.S
.
P
resid

en
tial
E
lection

s,
p
p
.280

81 ；
G
a
llu
p
,
T
h
e
G
allu
p
P
oll,
p
.1653.

一
九
六
〇
年
の
大
統
領
選
挙
に
お
け
る

ケ
ネ
デ
ィ
候
補
に
つ
い
て
は
、
松
岡
完
『
一
九
六
一

ケ
ネ
デ
ィ
の
戦
争

冷
戦
・
ベ
ト
ナ
ム
・
東
南
ア
ジ
ア
』

朝
日
新
聞
社
、
一
九
九
九
年

、
二
七
｜
三
二
頁
。

87

G
a
llu
p
,
T
h
e
G
allu
p
P
oll,
p
p
.1651,

1675,
1690 ；

ス
テ
ビ
ン
ズ
『
世
界
情
勢
と
ア
メ
リ
カ
ー
一
九
六
〇
年
』、
二
三
、
四
九
頁
。
な
お
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
大
統

領
の
在
任
中
の
最
後
の
支
持
率
は
五
九
％
で
あ
っ
た
。G

a
llu
p
,
T
h
e
G
allu
p
P
oll,
p
.1701.

ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
は
八
月
の
記
者
会
見
で
、
大
統
領
選
挙
戦
で
国
政
レ
ベ

ル
で
の
行
政
経
験
を
誇
る
ニ
ク
ソ
ン
に
つ
い
て
、
彼
が
実
際
に
重
要
な
政
策
決
定
を
下
し
た
例
を
あ
げ
る
よ
う
に
執
拗
に
質
問
さ
れ
た
時
、
次
の
よ
う
に
答
え
、
ニ
ク
ソ

ン
に
大
打
撃
を
与
え
た
。

一
週
間
の
時
間
を
く
れ
れ
ば
、
一
つ
く
ら
い
は
思
い
つ
く
か
も
し
れ
な
い
。
覚
え
て
い
な
い
。」A

m
b
ro
se,
E
isen
h
ow
er,
p
.600.

大
統
領

が
選
挙
戦
の
終
盤
で
思
い
切
っ
た
遊
説
を
で
き
な
か
っ
た
背
景
に
、
心
臓
発
作
の
恐
れ
が
あ
っ
た
。
最
近
の
研
究
に
よ
る
と
、
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
が
一
九
四
九
年
三
月
、

コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
総
長
時
代
に
患
っ
た
病
気
は
、
従
来
言
わ
れ
て
き
た
腸
の
消
化
不
良
で
は
な
く
、
軽
度
の
心
臓
発
作
で
あ
っ
た
と
い
う
。
し
か
も
五
三
年
四
月
の
有
名

な
「
平
和
の
た
め
の
機
会
」
演
説
の
際
の
体
調
不
良
も
、
腸
炎
で
は
な
く
、
実
際
に
は
心
臓
の
疾
患
で
は
な
い
か
と
こ
の
書
は
指
摘
す
る
。
し
た
が
っ
て
こ
れ
ま
で
一
回

目
の
心
臓
発
作
と
み
な
さ
れ
て
き
た
一
九
五
五
年
の
ケ
ー
ス
は
、
実
は
三
度
目
の
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。R

o
b
ert
E
.
G
ilb
ert,

T
h
e
M
ortal

P
resi-

d
en
cy
：
Illn
ess
an
d
A
n
gu
ish
in
th
e
W
h
ite
H
ou
se

（N
ew
Y
o
rk
：
1998

,
p
p
.115

16,
81
99.

88

一
九
六
〇
年
の
新
安
保
条
約
に
よ
り
、
ア
メ
リ
カ
は
日
本
と
の
関
係
の
長
期
的
安
定
化
に
成
功
し
た
。
日
米
安
保
条
約
の
改
定
に
つ
い
て
は
、
坂
元
一
哉
『
日
米
同

盟
の
絆
』

有
斐
閣
、
二
〇
〇
〇
年
）
を
参
照
。
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.
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W
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R
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T
h
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U
n
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S
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an
d

th
e
C
u
ban

R
evolu

tion
,
1
9
5
9
1
9
6
1

（C
h
a
p
el
H
ill ：
1985

；

松
岡
『
一
九
六
一

ケ
ネ
デ
ィ
の
戦
争
』、
三
四
｜
四
六
頁；

D
a
v
id
L
.
A
n
d
erso
n
,
T
rapped

by
S
u
ccess ：

T
h
e
E
isen
h
ow
er
A
d
m
in
istration

an
d
V
ietn
am
,
1
9
5
3
6
1

（N
ew
Y
o
rk
：
1991

；
D
o
ck
rill,

E
isen
h
ow
er’s

N
ew
L
ook

N
ation

al

S
ecu
rity

P
olicy,

p
p
.230

33.

フ
ル
シ
チ
ョ
フ
は
六
〇
年
七
月
に
核
兵
器
に
よ
る
キ
ュ
ー
バ
防
衛
を
打
ち
出
し
、
九
月
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
会
っ
た
カ
ス
ト
ロ
に
、
こ

の
方
針
を
確
認
し
た
。F

u
rsen
k
o
a
n
d
N
a
fta
li,
“O
n
e
H
ell
of
a
G
am
ble
,”
p
p
.52,

61.

91

F
R
U
S
：
1
9
5
8
1
9
6
0
,
,
438

39.

92

Ja
m
es
T
.
P
a
tterso

n
,
G
ran
d
E
xpectation

s ：
T
h
e
U
n
ited

S
tates,

1
9
4
5
1
9
7
4

（N
ew
Y
o
rk
：
1996

,p
p
.430

33.

ケ
ネ
デ
ィ
辛
勝
の
要
因
に
は
、
彼

が
一
〇
月
末
に
ジ
ョ
ー
ジ
ア
州
で
さ
さ
い
な
交
通
法
規
違
反
で
逮
捕
さ
れ
た
キ
ン
グ
牧
師
の
釈
放
を
働
き
か
け
た
こ
と
で
、
黒
人
有
権
者
の
支
持
を
得
た
こ
と
が
あ
っ

た
。Ib

id
.,
p
.440.

93

M
in
u
tes
o
f
ca
b
in
et
m
eetin

g
s,
D
ecem

b
er
18
a
n
d
N
o
v
em
b
er
6,
1959,

M
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a
n
d
D
o
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m
en
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f
th
e
C
a
b
in
et
M
eetin

g
s
o
f
P
resid

en
t

E
isen
h
o
w
er,R

eel
10
a
n
d
9.

た
だ
し
人
種
差
別
に
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
社
会
も
無
縁
で
は
な
か
っ
た
。
一
九
五
九
年
一
二
月
の
国
務
省
調
査
・
研
究
局
の
報
告
書
に
よ
る
と
、

開
発
途
上
国
か
ら
ソ
連
に
や
っ
て
き
た
多
数
の
留
学
生
は
「
研
究
状
況
に
不
満
で
、
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
の
生
活
に
幻
滅
し
て
」
お
り
、

ソ
ヴ
ィ
エ
ト
体
制
は
彼
ら
が
模
倣
す

る
べ
き
も
の
で
は
な
い
」
と
確
信
し
て
帰
国
し
て
い
た
。In
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a
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D
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b
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F
R
U
S
：
1
9
5
8
1
9
6
0
,

（P
a
rt
2
,
51n
.

ほ
ぼ
同
じ
頃
、
ア
メ
リ
カ
大
使
館
は
ア
フ
リ
カ
か
ら
モ
ス
ク
ワ
国
立
大
学
に
留
学
中
の
学
生
が
ソ
連
社
会

の
人
種
差
別
に
つ
き
、
フ
ル
シ
チ
ョ
フ
に
抗
議
の
手
紙
を
送
っ
た
と
報
告
し
た
。B

o
ris
H
.
K
lo
sso
n
to
th
e
S
ta
te
D
ep
a
rtm
en
t,
M
a
rch
28,
1960,
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2860,
C
o
n
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l
U
.S
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S
ta
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D
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a
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C
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F
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T
h
e
S
o
v
iet
U
n
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,
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n
u
a
ry
1963,
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tern
a
l
A
ffa
irs.
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E
isen
h
o
w
er
a
n
n
u
a
l
m
essa
g
e
to
th
e
C
o
n
g
ress

o
n
th
e
S
ta
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o
f
th
e
U
n
io
n
,
Ja
n
u
a
ry
12,
1960,

E
P
P
,
1
9
6
0
6
1
,
p
p
.916,

919 ；
R
o
b
ert
D
iv
in
e,

T
h
e
S
pu
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ik
C
h
allen

ge
：
E
isen
h
ow
er’s

R
espon

se
to
th
e
S
oviet

S
atellite

（N
ew
Y
o
rk
：
1993

,
p
.183 ；

E
isen
h
o
w
er
fa
rew
ell
a
d
d
ress,

Ja
n
u
a
ry

17,
1961,

E
P
P
,
1
9
6
0
6
1
,
p
p
.1037

38.

す
で
に
前
年
春
ま
で
に
、
爆
撃
機
ギ
ャ
ッ
プ
論
は
完
全
に
消
え
て
い
た
。
ダ
レ
ス
Ｃ
Ｉ
Ａ
長
官
は
ソ
連
の
重
爆
撃
機
の
生
産

は
「
非
常
に
低
水
準
」
で
あ
る
と
述
べ
る
一
方
で
、
そ
の
理
由
は
「
非
常
に
難
し
い
」
と
説
明
し
た
。F

R
U
S
：
1
9
5
8
1
9
6
0
,
,
215.

大
統
領
は
退
任
直
前
の
会
合

で
、

も
し
自
分
が
独
裁
者
で
あ
れ
ば
、
国
家
に
損
害
を
与
え
る
こ
と
な
く
、
予
算
の
二
〇
％
を
カ
ッ
ト
で
き
よ
う
。
無
益
で
あ
り
な
が
ら
既
得
権
益
の
神
聖
化
し
た
機

構
を
完
全
に
破
壊
す
る
」
と
豪
語
し
た
。M

em
o
ra
n
d
u
m
o
f
co
n
feren

ce
w
ith
th
e
P
resid

en
t,
Ja
n
u
a
ry
6,
1961,

E
isen
h
o
w
er
P
a
p
ers,
W
h
itm
a
n
F
ile ：

D
D
E
D
ia
ry
,
B
o
x
55.

ス
タ
ン
ズ
（M

a
u
rice

H
.
S
ta
n
s

）
予
算
局
長
官
が
あ
る
時
、
大
統
領
に
対
し
て
、
不
要
な
予
算
の
削
減
の
た
め
に
、
二
〇
年
毎
に
一
度
、
五

年
間
の
独
裁
者
が
必
要
だ
と
言
明
し
た
時
、
こ
の
「
馬
鹿
げ
た

え
」
に
大
統
領
が
賛
同
し
た
と
、
や
や
驚
き
を
込
め
て
回
顧
し
て
い
る
。M

a
u
rice

H
.
S
ta
n
s,
O
n
e
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f
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F
ile ：

D
D
E
D
ia
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B
o
x
54.

ア
イ
ゼ

ン
ハ
ワ
ー
政
権
の
対
外
援
助
政
策
に
つ
い
て
は
、B

u
rto
n
I.
K
a
u
fm
a
n
,
T
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e
an
d
A
id
：
E
isen
h
ow
er’s

F
oreign

E
con
om
ic
P
olicy,

1
9
5
3
1
9
6
1

（B
a
ltim
o
re ：
1982

.
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大
統
領
は
原
子
力
委
員
会
、
国
防
省
の
要
請
に
か
か
わ
ら
ず
、
五
八
年
八
月
以
来
の
核
実
験
停
止
を
続
け
た
。R

ich
a
rd
G
.
H
ew
lett

a
n
d
Ja
ck
M
.
H
o
ll,

A
tom
s
for
P
eace

an
d
W
ar,
1
9
5
3
1
9
6
1
：
E
isen
h
ow
er
an
d
th
e
A
tom
ic
E
n
ergy

C
om
m
ission

（B
erk
eley
：
1989

,
p
p
.557

61.

ア
メ
リ
カ
は
Ｕ
二
機

事
件
後
、
偵
察
衛
星
の
飛
行
実
験
に
成
功
し
た
。
ま
も
な
く
実
用
化
す
る
こ
と
に
な
る
。B

issell,
R
eflection

s
of
a
C
old

W
arrior,

p
.136.
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M
em
o
ra
n
d
u
m
o
f
d
iscu
ssio
n
a
t
th
e
445th

m
eetin

g
o
f
th
e
N
S
C
,
M
a
y
24,
1960,

F
R
U
S
：
1
9
5
8
1
9
6
0
,
,
511.

99

K
en
n
ed
y
to
R
u
sk
,
F
eb
ru
a
ry
8,
1961,

511.60 /2
861,

G
en
era
l
R
eco
rd
s
o
f
th
e
D
ep
a
rtm
en
t
o
f
S
ta
te,
C
en
tra
l
D
ecim

a
l
F
ile,
1960

63,
B
o
x

1063.

さ
ら
にB

erg
h
a
h
n
,
A
m
erica

an
d
th
e
In
tellectu

al
C
old

W
ars
in
E
u
rope,

p
p
.189

90.

ソ
連
外
務
省
高
官
は
ト
ン
プ
ソ
ン
大
使
に
、
ケ
ネ
デ
ィ
に
懸
念

を
も
っ
て
い
る
こ
と
を
表
明
し
た
。

大
統
領
当
選
者
﹇
ケ
ネ
デ
ィ
﹈
の
選
挙
戦
中
の
幾
つ
か
の
発
言
が
、
大
統
領
と
し
て
の
最
初
の
行
動
は
ア
メ
リ
カ
の
軍
事
予
算
を

増
や
し
、
ア
メ
リ
カ
の
軍
事
力
を
強
化
し
て
、
ソ
連
の
そ
れ
に
明
確
な
優
位
に
た
つ
よ
う
に
す
る
こ
と
を
示
し
て
お
り
、
自
分
は
懸
念
し
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
措
置
は

不
運
で
あ
り
、
両
国
間
に
現
在
存
在
す
る
緊
張
を
増
大
さ
せ
る
と
思
う
。」S

y
n
o
p
sis
o
f
S
ta
te
a
n
d
In
tellig

en
ce
M
a
teria

l
R
ep
o
rted

to
th
e
P
resid

en
t,

N
o
v
em
b
er
26,
1960,

E
isen
h
o
w
er
P
a
p
ers,

W
h
itm
a
n
F
ile ：

D
D
E
D
ia
ry
,
B
o
x
54.

ト
ン
プ
ソ
ン
大
使
は
ラ
ス
ク
新
国
務
長
官
に
対
し
て
、

も
ち
ろ
ん
私
は

こ
の
問
題
に
関
す
る
情
報
を
関
知
し
て
い
な
い
が
」
と
断
り
な
が
ら
も
、

私
は
、
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
の
軍
事
力
を
大
幅
に
過
大
評
価
し
て
い
る
と
次
第
に
確
信
し
つ
つ
あ
る
」

と
書
き
送
っ
た
。T

h
o
m
p
so
n
to
D
ea
n
R
u
sk
,
Ja
n
u
a
ry
30,
1961,

761.51 /1
3061,

C
o
n
fid
en
tia
l
U
.S
.
S
ta
te
D
ep
a
rtm
en
t
F
iles ：

T
h
e
S
o
v
iet
U
n
io
n
,

1960
Ja
n
u
a
ry
1963,

In
tern
a
l
A
ffa
irs.

﹇G
eo
rg
e
F
.
K
en
n
a
n

﹈“X
,”
“T
h
e
S
o
u
rces

o
f
S
o
v
iet
C
o
n
d
u
ct,”
F
oreign

A
ffairs

25

（Ju
ly
1947

,566
82.

邦
訳
は
『
ア
メ
リ
カ
外
交
五
〇
年
』

岩

波
現
代
文
庫
、
二
〇
〇
〇
年

、
一
五
九
｜
九
一
頁
に
収
録
。
冷
戦
終
結
を
も
た
ら
し
た
ヘ
ル
シ
ン
キ
宣
言
の
重
要
性
に
つ
い
て
は
、
当
時
の
政
策
決
定
者
の
み
な
ら
ず
、

研
究
者
の
間
で
も
意
見
が
一
致
し
て
い
る
。
た
と
え
ば
以
下
を
参
照
。W

illia
m
G
.
H
y
la
n
d
,
T
h
e
M
ortal

R
ivals ：

S
u
perpow

er
R
elation

s
from

N
ixon

to

R
eagan

（N
ew
Y
o
rk
：
1994

,
p
.128 ；

H
en
ry
A
.
K
issin

g
er,
D
iplom

acy

（N
ew
Y
o
rk
：
1994

,
p
.759

60.

邦
訳
『
外
交
、
下
』

日
本
経
済
新
聞
社
、
一

九
九
五
年

、
四
三
六
｜
三
七
頁；

Jo
h
n
L
.
G
a
d
d
is,
T
h
e
U
n
ited

S
tates

an
d
th
e
E
n
d
of
th
e
C
old

W
ar
：
Im
plication

s,
R
econ

sid
eration

s,
P
rovoca-

tion
s

（N
ew
Y
o
rk
：
1992

,
p
p
.25

26 ；
D
a
n
a
H
.
A
llin
,
C
old

W
ar
Illu
sion
s ：
A
m
erica,

E
u
rope

an
d
S
oviet

P
ow
er,
1
9
6
9
1
9
8
9

（L
o
n
d
o
n
：

1995
,
p
p
.179

80 ；
R
ich
a
rd
C
ro
ck
a
tt,
T
h
e
F
ifty

Y
ears

W
ar
：
T
h
e
U
n
ited

S
tates

an
d
th
e
S
oviet

U
n
ion

in
W
orld

P
olitics,

1
9
4
1
1
9
9
1

（L
o
n
d
o
n
：
1995

,p
p
.233

34.

全
欧
安
保
協
力
会
議
、
Ｃ
Ｓ
Ｃ
Ｅ
プ
ロ
セ
ス
に
つ
い
て
の
邦
語
文
献
は
、
百
瀬
宏
・
植
田
隆
子
編
『
欧
州
安
全
保
障
協
力
会
議
（
Ｃ
Ｓ
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Ｃ
Ｅ

、
一
九
七
五
｜
九
二
』

日
本
国
際
問
題
研
究
所
、
一
九
九
二
年

、
吉
川
元
『
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
安
全
保
障
協
力
会
議
（
Ｃ
Ｓ
Ｃ
Ｅ
）

人
権
の
国
際
化
か
ら
民
主

化
支
援
へ
の
発
達
過
程
の

察
』

三
嶺
書
房
、
一
九
九
四
年

。

〔
付

記
〕

本
論
文
は
、
文
部
科
学
省
科
学
研
究
費
補
助
金
（
基
盤
研
究
Ｃ
）

ア
メ
リ
カ
の
封
じ
込
め
政
策
と
東
西
交
流
、
一
九
五
五
｜
七
五
年
」

平
成
一
三
年
度
〜
一
四
年
度
）
の
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
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